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ベテラン 、 若手 問わ すず 候補 者 多数 
元 王者 ライ コネ ン は つい に 引退 か 


来季 の ライ コネ ン の 引退 が 確実 視 さ れる アル ファ ロメ オ は 、 
カ (中 左 ) や アイ ロッ ト (中 央 ) を FP1 や テス ト な ど で 起 用 し て いる 。 


若手 枠 の 候補 と し て は 、 自 チー ム 傘 下 の プ ル シ ェ ー ル (中 右 ) の ほか 、 
フェ ラー リ 育 成 の シュ ワル ツマ ン ( 下 左 ) も 候補 。 ベ テラ ン 枠 の 候補 


と し て は ヒュ ルケ ンベルグ ( 下 右 ) が 現実 的 か ? 
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ON 人 A 


> MAX さ 放 YUFiTE 
ヾ 


4 連敗 で 高まる 8 度目 の 戴 先 へ の プレ ッ シ ャ ー 


ハミ ルト ン は シュ タイ アー マル ク GP で 防戦 を 強い 
られ た 結 ララ ンス で は 0 の 02 の 110 く < ネン ント 
で 優勝 に 手 を か けた も の の 結局 2 位 に 甘んじ た 。 今 
ラウ の ンド CAU ペ ラン ん 財 し た か で クア ョ ル 
スタ ッ ペ ン に コン マ 2 秒 お よ ば ず 3 番 手 。 決勝 で 
は 、 最 大 の 勝負 どこ ろ で ある スタ ー ト で 前 に 出る 
こと は か な わ ず 、 フ ェ ル スタ ッ ペ ン の 背中 を 見 続 


けた 。 同じ スト ラテ ジー で の 真っ 向 勝負 に 敗れ た 
0 ミリ レ ドン に で さる に と し 言え アァ スバ テス バド 
ラッ ラク で の | 点 を 獲 罰 (中 いく と で わす か に ダメ 
ー ジ を 軽減 する こと だ け だ っ た 。 も は や 絶対 的 に 
優位 な パッ ケー ジ は な い 。 史上 最多 と な る 8 度目 
の 戴冠 へ の プレ ッ シ ャ ー は これ まで に な い ほ ど 高 
8 つづ) GUY の 。 


ベレ ス 、 2 スト ッ プ に 転換 も ボッ タス に は コン マ 5 届 か ず 


レッ ドブ ル の セル ジオ ・ ペ レス は 26 周 を 終え て タ 
イヤ を 交換 し に ピッ ト へ 向かい 、 新 品 ハ ー ド に ス 
イッ チ 。 し か し 、 左 リ ヤ の 交換 に 時 間 が か か っ た 
た め 、 メ ル セ デ ス の バル テリ ・ ボ ッ タ ス に 3 番手 
の ポジ ショ ン を 明け 渡す こと に な っ た 。 第 2 ステ 


ィ ン ト で は コー ス 上 で の 逆転 は 難し いと 判断 し た 
レッ ドブ ル の ピッ トウ ォ ー ル は 、 ペ レス の 作戦 を 
2 スト ッ プ に 変更 し 、 勝 負 に 出 た 。 最 終盤 に ペレ 
ス は ボッ タス に 追い つい た も の の 、 結 局 コ ンマ 5 
秒 届 か ず 4 位 と な っ た 。 
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フェ ルス タッ ペン 完勝 も 
勝て ば 勝つ ほど 増え る 重圧 


レッ ドブ ル の マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン は 
第 7 戦 フ ラン ス GP に 続い て 、 第 8 戦 シ ュ タ イ 
アー マル ク GP で も ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 し 
た 。 フ ラン ス で は 最初 の コー ナー で 痛恨 の オ 
ー バ ーシュ ー ト 、 レ ー ス リー ダー の 座 を 明け 
江 ル だ が コラ ラウ ンド は し つう の た CN ソフ G 
オー プ ニ ン グラ ッ プ を 消化 。 ス ター ト 直 後 か 
ら メ ル セ デ ス の ルイ ス ・ ハ ミル トン を 引き 離 
し に か か る と 、 そ の 後 は まっ た く 寄 せ 付 ける 
こと な く レ ー ス を 支配 し た 。 レ ッ ド ブル ・ ホ 
ンダ は これ で 4 連勝 。 ホ ンダ が 4 連勝 を 飾る 
の ぱ ほ 30 年 ぶり と な っ た 。 こ れ で ドラ イ バ ー 
ズ 、 コ ンス トラ クタ ー ズ と も に 選手 権 リ ー ド 
el シラ ロロ ジン ショ ンク 252 シビ ンジ 
で ある メル セ デ ス へ の プレ ッ シ ャ ー を 強め て 
いる が 、 そ れ と 同時 に 自分 た ち へ の プレ ッ シ 
ャ ー も 高まり つつ ある 。 次 戦は 同じ 区 台 で の 
開催 と な る オー スト リア GP。 ここ で 1988 年 
以来 と な る 5 連勝 と な れ ば 、 い よい よ 選 手 権 
CO ニニ コン チッ ん 依る に 償 る 大 の の 8 


ーー デー 一 = 
ァ - 


ここ まで 全 戦 入賞 の ノリ ス は も うら 5 位 じ ゃ 満足 で き な い 


開幕 戦 か ら 好調 を 維持 し て いる マク ラー レン の ラン ド ・ ノ リス 。 今 大 会 で は 予 
選 4 番手 と 2 強 の 牙城 を 月 す と 、 決 勝 は 5 位 と ベス ト ・ オ ブ ・ ザ ・ レ スト の ポ 
ジ シ ョ ン で レー ス を 終え た 。 し か し 、 レ ー ス 後に は 「 昨 年 は 5 位 で も 「 勝 っ 
た ! 』」 と 思え た けど 、 毎 回 この 順位 だ と 慣れ て き て 、 満 足 で き な く な る 」 と 冗 


談 め か し な が ら コ メン ト 。 さ ら に 4 位 ペ レス と の 差 も 26 秒 強 と 大 きい こと に も 
茜 立 ち を 覚え て いる こと を 明らか に し た 。 


フラ ンス GP で は 2 台 そ ろ っ て ノー ポイ ント に 終わ 


っ た フェ ラー リ だ が 、 シ ュ タ イア ー マ ル ク GP で 息 


を 吹き 返し た 。 シ ャ ルル ・ ル クレ ー ル は 決勝 を 7 
番 グ リッ ド か ら ス ター ト す る も 、 オ ー プ ニン グラ 
ッ プ で の ポジ ショ ン 争 い の 最 中 に 他 車 と 接触 。 フ 
ロン トウ イン グ を 破損 する な ど し て 一 時 最後 尾 ま 


で 順位 を 下げ た 。 し か し 、 そ こ か ら 新 品 の ハー ド 


』 だ こ 


て こ ヽ や ーー 
SS 


_- ーー Ns いい 1 
へ 1 ニテ N ド 
ーー 一 ー 1 ェ ュー と 議 1 、. 
ー デ 1 = 『 1 。 二 
va Na PA い N | ペ 』 放 
] Wi cv? | こ 
TI 0 芝 則 』 
N | いて し し I 2 
や | ま - 
EE 二 乱 
SV / 『 * 
WM # 才 
「jh 1 N リ 「 ー ヽ 
6 1 了 * 
L 
^、 
N 
1 さき 


フェ ラー リ 復 活 、 ル クレ ー ル が 最後 尾 か ら 猛 チャ ー ジ 


Ya っ orー ーー ンジ デー ニー ニニ ーー ニニ ーー ニニ Qー っ ェ うう R 語 デ 
= = EE 
< 


ーー デ き に コ ーー 
ミ Li 
\ 
2 
と / 
ヽ = 


pe 眉 必 に 己 


た 7 


で 36 周 を 走行 し て 順位 を 挽回 する と 、 レー ス 後 半 
は 新品 の ミディ アム で 猫 チ ャ ー ジ 。 コ ー ス 上 で ラ 
イイ が ル を 次々 (政略 2/ 信 で アイ ニッ ツ ンコ た) 
一 方 、 僚 友 の カ ル ロ ス ・ サ イン ツ は 12 番 手 か ら ス 
ター ト と な っ た が 、 新 品 ミ ディ アム で 40 周 以上 を 
走破 する こと で ポジ ショ ン ア ッ プ し 、 最 終 的 に 6 
位 で チェ ッ カ ー を 受け た 。 


ーーーーー ニ ーーーーーーー デ ーー 一 
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/ 
nh 


し 


し 
02 っ 
jr 

イー ゃ 8 


- 


gg コリ ルフ / 信 の 7 
Text : 柴田 久仁 夫 (Kunio Shibata) 7 リリ /M ル 
Photo: LAT/ MERCEDES 


メル セ デ ス の 立 き どこ ろ 
バラ ンス の 悪さ ざ が 招い た ペー スズ 不足 


環 め な い 
\ タ ー ン 


と 8 ん の は 導 
co 0 の な | ド 人 「4 連敗 ]】 と いう 字面 以上 に 、 メ ル セ デ ス が 喫し た 完敗 の 意味 は 重 そ うだ 。 タ イヤ マネ ジメント の 名 手 ハ ミル トン を も っ て し て も 、 
れ う | 絶 選 ラ さ 今回 の レー ス で は 右 フ ロン ト に ブリ スタ ー が 発生 。 絶 対 王者 は ショ ッ ク を 隠せ な い 。 

ま 不 ズ 対 手 イ れ 1 対 
で 名 ン 的 権 バ て 4 王 
も 党 目 な で | か 年 者 
3 な の 強 7 ズ ら に が Rd.8 シュ タイ アー マル ク GP リザ ルト 
上 2 6 之 中 現 4 @6 月 27 日 (日) 決勝 @4.318kmX71 周 =306.452km 介 天 候 : 晴 れ 信 路 面 : ド ライ 
で 平 > ゴ イ に 
人 EC 計 を ン まま 過 作 位 "No. ドラ イ バ ー シャ シー ノ パ ワー ユニ ッ ト 周回 数 と 
い 2 前 戦 フ ラン ス GP で タイ ヤ の デ グ ラ デー ショ ン 1 
あ 内 の 人 N KG を に 苦し め ら れ 、2 合 そろ っ て 入賞 半 外 に 流 ん WW 亡 )33 ) M. フ ェ ル スタ ッ ペ ン レッ ドブ ルン ホン ダ 補語 
RE 直 し だ プ ブ ェ ラー リ 勢 は 6、7 位 に 入っ た 。 と くに 、 2 44  L. ハ ミル トン メル セ デ ス ノ メ ル セ デ ス 71 2(8) 
た た 連 る て ヲ メ レ ン リク レール の フス クラ フッタ 3 77 。V. ボ ッ タ ス メル セ デ ス ノ メ ル セ デ ス 
続 た き ク ル ニ た の 緊急 ピッ トイ ン か ら オ ー バ ー テ イク を 連発 。 2 5 5 人 夫 
ま 際 彼 た タ セ ツ ドラ イ バ ー・ オ ブ ・ ザ ・ デ イ を 獲得 し た 。 4 1  S ペ レス レッ ドブ ルン ホン ダ 71 4(5) 
誠 ら 1 労 k 5 2 証 ド シリ ス マク ラー レン ノ メ ル セ デ ス 70 3(4) 
18 利 が そ ズ ス が 0O 〔 ー 
6 55  C. サ イン ツ フェ ラー リプ フェ ラー リ 70 12(12) 
7 16 。C. ル クレ ー ル フェ ラー リン フェ ラー リ 70 7(7) 
19 し フ メ 獲 3 月 媒 の 第 バ 年 8 18 し. ス トロール アス トン マー ティ ンプ メル セ デ ス 。 70 9(10) 

N 4 ニニ | い Y4 3 【e) 

人 の エ | 年 本 剛 ダ 負 人 還 9 14 アロンソ アル ピー ヌン ノル ノー 70 8(9) 

條 フン 地 ーー 時 弄 mn 
メ ら | の か た 続 べ は エ は ヤ 墓 10 22 角田 裕 毅 アル ファ タウ リン ホン ダ 70 11(8) 
ル と リ 強 ら 0 ル ーー ル 6 ン か 11 7  K. ラ イコ ネン 人 02Z20 mga り 70 18(18) 
セ 勝 い す ボ ポ キ ン ・ 番 + ち 12 5  S. ペ ベッ テル アス トン マー ティ ン ノ メルセデス 。 70 14(14) 
ス 滞 し と 3 可 仙 の 13 3③  D. リ カル ド マク ラー レン メルセデス 70 BSD 
が を ド セ 勝 ポ PD ン ル タ テテ 戦 14 31 王 オ コン アル ピー ヌイ バル ノー 70 17(17) 
序 軸 の ン か 中 上 0 回 15 99  A ジ ョ ピナ ッ ツィ アル ファ ロメ オノフ ェ ラ ー リ 70 15(15) 
が 3 ン ら 辻 に ー 5 

さ NN 5 ヽ ささ と ヽ ョ ンー ペッ co 5= 二 フェラーリ 69 19(19) 
が 会 が ご く ヨ フ 責 逆 の 連 エ 16 47 M. シ ュー マッ ハ ハー ス 
ら つ 9 が っ つっ ン エ 3 転 レ 勝 ラ 117 6 。N. ラ ティ フィ ウイ リア ムズ ノ メ ル セ デ ス 68 6(16) 
て を 上 人 K を 18 9  N マ セ ピ ン ハー ス ノ フ ェ ラ ー リ 68 20(20) 
た モ い ガ ヽ 2 *。 z4 さ ーー 
騰 た 形 年 た 利 リ 5 し ブ し の 63 、G. ラ ッ セ ル ウイ リア ムズ ノ メ ル セ デ ス 36 請 診 UD0II 
と ” 成 は イ も が 8 た ル ` セ 0 PP ガス リー アル ファ タウ リプ ホ ンダ 1 6(6) 

O 
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ー 


レー ス 終 盤 は 


苦戦 。 ボ ッ タ ス を 取り 巻く 環 
#AMUSTRIANGP 


バル テリ ・ ボ ッ タ ス は 人 金曜 FP2、 ピ ッ ト か ら の 


発進 で スピ ン を 喫し 3 グリ ッ ド 降格 ペナ ル テ ィ 
を 受け た 。 レ ー ス で は 、 ペ レス が タイ ヤ 交 換 ( 


手間 取っ た こと に も 助け られ 、4 戦 ぶり と な る 
表彰 台 フ ィ ニ ッ と 還 語 寺 50Eii 


周回 遅れ の 処理 ( 
境 は 上 厳し いま まだ 。 


MMERCEDES 


約 呈 品 S 引 や 曽 時 つ し っ や 会” oo 中 
必 公 胡 評 RhHINー 引 く トー ロロ 


ィ ( ロ つ ) G 疾 臣 尽 色 可 っ GS で 5 


QOS 褒 は” 隊 填 玩 IG 鹿 稔 公 生じ 捉 箇 
公 細 ご も で ヘー に K ハ 股 調 ロ h HIー 
つぶ や 政 弄 つ 7 

NucSQA ヘ 一 KA 電 明 し 7 民 財 G ペ 
さや ihK せ に 疑 革 ご 部 JJ 還る IN て く ミ 
3Q 田 宙 つ ^ 下草 瞬 玉 装 守 5 ルレ 
へ 台 放 ロ 表 求 衣 つ せ hHINー つ ^ 宰 琵 
つ 疑 醒 N 細 時 し 0 人 人 で 刀 さ か て 
Th ミュ JIh で てく ミ QQG 醤 求 唱 再 や 
で 喜 回 や SO 刀 5 仙人 NNS ペ ロペ 
ミ や ihKG 司 葵 "nn つ G 互 幼 匠 民 せ 
絡 つつ し 皿 MHE け SN6T で 間 陣 剛 YO 
や で で 刀 ヘ ペーK へ 8 で 8? 

つ 会 つ ” < ト 由 ふさ や i ト KG 篇 く 


ペー ハ 倒 政 性 唱 人 IOO OO つ し っ ぃ 6? 


こ ー ユ ヘー ハ じ @ 貞 欄 疾 ” 多 の 医 必 ミー 
R さ ” 移 絡 K と で と 入っ )。 ヘー ド K ハハ 己 
詩 jJ)JN ミ エマ K・ く ミー て ハ 公 の 芝 
記 " つ 公 つつ | SQ ペーK し や っ 
^m か さ ・ 共 へ ふじ レル 和 へ ハ へ く か ホー 
6 用 N 全 ミヤ や Ii ト hK ロ セタ し りう 頂 う O 
っ J0 り 補う らし うい kJ っ ) 配 Q 公 
KEO だ で 

NSP し や) ペペ や ヤ I ト に K 全 人 で Q の 絡 
し ぐっ り 公 琶 し せき” ベー ペー ハ っ ) 


K く ぐ で へ 昌 p 唱 括 家 @ 際 更 し 仁 で " 


K ミ て ドミ や 振 守 で ぐせ や さ ハ 民 ・ ぐ っ 
K 公 6 人 さ か を 生 ミ レ ハ へ ロロ 弁 で 征 
nH ミ K 必 ふく へ 公 屋 困 押 訪 細 

に ES が ESIOESM 

で 全 / 静 の 回 中 ト TOL 話 全 Q 
で る 避 和 は X ミ や if ト K 全 の さか と 
・ 世 へ 尺 ぐう 人 だ ひし レ ら ひい 丸 " 陣 当 
g 絞 軸 玖 ローKG 中 ト T" 忙 亜 憶 


的 ル 流 


ー ド KS 公 /QQ 捕 新人 G ロ や KK て ペー ンー 
ENe く ヘー 思 抽 全 Q 革 幅 玩 "KK 
て ユー ンー 公 据 咽 S ン 男 や で で" こさ や ゼロ 
ホロ きい 基 で ネー ミニ ドー ミ ” や 
レッ 員 へ か トロ っ し HH へ AA へ 條 臣 G 
地 っ " 革 民 麹 ロ ー ホ トー 改 和 DP 回 ぐ ユ 
STN さ へ 心 5 ト J で ロー ド 下 簡 G 
四 SN@ き 客 ちく て レ し レー スペ ミネ や i ト K せ さ 
^ ヘ て Tn さ ・ 式 へ 必 公 人 Q 宛 記 9 筑 JJ 
倒し OS 公 O 

Jp や を 客 置 6 内 更 YD 和 を 田 入 くべ 7 ミ 
て へ G 提 忠 人 むし せ し せっ へ くさ ミリ 
迷 じ つ で 87 スミ や Pi ト KG ト 帳 6 セレ 
へ さこ n ホ ー け 本 つつ しさ か と 人 T ミ 
・K へ ぷり 下 記し っ h6?7 で 会 回 G 
さか そつ へ ふじ っ で Non 号 Q 公 品 
まさ どき さい (だ よい SI の 

NG 豆 悪 品 S ャ ハー て 巡 畑 NG) セ 
No で 3” NNW で 所 人 @G し ハ へ くく K 
G 財 や し SNe" も し ロペ ー に K へ ハ 己 調 公 
Q 受 いせ NH ロ ハ ヘー ふ ャ 6G 画 6 さ G 里 
0 会 堀 で し っ? くさ て へ 会 人 ト 
回 G 貴 唄 し NH ミ K ふ と ABTA ヘ ルド 
Q 訟 還っ 表 舞 OS/QS の 交 由 品 裕 
だ 0 刀 昌 や SS 基 国 8) で で 8 P W つ 
レ ュ ユーK し "所 は ロキ ふ ャ キモ @ 圭 紀 
や り 用 6 も で 刀 ? ドー ベー リー て リロ 
_+6@h さ く 和 ペー や 前 寺 つ 玉 " モロ 画 
拓 G 公 公 he さ nnTN さ へ 心 ょ JG 果 
臣 全 っ CNG 届 中 *0 で 装っ OhJ JJ7 
[rJGoo 母 配 じ )J で 32) と ーK に に 叩 
殿 悦 つ 選 さ ーK や 尽 人 SS で 刀 | 7 
ペー ド ベ K 選 て て ・m ド ミト だ 拒 時 岩 
憎 量 NAOD つ S 公 で 5 スペ や トト 
く や 近 冒 四 し へ へ @ 貴 語 涯 む N6 
信 も し hGK RTNI ト ー て ゼ 股 に 
つ し っ n ぃ 6“* 
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ゴゴ ョ / と 7 ゴ 


万 79 


9 月 


た 7 


NO . 
あ ヽ 
こす 、 に 
| 
4 
。 いい に K 
1 と 2 
回 い j ト 
ミ 、e や 「 
で ご と 
ふら 9 
0 人 
KM mL 
ミ 司 
RS 
RY で 思 I 区 に 
つり Il 還 ら を 
N@ 


ミヤ ThK さ 遇 培 ” 骨 員 や 8 

さか トミ ・ 世 へ ふぐ ざさ 寺 英 し 
SC 8" この の て 世 @ じ いふ 改 ー さ へ ・ 
K へ や ヽ や 66 査 提 さ 鞭 英 は 桂介 記 層 人 
8 で むけ” ペー ド 秋 @ 雪 恨 講 羽 レ た ー 和 
へ ヽ い I ト で こさ ヽ ヘー ( 受 口 ) G ロ で や 
「 ぶ G 聴 6 革 ” 選 窟 G 聖 失 二 雷 衣 
し ち 信 | 和 を 会 選 で 丸 ” 丸 補 7 ヨ 
医 且 ロロ き セ シン! [jp30tQSNSS 環 河 
Sp で し せら っ し レセ やつ " っ で 六 洗 た 
Ne 絶つ し 界 っ レン 8 も うっ | ) 思 
宮 セ JJ1Jap13 で SS 全 ひ 上" 
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と た と 〇 じい US on ロバ の 人 A 


っ me 人 ト 回 @G 別 記せ ゴ 属 且 ロ 公 
n っ non っ ン No 2 田地 スミ 
PfKK 団 宮 つ 3p GOC 9 
「 政 時 G さ や と 所 ミ さ へ ふし せ 抽 終 
引 っ Q で SG 公 。 4 ト 回 は f6 り 酸 屯 G 
中 醒 きつ 2 ルレ ANK (NH ミ 


K く ふと を へ) 室生 ミ ・ テ や ・ 選 て へ | 


介 醐 G さ ーK 品 疑 CS? 窟 名 臣 更 
つじ ご 訟 G キ キ ST? 万 提 閉じ 必 
置 2 人 8 で レ つ 尋 ] 

や つ M ぐ PF 回 @ 郊 せ さか トミ っ つ ) 民 
へ 尿 公団 ぐし ベ 尿 ” 画 駐 ご mm レ や S 
na 罰 時 務 臣 つ さ ヘ や 近 Tn ミミ へ 
に G 足 悪 縮 *pmSm 薄 ” 朴 財 き ペー ド 
癌 会 に 句 の る So 公 で 忍 )JJD SN@ 公 QN 
弾 J2Jf6 CS? NO で 公 4 ト NM せ 全 調 
co 密 し じゃ し けら ゅ o 郊 避 狼 証し っ ye? 

NG 著 還 8" ゴ 必 用 会) で に 避 
3pM ひ し レ % 刀 1 けさ 人 n と Tn さっ ) 
K へ や 6G 届 同 公民 中 つ 押 束 くれ CO し 0 
II 還 ESHPIIO い CEK い DS 

K へ 公 宙 つじ し 詞 く つ 如 者 宅 く 
ロー ロジ (ロロ つ ) で Ch ドー トド 
へ KG 本 中 S 下 十 ロ 宿 玉 つ 穫 お し S 
ント か トミ さく 司 半 能 濾 唱 や 部 ン 地 
違 つ SS" へ くそ マジ ” 選 コ だ ロ 6 
いし rm ご mGRHRm 環 季 公 芽生 で" 
YO<Q 唱 結衣 ボ WW 枯 つ で 

4N 由 hHK っ Ji ト て トロ ーー ロ 
mAQ で で N 民 守 松 弓 ぐ 無配 や さ ト ンド 
Er っ PSEIIESss YE PA で で AM 間 ト 3m 
に 人 SQi ト で トロ ーー く @ 収 吉 G 蛋 量 
で くい そい で で に (の 
ャ ユー ヤ G 青 映 公 玉 加 は 記 全 で いっ J 由 
惑 o で 選 7 つ 公 つつ” < ト 則 Grm ご 
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今回 は 予選 
ス 。 そ の 悪い 流れ を 


Q3 ま で 引き 人 語 細 EBI 
むう え で 重要 に な る だ ろう 。 


ら 
ーー) 
り 
に 
で 
ぶ 
セレ 
1S 
Te 
ね 
Mi 
十 m 
中 
+) 
蛇 


OC 


矯 


タイ トル 3 
リア GP で 見 せる 修正 力 が 今後 の レッ ド プ 


が ペレ ス の パフ ォ ー マ ンス だ 』 
1 回 目 の ア タッ ク を 
ル の 展開 を 


mi169 つ AO 財 妥 6 も で 堀 玉 スキ 6 


トー くに KS 燈 祝 G 間 李 窓 奉 つ し 2 っ ye? | 


っ JJ Sm リロ ー ネ ・R ベ ユー 負 ト 
さい も へ ペー・ ト ミ モ へ の 全幅 rJ 暫 で 
刀 く で ユー せ 避 下 G ヘ キー お 総記 琵 
土 や うっ や 政志 S97 で hG や さ 
民 ・ と こさ KS で や 民 で りり 表 所 つ レ ンド で it 
8 季 ……JT 紳 橋 陽 つ で ちや 会 ” 疲 
忌 せ きめ p 公 由 之 いし っ 8" NNW で し や 
ト や さく て ハ そ ハト 矢 肝 尽 悪 惑 ” モ 

スドー ミ し じゃ 層 紀信 

2JFJIQ 全 "< ト F 回 G さ か て NN ミ つ ハ へ ヽ 
し や さ ー ド にし 疫 図 つ QjpGG7 | 将 
G 玖 YY し NH ミ K ふ 穫 と へ りり 表 揚 O 
で QNOTJ う 会 届 会員 貴 貴 し じゃ せ じ 
い SI 選 ー さ へ GII へ を と ・ へ こく 3p 過 
や も で の 殴 財 有 だ いび レス っ te5 ト J で ロ 
いっ し ヨ 性 受 ロロ 8 [JJ ロ じ さ 
て かさ で G ル ハハ ヘ く か ホー 当 ドル 
K 公 で で 靴 も 閣 時 つ 和 を っ ふい ミル レロ 


圭二 会 で し っ Ne] の っ 避 衣 に つ 9 | 


| さや と ささ つ 和 へ 心 し lm36 っ) ンジ!) 
ふ ー ハ の 〇 G ヒ ご 会 Q 半 べつ し っ シュ ) 
IJQ し セ ? NTJ 公 セ 1J ン 肝 局 っ 
レ ^ っ he SG し ルト K 相 語 信 K ト 
ト ハ 心 貴 寺 つ し っ SS っ や + っ JI 
い 二 会 0 丸 ミ レロ と さ に 会 38 末 音 
し し っ SS うっ 7 で 思 で J 昭 っ 
333) つ 2Q4 ト ST ITNH さ K 必 人 と 
3 耳 ら ペペ や i ト KU 表 つじ 属 宮 
操っ 細っ 人 Q で NO 銘 で や 夫 N0 っ JJ 
公 ” つ 公 つ / ゴ 必 用 ロ 8 や で 和 で 
し UI 恨 つぶ で 7 

INrJ き くべ くし 人 愉 ぐ 7 J で 公 Qー 
ーQ 話 し 咽 環 て IN て そり へ 心 羽 更 咽 
いや し 中 つの 生殖 ン きい レン で NG っ ) 
還っ セ や 」 

喉 電 さか 人 選 ミ ・ 藤 へ ふせ ハハ 
こ ^ か ホー 店 紀 " て IhN て ベー6 く Sh 
ドー ドル ハ K” ツ やつ し パ さ ホ ー ベ 6 思 


<HR 全 スミ や Ii ト に 押さ くさ 枝 
つ し レ ^ っ te" エー し ゼ 『J で し 司 攻 3) 
n つ w ぬ 四 | 墨 衣 じ 骨 沿 Ne 志 ペ ベー ド ー 
ホー ベレ し で で で 3 せ 訓 表 唱 葵 し SS っ っ JI 
で で し 選 玉 " ス さ や i ト KGF ト 寺 朋 公選 
UN で 補選 生 つ し っ 7 つ 公 づつ) 責 
トト N ト ロー 中: や p 玖 KN0TJ ュ JNN さと Tn ミ 
っ た ハ 必 せ 過 論 つ で OS 


さ 


アゼル 
高 


スタ ー ト 直後 の 接触 で 1 周 リタ 


バイ ジャ ン で の 表彰 台 以 降 、 マ シン パフ ォ ー マ ンス の 
こ 結 び つ か な い 歯 が ゆめ ゆい レー ス が 続く 


イア と な っ て し まっ た アル ファ タウ リ の ガス リー。 
が 結果 ( 


レッ ドブ ル と は 対照 的 に 、 
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= 較 ! ぐ くく こ / ペ ー 
iQ 置 K と て へ しゃ 
の 3 K ふ ーー 必 


、 ふ 人 く // さ て ハ 


つ 
の 
C 
3 
ふさ ぬ ) 生 
員 | 
っ 


選民 0 朴 0 し っ 0 で 

NTJ 友 ぐー 選 1JQ 選 6 揚 全 つ さ つの で 
っ JK 会 で し っ マン 唱 や 86 李 つ S ひ 7 
SS8 つ "| < 人 ト 回 6 ペー ドレ ば か ロミ K ふ 
ゃ て ぐ へ @ 裾 民 は ミト ユ ・ 民 代入 に く 低 
Q 評 二村 G 功 叫 じ ふつ いち トロ H 
ミ K ふ か と 和 ACN4IG ペ ミヤ if ト に K 素 
で KO 会 貞 40 和 80 Q5 き 匠 中 や ミ 民 
・ と さく ゼ せ ご 訟 HRP NH ミ K ふ 
^ ぐ へ ハ せ Q 表 6 括っ 引っ Q で て で" 
二 翌 各 し 太い ひ ボ けり 沢 っ SG 共 公 尺 
KCQ?5 に 陳 思 り ふ ャ キ G 睦 間 懸 漏 
46 さり かく 会 で SGST トス 
ー ド ハー て 選 隊 で 記さ か 選 ミ せい 日 ミ 
K ふ へ と へ 家 四 け も 会 Yo 生 0 ジ て て 
へ や や "素人 穫 ぶ KG 所 レロ ー に に リロ 申 忠 ? 
Ne) 林 半 こく // さ て や の 皿 四 り 私 
テマ” こく / ん ペー て ハ や NG 普 導 hH ミ 
K ふ か と へり 中 の 馬 求 上 選 つ し っ? 
^ ゃ ィ 走 漂 会 や 2J 叶 で で っ 路 ご 人 半ば 
ャ ーh じ し ion03 秩 CR 

同 3 く トバ お ニス ハン いさ セ 
さ ロ ヘル レー 於 叶う Q・Q 設 GU て に 
て ふし く / ん ミー て ハ 下 で つ 刀 " つ 
信 つ ” く // ミ て ハ 会 ローK ロ 王 喉 つ 
っ J%0 唱 3 着 末 刺 届 に 人 福 殖 "NG 
ふ ー ハ ー ぐ < くっ) 誠 ら や 届く さじ っ で で で 7 
の 馬 G 相 紅色 SO 8 役 会 6 会 
屋 料 サー ト 水 誤 ) くん ミイ て ハ せ り 公 
テマ で ハ 相 所 思 四 HAIIRG リ ロー ふ 
ー・ 素 日 ハ て ハロ | ふ で モ 叫 二 で 
ウレ っ うう GSc で っ Jp や や p の て 皿 公 | 
っ J 悪 G 央 路 脱 生 し っ te? 昌 ヘイ て 
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wi 詞 虹 SG NG ご 臣 悪 け せ ー 
庄 財 シン ンー ド 倒 換 レ っ? NN で S し ゃ 7 
き 四 思 8 WK | 剖 し 工 * 本 さ 7 
io 思 叫 は せく 7 ミイ へ で て 設 さ 草 地 
っ いう っ で? 表 セ Ne く 7/ ミ て へ や 素 口 素 
HG こく ー と マモ し 皿 條 くく K て 史 屯 岩 
つ ′ 泡 情 ロ 慎 ち 屋 で 更 図 Ne" 

中 日 人 ボー テ 皿 壮 二 "7K て 心 さ ハ 
よそ へ GT ペー エ へ A 選 し NH さ K ふ 
の の や ioyilhEIPEEIG1SESIPE に YS 
85 NR ケミ ・ 表 へ JJNH ミ K ふ 
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や つ レ 区 や p 受 の つ - エロ 北 麗 京 守 
waK と SSo 培 くつ 5 つ 公 つ 坦 
時 誰 起 ” コン リロ K へ 選 G く トー ロロ 
ヘー テ 36 明 人 で 0 8K イ バー て し G HK 
さ 和 キー 尽 で 会 敵 列 に 0 和 。 OQ リ ドー 
こ ー リ ーー て @ 配 同 に ON 

NN で SQ に 距 く ms くっ) 公 恨 男 つ 丸 
場 喉 会 ^ 雷 疾 SS で 丸 球 用 下 ー ベ て ユ 
KOLG へ かと を T ミ ・K 秋 G 尽 悪 誤 
9 で 5 一下 村人 @ く へ ユー 〇 mn し 
記 ポ ー ミ 巡 二 TO つつ 会 つ Q 時 選 ぐ K く 
ぐ く で へ っ 8 抽 相 の 吐 衣 し 掴 加 部 記 東 財 
つ 8" スペ ヤ i ト KJG 座 4rRG 押 せ " 
ト JG 攻 し 8 関 作っ JSC? 

し ゃ ょ J で ON ペ ーK し 6 趣 審 や つ 
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JEMKEIG ま IS が ee 

括 吾 品 他人 OG8" と さく KG 
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十 会 Q 特 抽 つ く 会 臣 ベト で ハイ て 


AA が 


フェ ルス タッ ペ 
の コー ス オ フ が な けれ ば 、 


スタ ー ト 直後 の 1 コー ナー は 追い 風 が 吹い て いた 。 


ン は グリ ッ プ を 失い コー ス オ フ し た が 、 


SQ 四 思 し 記 O 路 ー ペー ド 午 斗 し 
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っ いう っ" て で そく KG ぐふ で エキ ゼ 
さや f ト KG る 8 ささ の ー ト 皿 抱 公 
Qi 札 G ふ ャ キル 人 ハ て 紐 
RS で で 8 し ws 写 還 会 地 っ " スミ や トト 
K 吉 泊 Jp 基く K て トト 赴 括 S 所 レ 
っ GS 公 " すさ 遇 H キ 人 G ぐ くさ いく 公 回 ひし レ 
NG 凌 ME 選 回 で 9 で や 璧 や うさ 、G 
過 由 くさく 羽 放 ロ 虹 玉 つ S6 守 7 
NN つ ト し | H さ K 必 て と ハ 嘩 公 2QTJ 
や 比 調 掴 如 穴 せ 紐 鶴 で 上 " スミ や 
I ト KQ4n 半 斬 村 te 彰 SNS 
ふ で 6G 押 へ ド 壮 共 つつ 会 ン ” ふ 
ャ 6 トー てく こ ヘ トー ハ き 8 っ JS23DS ン 
SO レ っ 8? NN で し ゃ 7 融 吉 じ 忠 で hG 
レル へ へ 選民 横 は ヘー ロー ミ つ ^ ふ ー 
へ OSN ペー ヤヤ ハ 心 人 し - 聞 小 C で ? 
っ J3 Si JJSnNH さ K 必 人 て で ハ 
yp” 玉 vne@ 飲 RW 士 4 前 時 し On 
こく ホーン つ ト 旨 記 き に 弓 S? 
Q 革 是 G 皿 の 会 ONn43C ? 
[ペーK っ っ nG 有 間 志 ” る) 〇 や) 


エー ロ 電 


2 スト ッ プ 作戦 に よる 終盤 の 逆転 度 と は まっ た く 違 っ た レー ス が 展 


開 さ れ て いた か も し れ な い 。 


S0 が 77 


者 続 いい てら タ ン つ 
メ < 一 た さき 2 | タダ の 
ル 保 方 た 年 は の 柄 
4 ロ 人 そ 結 後 語 山 み 
さ 人 な 上 れ 東 め の る 本 重 
Sew ス と 今 が 。 今 ? 狼 ね 
王 : で な 回 実学 回 一 史 が 
フ すい の 感 習 へ あ マ 必 
イ か " よ で し と の ネ る 有 要 
ら な うき て ホ と | な 
プア 志太 まあ きる ン き マン ん 
と し 優し た ダ の ン で 
ム も ろ る 位 た 中 が フグ ます 
の 言 相 は ね 映 積 フ デ 
PA 手 ーー が み ン イ 所 
利 、 は 長 。 花 上 スレ 
“ 上 開け か ク ホ 
こと っ mm ーー こ ーー 一 点 
ーーーーーーー ーーーーーー テ ーー ・ Se 両者 と も タイ ヤ の 摩耗 状況 が 悪い な か 、 持 て る 限り の は 含 い うる の す 9 = っ の が 
ee Rh、 - ーー 地力 を 発揮 し た 。 そ れ で も 、 ペ ー ス で は フェ ルス タッ な う ん 攻 マ じ 展 
。 ペン が 上 手 で 、 ハ ミル トン は 「 激 し く デ ィ フ ェ ンス を - 記 と だ 積 く < くつ 開 そ 
無 意 味 だ っ た ー ス 後に コメ > レー で = 
する の は 無 意 味 だ っ た 」 と レ ス 後 ( コメ ント し て いる 。 く い も と 0 い は を う 
る 思 あ 思 い レ 楽 言 
ん いり いい 究 ツ 観 い 
終 じ が に まい 半 ド し な 
Rd.7 フラ ンス GP リザ ルト に ゃ 共 今 す 感 気 プ て が 
@6 月 20 昌 (日 決勝 @5.142kmx53 周 =309.690km 介 天 候 : 曇 り 路面 : ド ライ 圭 な 通年 じ な ル い ら 
較 Ns 5 ー 。 グリッド い 。 し 中 ホホ CA と の 9 9 
了 還 順位 No. ドラ イ バ ー シャ シー パワーユニット 周回 数 (予選 ) の で て に と か で 水 よ 山 
井 ! 各 廊 ネ ヌー ジノ ヽ さ ヽ ー ヽ ー 
0 ボ に の 33  M. フ ェ ル スタ ッ ペ ン レッ ドブ ルン ホン ダ 53 間 ^ 上 ダ ち の に 
今回 の レー ス は 、2 強 2 44 。L. ハ ミル トン メル セ デ ス メル セ デ ス 53 2(2) 功 う か に oO は も D 
00D 2 貞昌 25 レッ ドブ ルン ノ ホ ンダ 53 4(34) 転 か < 勝 年 出 3 “見 は 
GP 以 来 4 戦 ぶ り に 上 レー 中 Pa と 年 > ラ 会 
位 4 位 まで を 独占 し た 。 4 77 。V. ボ ッ タ ス メル セ デ ス メルセデス 53 3(3) 劇 み 本 邊 ま 後 
逆 に 中 団 勢 で は 明暗 が 本 還 了 e こ 
分 か れ 、 フ ェ ラ ー リ 勢 5 4 L. ノ リス マク ラー レン メル セ デ ス 53 8(8) Oo 
は タイ ヤ の デ グ ラ デー 6 3  。D. リ カル ド マク ラー レン メル セ デ ス 53 10(10) は 
ン ョ ン に も っ と も 音 し 妥 10 。 P. ガ スリ ー アル ファ タウ リン ホン ダ 53 6(6) mw 
め ら れ 、 今 季 初 の ノー 4 2 ノ 
ポイ ント で 週末 を 終え 8 1 上 選 ア 2 アル ビー ヌン ノル ノー 58 9(9) 
て いる 。 ーー ーー ビー 5 上 
9 5 S. ベ ッ テ ル アス トン マー ティ ンプ メル セ デ ス 53 12(12) 
10 18  L. ス トロ ー ル アス トン マー ティ ンプ メル セ デ ス 53 19(19) ル 
11 55 CC. サイ ン ツ フェ ラー リン フェ ラー リ 53 5(5) ス 
12 63  G. ラ ッ セ ル ウイ リア ムズ ノン メル セ デ ス 52 14(14) 人 タ 
13 22 角田 裕 帝 アル ファ タウ リン ホン ダ 52 -(-) ツ 
14 31 三 . オ コン アル ピー ヌン ルノー 52 11(11) 
15 GO 訟 ジン IE ん アル ファ ロメ オノ フェ ラー リ 52 LSE A 
ER く 
16 。 16  C. ル クレ ー ル フェ ラー リノ フェ ラー リ 52 7(7) プン 
1 7 語 議 KK' ライ ヨネ ホン アル ファ ロメ オノ フェ ラー リ G2 認 UP2) だ 
18 6 N. ラ ティ フィ ウイ リア ムズ ノ メ ル セ デ ス 52 16(16) ペー 
19 47  M. シ ュー マッ ハー ハー スプ フェ ラー リ 52 15(15) が 
ーー に 
20 9  。N. マ ゼ ピ ン ハー スプ フェ ラー リ 52 18(18) の) 
= テ 
ん 
ロ | 
選 
3 
王 較 
だ 
た 
( 計 


表彰 台 の メン バー だ け を 見 
る と タイ ヤマ ネジ メン ト 能 
力 の 高い 3 人 が 順当 に ポ デ 
ん に 上 が っ た よう に も 
見 受け られ る 。 3 位 ペ レス 
は 49 周 目 に アン ダー ステ ア 
に 苦し ん で いた ボッ タス を 
一 気 に パ ス 。 キ ャ リア 初 の 
連続 表彰 台 を 達成 し て いる 。 
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「 ゴ =/ と / ゴ 


た 7 


名 時 選 GHA:NIIKN 和 6 や 妃 
昌 本 HH くい ぐ で へ ご へ ハ ふ ミ 


いう 
卓 つ や 
" こ ハ ふ ー、 選 
凶 む べべ 


Text : 條 皿 局 中 (Masako Imamiya ヽ IRIS) 


Photo 


ノノ nhQ ホ トー お 揚 尽 つじ っ 
レ ^ TA トト て AmA 多 角 吾 G 凌 
っ 倒 趣 HHHRsNoP_ SS ハーK ハ 
G 志 部会 慈 臣 で 8RINNKOn し 
3 レル NNK・H ロ さ K ふ 人 と へ 公路 
藻 や さ 汎 忌 ・ と さく 会 の 半 層 弓 4m 
起 い 5 坦 喉 紀 古 S 中 で 7 の 遇 財 に K 
ペー で こさ トト つ ・ 共 代 以 会 と さく 
は 怪 全 で 刀 の っ 心 壁 装 机 訪 会 ペー 
KK 区 季 き さか と かれ ミ 6 上 H 共 0 県? 
[ 苑 塵 ゅ 弟 つ 妃 ] [レル 和 ハ へ り お 共 *O 公 
S い QGD| 一 ーー ペー ド K 届 GX ミ や ji ト 
KITIhK て ベー ハ へ 記 馬 OS 公 
nQ? 加 Q^ DSfeZ27KI ト て ふ 尼 郊 
層 計 つ 選 GTO 
K ペ ーー 相 尉 NH ミ K ふ と へ G 
KJ46 い ウレ て トト リロ 醒 で 刀 ミ エド 
4/ ニ スベ の ・ 王 中 さき コ G ヨ ー 
て 9… 譜 っ し レ っ 8? バイ て IA 
へ 路 4ARGーK て トト 直 用 、 唱 渉 持つ し 
っ や ス スペ や トド ト に KK て IROAK て 県 


JJ で し 陸 杜 号 S 吐 配 33 0 88 御 7 


つ 全 つい ロ ハ て ふ ャ キモ G く て か ユー ハ 
Ne 共和 AKA に 功 叫 りり 私 
て マハ や 2JFJTQ 人 SQ 選 ぐ 3 せ 介 千 
中 い レス っ ント J ュ っ) 人 SnG? 

ー ベ て トト 握 了 旧 G ペ ーK に 堅 G 
濾 ーKI ト で ハー て ゼ 嘱 屋 OS トペ ネー 
ENETS3PIIYN こら 10* ま = 
上 8U ホ て て へ 8 で 86 や? 配 謙 せ ? 
曲 田 公選 し SC し jp へ CTN さ リロ) で 
し で せ 疑 置 表 さ で 皿 忠 8 家 
ふく ボー セ I@ 尋 SN 日 ミ K 愉 
や 9 だ FI に 0ESINESESIOESEMNIE 
ONe、 っ JR 全 0 レ うっ レ D ト て で へ 6 


ユー 語っ し つつ CX さや ihK? 
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NG へ ルド 全く 7 ミー ハ G 直 用 ロ や 
m 馬 人 1686 必 JJ は SO 7 

9 画 昌 に 却 青 こく // ミ て へ や 尺 そ エキ 
避 yi ビ SO し っ で 3 NH さ に K 必 私 
と へ 6 柱 GEK た AA TAN や エー トレ ゃ 刀 
SN つつ 会 つ ふさ や i ト K ロ 8 中 本 
ON@ 花 QRKI ト T ハ て く @G 点 め ふつ し 
3 や p 守 JR8 う 困っ 7 RhH さ KK ふぐ へ 
け 雪 Ne の o 訟 ゴゴ G ヘ ーー ヒュ )” 8 ざー 
了 KI ト > ト や て つ し や 相生 会 論 N9 りう 
〇 笑 亜 ハー ミ 敵 馬 全 人 Sc” 周 編 ゴ 
NN で 画 瑞 っ し ば SS 全 で 

つ 信 つ 相 飲 は 8 ご 思 綴 に 王 必 GU 
^ い 人 で ローK 旨 陣 0 玉 く 7 ミ イハ 
く エ ペーー 選 屋 環 記 レ ン Ii@NH ミ KK 
ふ ぐ へ 6 苑 っ り 二 JJ 会 し 
ー ロ ー ホ ー し nH ミ K ふ と へ 班 押 
liw 豆 ち 毅 セ よ JJ ける で 9 

3 の 訟 的 0 刀 ユ ーー … 求 じ レ つ 
COQG 公 7 リー ペー・ 式 日 て ハ 公 
Q く 77 ミ イハ く 6 「 尼 会 山丸 会 仙 


信人 Q ぐ S う っ | つっ 心 肖 堅 公 回 へ Q6 固 之 避 
懸 寺 つ し っ で 5? で 臣 思 ーー で の 共 の の 
〇 っ) つぐ H ミ K 入 私 と へ G ト て 
^ れ や 絞 呈 和 30S や GSG て 会 
4Q 岬 章 環 村 Ne く 7// さ て イハ や 和則 ヘ イ ロ ー 
ミ 必 て へ 選 咽 咽 セ Ne 地表 > の 訟 ぎ ボ に 
つ し っ 5 本 Yo で 妃 本 田 せ jpQtQ で 7 
9 呈 ヽ へ とり 蛋 嘱 で 丸和 トイ ペー ハ G 
型 陳 操る QG 藤 弄り 委 つ し ハ 
ローK 選 っ う ン hhH ミ K 必 で で 
ー ン 選 全 さや Ii ト KG 対 ハー ミ 公 
NN で お S 押 HK 器 Ne で 古 会 名 っ 7 公 < 
選 Q お 補 午 77/K 税 で SS 全 Qp や パ 咲 先 
GO の ・ ゆ の 席 、 求 で 刀 環 図 飲 臣 唱 材 珠 
妥 6 や し っ tG"” 

NeQ で 0G せ ご 皿 皿 G ト や て 中 
ST っ JI 四 思 6 丸 色 NH さ K ふ や 
ぐ へ GKー ベ て ペー て 6 掲 め 会 因 う 
Ne 人 i に に に AE で JESEEM 
NH さ K ふ 代 と 和 へ 皿 貢 | ミエ K トト ハ 
wwー ド ハー し ゃ On@S ぐ し 較 い し S 公 で 


8 し や めく ーママ モ Gー 皿 叩 G 心 
^ 3 欄 骨 Q つ ン | DSJS 交 NGrJ 
っ J 全 し 刀 | 中 で 図っ te 公 避 
公 叶 員 カ ロー で HK ミキ キー 間 四 夜 り 下 
甘 つ ^ ペペ や i ト KG 話 宮 ホー ミ ぬ や 鱗 
尽 C SQGSQ。 NN で せ べ 還 G 環 著 羽 -)* 
ii 野 疫 で 臣 村 S 想 球 

くさ や ト K3” で 0 けい ト 
1GU 穫 て K と て T か し SC ビー の 堅 
忠 GhJG 吐 醒 会 ペー ドロ 滋 征 つ 忌 ) 憶 
層 っ ht@" つ 全 つい へ に K 下 そい へ ・ モ ドー 
ホー 会 ペー ド K 選 唱 朋 い 丸和 り 拉 で | ミ で て 
KK へ 私 ー ド さて つ し っ ぷ む で 37 
窟 ぶ せき やっ) 燃 ロ 。 Q 回 mGU て 
KND 給 座 尽 Ne 守 団 に や 六 和 Q 
〇 | っ や 内 他 7" 門 QKI ト T ハ 
て し ゃ くさ て ハ 色 林 hp 隆 い し っ で 
36^ へ nZTN ミ 8K と て そ ハ の 〇 GX ミ 
Pf ト K っ J 皿 瑞 り で 尿 や GS る うっ 、 意 
華 じ し” 麗 CJJS ン トロ H ロ ミ K 必 人 と ハ 
Un トリ 中 選 637 ペーK 選 ペー 


て つ 宮 会 QQ 回 思 G ふ て エキ 選 事 東 誠に 
(JE 語る EN を こわ っ | SAGE で 
代 全 Q。 G 思 設 に 紫 攻 人 GNH ミ K ふ 
ふと へ GU て と ヘ せ ス さや if ト KG 隅 
葬っ DG ロ SC 丸和 ヘ ン か さ 彼 
下 ロ 褒 っ レ つ MC 忍 J) し ゃ さや 
I ト K 喘 正 要 せ 人 で し っ SS 公 で で ? 
中 較 避 出 j ポ ホレ ペ マ モ キロ 杉 つ うっ T ハ リト 
ャ AT へ DS で ペーK し ゃ "選べ Q 交 
TIT へ も お く I ト か ーー ベト トロ 牌 で 
ぶ G お 8” 尽 必 へ い ド ボー に K 選 いむ 時 
で SQ で や か テト Rh し ゃ 掴む な っ 
お ポー ヤ せ か 、 し 坦 N0 つ つっ 心 論 -J” を 
KG 性 志 8? 角 ーKI ト ヘー し oOー 
に 皿 や 中 ン K ト テト や て そつ や く さく お" 


ーー や れ 走 鉛 丈 自 さ 麹 M つ し っ 9 


WW で ゼミ や Ii ト KG 敵 紋 電 じゃ 喧 列 で 
半 絡 会 QTJNY ぐさ KG 門人 QD 
回 te に く 心 多 由 本 JJ パレ *OS 公 の 
GT 

ホー スベ 全 吐 つ 丸 自 時 SI トー 中 康 
_HAAIIKG 岬 8 NRN 必 へ KO 
ロト J で お S 唱 漂 決 で jp ぐし SS 公記 
に て た まく 740 て こも た る の の も こう 
べ 皿 淀 計 る で KG@ 下 記 く MKG 光 耶 会 へ 


ロー 必 程 寺 回 6 丸和 の 軸 っ 上 の" 


こく / ペ て へ ヘ や や hNH ミ K 改 て へ や 7 
提 思 條 人 S 刀 JO 8 民 虹 GS っ 
中 時 ye” ヘン m ミ G 剖 還 せ ” 押 壮 
相 0 し っ し pp 必 そ さ へ 迄 キ ー し S で 
妃 お 丸 虹 芋 ? NH ミ K ふ と へ 更 で く 
ペー、 つ 丸 陣 居 SNe 下 男 " 


x さ や PihKG 解 吾 ハ ホー ミ Wp 人 屋 CGNO で きく 配 G 音 革 ボ J 証 拡 吊 "NG 臣 財 6 配 球 
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LM/ ど 


・ O1Oud (B8oy| 9yTSISyj) S 問 涙 叶 : 六 91 


VIOAOT ヽ へ IVdN]AH 


SN91 丘 寺 ( 間 下村 
ト MM44Y AN 


⑦) 時 る こせ ミエ 〇 つじ 貴 吾 Yo で 
WT や DD ニー・ よ トド" 
中 ふ 且 正 〇 抱 福 いて ベー@ 田 幅 
旧 全 催 く rv 羽 くさ 且 エ 〇 し 6G 思 画 
忌 @ 選 導 4fNTIRATHODSOS8? 4 
映 G 融 田 せ 醒 磁 全 Q の 客 理 埋 じ o 選 けり 
ご ^ 相 田 Q 毅 し ば キキ エト て くに て 6 
選 寺 机 " NN ご で ご しゃ mm 人 QRGR 選 皇 
つ 尽 で で 公 (0 妃 瑞 田 で に 据 NunSQ で 
5 人 回 きり 中 入選 て 苑 唱 に 陣 公 由 た 
いっ や Sm 判 里 HG や くく 中 
和 へ ・ 到 日 忠 下 人 に 悪 有 や 町 0 し G 
Q 選 民放 4 冊 昌 pin ユー 相 避 喘 
斑 シ 還 spzQ レ し” や セ 公 品 据 叫 
福 jpSNe3AnOn ュ J) 還 0 し 画 っ し 束 如 G 
全 NG 区 人 s 掘 款 Sp や GS で 0 丸 7 


ーー 員 商 6S し っ JOtJYO っ セ ? 尽 隊 
縮れ せ p3QQ で 心 選 つ 全 で し セ ゃ 
SO 

田 : % で さこ G 選 ゞ 公 環 さ レ ン で レ っ 
NeG し ′ 郁 箇 倒 了 っ し つ 7 7 
豆 縮 伝 則 っ JIJNGD 殖 0 8GM 心 で 
つや つや で や 8 吸う SS) うっ 届 晶 
つっ MK 地 QG 部 心 会 引合 県 し も? 
ーー や し 人 で 

表 田 : 路 深 mG 席 固 け 40 し 2 っ ne SN 
て ふ て せ GiQ′ 域 ntojpG 公 尾 つ 
SNMh Sa ョ すこ ー ン や ふ マ で 
〒 ゝ ) 玉 tm で や し 地 い つ 全 S 公 で 叉 
し ゃ ? 場 棚 品 明 SSDGK ト ー 光 
N ミ ミー と し 所 ささ つ 妨 色 / 愉 晶 映 
性 や へ トー て wo 凍 つ し っ あつ 9 継 
革 t6 し ば 選 うり 会 寺 :Q つ いう し っ つ 
cS 公 。 嘱 蛋 を で 札 つ 公 0 6 じゃ? 
で っ J) つ し や 史 し ふ で て モ 会 宮 
ゼー か つじ し 拉 ひ 0 し うっ せ の や さじ” 内 


、 サフ ァ リ で WRC 初 表彰 台 


て いた うち 細 iG も 使え な か っ た 


の 違い が タイ ヤ の 状態 ( 


う 


も 表れ た と 思 


mg 


に 3 


に 


上 が れる と は 
(as) 


思っ て いま せん で し た 。 本当に うれ し いで す 。 ま だ まだ 改善 で きる と 思い ます し 、 


[トッ プレ ベル の 選手 は みん な 経験 豊富 な の で 、 サ ファ リ で 表彰 台 ( 
将来 的 に は オジ エ 選 手 と 競っ て 勝て る よう に な り た いで す 」 と 貴 元 。 


呈 G 楽 綱 G っ っ へ トン ィ oo 性 庫 つ レ っ 
ぐ し も 

ーー で 凶 域 で る 公 で 6 し セ 愉 で 
苑 田 : ふ ホーヤ G ヨ ポン や く 軍 で っ 
6 つ 妨 会 NGinaQo 選 屋 で 皿 公 で く 
いし レス heS20G 尽 ペー 窟 全 造り 
ユ 公 ぐ 『「 つ KK 必 公表 っ 公 Q 表 で きっ 
し 8 つう] AM で で や せく し ゃ "ひっ ) 
RA 日 喘 幅 系 マキ 全 屋 で を っ っ JJ 
QR 公 い の レ っ うし | NTJ し SKIh ャ マン 
や 3 や で うっ 由紀 つ し っ h@ る で 穫 収 公 
つつ He 本 "Non っ 心 雇 RG 麹 っ 会 京 で 
6 球 議 や 陣中 窓 思 ロト ふ 
0 いく だ ここ (ES まく 3 さこ に ド く たこ うこ の モー 
けさ で つつ ? 選 入 日 映 由 Ge いっ で 
刀 っ JFJAQ や 1J ン 数 可 つ し っ つつ? 
H63amRUB 8 所 で レ っ Ss っ 和英 Q8 弄 
っ 

ーー ゆで し 咽 欠 思 ふ てく 掴 公 マン 
いっ し レ つ で 刀 う )" 

宜 田 : mm ぐ G 公 日 嗣 貴 で さや に 写 豆 


(as) 


輝い た タナ ッ ク 。 
その あい だ 貴 元 は 間近 
で タナ ッ ク の 走り 方 を 


を トヨ タ で 戦い 、 19 年 


の Ng (の 語ら ッ ン ピ 


2 
N 
の 
財 
の 
( 
CO 
の 
Q 


オン ! 
参考 に 0 直 。 


記 0V/4/ 


ふ ャ キモ つ 公 地 0 じ っ SS 人 0 86P| 上 削 
時 ShJ っ 久信 つの JH6 つ 9 
ーー 民 准 民 レ せ 。 GA 日 遇 由 7 
IR ホ ー ズ ペペ ャ て GR で ハ て ・ ふ 下 下心 
員 由 品 表 6 で SS 公 の” 打 革 ハエ ハ と 
へ ぐ 時 人 ひ 対 李 で つつ 球 " 

環 田 : 1J ン 和 E 玉 会 県 (部 )? 剖 Q 
ュ J | 避け 層 紀 提唱 閉じ し 玉 )J う せ セ 1 J ン 
の で つう し も" で 人 イ て 0 くう し 
や ね 1J ン 自 下 シコ レン で し レ っ や つ ^ 
っ に 途 日 喘 財 会 次 孤 臣 ン つ レン 
で し っ れ ip? 人 AA 日 踊 由 せ 弁 Hp 斬 で 
し っ りや 公 全 で <Q 生 IIh ユ ー 革 や 『S 
GShlー 村 二 0 NG 二 2 いつ WOtoue 
SNJ や 的 伝 得 Ne 会 時 表 ロイ つ 
ぬ を xx] S2J3 庫 re レ ン で レ っ つ 


VRC 2021 Round 6 Kenya result (top 6) 


FI 


ーー W 


24 - 27 June 2021 / SS: 18 (320.19 km) Total 


に デュ 
SH 
() ) 
「 
yp/ 
< 
= 
ャ * 
〇 ①_ 
em 
で ① 
ォ ー 
ロ 


EIigibilty 


Driver / Co-Driver 


の 
に 
5 三 
介 ] 
0 

の 
三 
トー 
罰 

ら 
トー 


NO. 


計 。 


Pos 


Toyota Yaris WRC 
Toyota Yaris WRC 


S. Ogier / J. Ingrassia 


1 


T. Katsuta / D. Barritt 


18 
8 
44 


2 


Hyundai i20 Coupe WRC 


O. Tanak / M. Jarveoja 


G. Greensmith / C. Patterson Ford Fiesta wrc 


4 
5 
6 


Ford Fiesta wrc 


A. Fourmaux / R. Jamoul 


16 
69 


K. Rovanpera / J. Halttunen Toyota Yaris WRC 


FNS0 


WCENYA 


8” て 還 ぶ GS て 必 マ ミー 中 会 筐 喘 
* ぶ AH つっ し" paQtQSIh そ く ミ 
mKRK 人 レ 46S ご p 公 。 柚 暫 せ や) し や 
っ っ し 

ーー 選 泳 日 貴人 由 和 4 ト 回 DK ミー イミ 


ぬ 近 G 7 

韻 田 : 或 つ 人 る で 〇 や じゃ つ ^ 人 公 日 映 中 
3 や 由 くし レ ン で し レ っ 8 つや 7 4 ト 回 葵 臣 つ 
KI ト ー 入 し て と K て と ふ て 史 愉 お CO 
で ^ 忠 総 で 詳 く nm し や 中 ぶさ し 閉 で 
SS20” 表 ミ て ドミ ペ し 6『FJ ュ Jp や 抽 ご" 
[っ Q っ nAQ 豆 会 NeG 公 や | の ド 公 
日 嘩 四方 つ し っ つっ? 

ー 一 尽 S レ G も い ト ユ ・ 中 ーー 二 喰 し 
つつ. 会 SGtnQSI 選 ユー レ つ 会 で | 
部 田 : で きこ こく て K リ ー ビ と 8 珈 G% 甘 
けり ふさ ド 人 全能 で レ つ Hent6nS^ JPG 
1J ン ZIhRS や へ へ や で" やつ 
屋 〇 お し 境 he や る っ) い QG ロ TI ロー ホー 
8 ぶし % 代 と 里 し つ Wen7_ Non っ 心 
3JIJTG 公 下記 や SNQJFJNO 全 議 つ っ 
IN ユー つぶ? GT ロー ホー@6 り の 
の の E ン っ @ 相 牙 公 倫 で " 丸 -JsS3 
る 3 づい G ロ ーー トー し レビ ョ へ と 括り" 
で 公 だ で 電 員 し や で 公 析 1J ン 願 07 
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FINAL RESULT スポ ー ツ ラン ド SUGO | 晴れ ンド ライ | 53 周 | QF RESULT 
Pos. No. Driver Team Engine Time/Gap Pos. Q1/2Gr. No. Driver Q1 Q2 Q3 
1 5 福住 仁 失 DOCOMO TEAM DANDELION RACING H 1:01'37"328 1 B 19 関口 雄飛 119 痛 用 本 本 計上 E20'791 19"231 
2 64 大 湯 都 史 樹 TCS NAKAJIMA RACING H 3"746 2 A 6 牧野 任 祐 1'19'806 則 9!732 1'19"274 
3 19 関口 雄飛 carenex TEAM IMPUL M 5"214 3 A 39 阪口 晴 南 1'19"835 1'19"046 1'19"445 
4 51 松下 信治 B-Max Racing Team H 6'394 4 A 37 宮田 莉 朋 120!176 | 119'143 1l9"799 
5 6 牧野 任 祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING H 9"716 = 時 = 福住 仁 六 間 間 IE co。 orgoe 
7 37 宮田 莉 朋 Kuo VANTELIN TEAM TOM'S 遇 11"926 | 練 人 湯 都 樹 1 生還 に oe 
8 39 阪口 晴 南 PIMU/CERUMO・INGING 由 21"463 5 ea oo 
. ア レジ Kuo VANTELIN TEAM TOM! 出 21"914 
AG 人 症 症 MAMA DDO oo ウ | ト 〔 0【0h ト ョ % 〔M〔0u 9 A 3 山下 健太 121"128 121"109 
10 15 大 津 弘樹 Red Bull MUGEN Team Goh H 24"558 
時 時 ヤ キキ や や ヤヤ ッッ ィ ィ ィ ェ ィ ェ ィ ェ ェ ェ ェ ェ ェ ェ ー 10 B 16 野尻 智紀 1'20"48 1'21'408 
11 20 高 星 明 誠 carenex TEAM IMPUL T 28'554 
ーー 60{ ぞ ぞ  j. ぞ /. ぞ  ]{]!] う うう. っ ミポ 水 水 水 泊 法寺 示 示 示 示 示 泊 泊 泊 泊 11 A g 小高 一 斗 1'21! 敵 較 旨 217128 
12 1 山本 尚 貴 TCS NAKAJIMA RACING H 29"055 
ウ A 1 山本 尚 貴 1'20"931 唱 g7236 
13 18 国 本 雄 資 KCMG 由 PT12 
ーー 13 B 51 松下 信治 1'19"623 
14 3 山下 健太 KONDO RACING T 31"802 
14 B 38 坪井 翔 1'19"758 
15 38 坪井 翔 PIMU/CERUMO・INGING 記 49"912 
ーーーーーーーーmー ゾ アー て て nn1 15 A 20 高 星 明 誠 1'21"365 
16 12 塚越 広大 ThreeBond DragoCORSE H 103"396 
間 還 還 mh>)、)t)t{) 16 B ( 央 塚越 広大 上 の 94 72 
17 7 小高 一 半 KCMG F 1'09"094 
ーー ニー ニーー ニ ーー ーーー こ ii 嶋 1 山 
18 14 大 嶋 和 也 NTT Communications ROOKIE T 1Lap MA a 咽 ^ バ 00 082 
以上 完走 18 B 18 国 本 雄 次 1.218582 
Ei KONDO RACING HE _ 17Laps 19 B 4 中 山 雄一 1'22"205 


FL:No.16 野尻 智紀 TEAM MUGENIIIO7I072 44/53 192.501km/h 
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終盤 は 背後 に 迫 る 大 湯 と の タイ ム 差 を 見 な が 
ら ペ ー ス コン トロ ー ル し て 、 つ い に 初 優勝 を 
決め た 福住 。 前 日 の 雨 に 変わ り 晴 れ 渡る 空 に 
向け 、 拳 を 振り 上 げ る 。 今季 は 有効 ポイ ント 
制 の た め 、 ま だ まだ チャ ン ピ オ ン は 狙え る 。 


DRIVER STANDINGS 


POS. No. Driver 

1 16 野尻 智紀 
2 64 大 湯 都 史 樹 
9 5 福住 仁鶴 
4 20 平川 吉 
5 19 関口 雄飛 
6 37 宮田 莉 朋 
罰 6 穫 原 右京 
8 36 G. ア レジ 
9 39 阪口 晴 南 
10 51 松下 信治 


TEAM STANDINGS 


Pos. 「eam 
DOCOMO TEAM DANDELION RACING 
TEAM MUGEN 
carenex TEAM IMPUL 
TCS NAKAJIMA RACING 
Kuo VANTELIN TEAM TOM'S 
_PIMU/CERUMO・INGING 
B-Max Racing Team 
Red Bull MUGEN Team Goh 
KCMG 


NTT Communications ROOKIE 


ー ユ 


〇 1O の 1 | の 1 ロロ | よ 1 の | DD 
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Points 
53 


36 
34 
23 
と) 
IN9 
18 
17 
過 見 5 
届 飲 


Points 
54 


48 
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別人 画 ] レー シン グ ド ラ イ バ ー ン 
第 7 世代 イン タビ ュー る 


ち 


ロロ る RNN 


一 


=ー 
下 


2 
連 b 
2 


> た と き の は ピカ イチ の も の が あっ た が 
欠け る 面 も あっ た 


ー 発 も ロン グ も 、 ド ライ も 雨 も 高値 安室 


ラン キン グ は 芝 4 
コ か ね 


ii し EC お 届 け 


厚い 壁 る 


分 


言 (Shigenobu Yoshida) 


フォ ー ミ ュ ラ チャ レン ジ ・ ジ ャ パン (シリ ー ズ 5 位 ) 


2011 一 全日 本 F3 N ク ラス (シリ ー ズ 2 位 ) 
2012 全日 本 F3 (シリ ー ズ 5 位 ) 
2013 全日 本 F3( シ リー ズ 4 位 ) 
2014 一 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 10 位 ) 

スー パーGT GT300 ク ラス (シリ ー ズ 10 位 ) 
2015 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 7 位 ) 

スー パーGT GT500 ク ラス (シリ ー ズ 14 位 ) 
2016 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シン リーズ 9 位 ) 

スー パーGT GT500 ク ラス (シリ ー ズ 15 位 ) 
2017 ーー 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 17 位 ) 

スー パーGT GT500 ク ラス (シリ ー ズ 9 位 ) 
2018 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シン リー ズ 7 位 ) 

スー パーGT GT500 ク ラス (シリ ー ズ 3 位 ) 
2019 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 4 位 ) 

スー パーGT GT500 ク ラス (シリー ズ 10 位 ) 
2020 一 一 スー パー フォ ー ミ ュ ラ (シリ ー ズ 5 位 ) 

スー パーGT GT500 ク ラス (シリ ー ズ 5 位 ) 

第 7 世代 


日 本 の レー シン グ ド ラ イ バ ー の 年 齢 と 、 そ の 活躍 し た 時 期 か ら 、 本 
誌 が 独自 に 世代 分 けし た うち 、 最 も 新しい 年 代 の こと 。 本 ペー ジ は 、 
この 第 7 世代 の な か か ら 、 す で に 台頭 し つつ ある ドラ イ バ ー を ピッ 
クア ッ プ し て イン タビ ュー する 企画 だ が 、 今 回 は 特別 編 と し て 、 彼 
ら 若手 の ひとつ 前 の 第 6 世代 を 代表 し て 野尻 智紀 編 を お 伝え する 。 


30 


二 G 喘 幅 会 じ S ぷ っ 漏 人 
っ J 公 ” ふさ トド 公 を で っ JN 
素 全 の ① せ 映っ 以 で 会 下 ン 貴 
YO 悦 2 つ NeG 公 和 や つ で や や 球 
ーー や トイ ト 私 Th 牙 つ し ざ 振 で 
JpmWms 地 で し mcRG 掴 嘱 ホ ー マ ベロ 
IRie レ っ t@ っ J 軍 っ し っ 

恋 思 : mn しゃ 轄 っ J0 会 Q 全 


で 
ーー や 和 喘 忌 け " rJ6 寺 編 似 央 し 光生 ト IJNQ 公 や つ で や で 公 。 刀 つ 公 革 。。。。 
つ し へ っ te 由 配 全 の ” 臣 還 両 財 で Nun っ Q 田 うし つや 7 897 ょ JFJ 貴 1 
蛋 20 で で 〇 S ヤ 改心 ペー っ J 昭 の 3+6n_n 夫 電 N6kJ っ JJ 天 つ レ や ^ 革 ン IL 


デ 


し っ 公 で いる や つ 四 し レ % で 元 本 DS で es? や つつ で や さ 生 上 会 肖 タ N さ ル 
中 輔 思 固 "本村 は 区 NEPWON6 編 王 公 JpantQ で 7 瑞 で No 接 つ vJ せ 穫 っ し 牛 で NOG 公 公 中 人 Not6n い は で で つ / 中 紀 呈 り 8 邊 IN マ 一 公 李 出 ww 到 
や っ っ S 公 SS 公 べら 畠中 REr く で しゃ 公 坦 旧 6 で で せい し 来 惑 昌 G 全 K っ し で ? 悪い ミト >XSS つ SO を っ 穫 っ っ 本 0 し っ ? 尽 
ve や し 揚 owTN し せき っ GK 弄 G 公 軸 WO レ pmG や っ ロ つ na 
J き pn つ RB 合っ っ ] 公民 BNC 悪さ つら K ト SN 器 由 JJ ポ く し 表し っ 0 っ つや IT 了 Y 人 っ He し 6 さや 細っ し 9? 
っ い 細 ptOFJJSSGI 6 で で ORGRS や つ で 6 や で 人 SmKRG 漠 較 へ へ G 下 会 宮 っ で 公 PD つ で っ? 所 玉 。 基 時 G の PO つ 色 キミ 
信 ぐ 8 較 束 ン と もら っ うり 本人 な で し っ NN 公 や や G や っ し で で G べ 親 鬼 選 公 2J^ っ Q っ OHDNS 公 の を 0 レ 丸 )J * 電 で 公選 G8 町 で けり 尼 全 会所 で 
SM MONOMNUMSRNSEROA し NTJD 更 0 し っ ちい eren ロ DS SS 公 O 公 <QSJ 押 we レ っ 6 セ ? の ヒ 

さ 福 加 強 は ネー ミ 泡 必 還 ニー 一 ⑩MNP の L (ベー ミー トド ーxd 代 〇 人 つつ We Rme39 SSVQ し mdG 伝 税 人 し っ い opG 公 Jo 本 
へ (nn) ロ ド %0 全 大 ら 称 徳 つ QJMD ID) し せ 款 直 証 じ つ " ベー ミー の ヒ っ 人 や さ ー ャ し EC SQ へ KNBfSOG 押し OS 会 で し っ で 3 ペー ド 革 栓 
い レ 6 つ S 全 "路上 還 せ 未 只 唱 表 屋 NGIJ し ゃ p/ 刀 3JS 全 で 刀 う つつ しゃ - 押 半 る 生き さ レ RSzQIKG TYO を セン 人 SRW 半 DO つ 。 NOS SS 
だ で 庄 ン 仔 つ N6 pR 細 う ペー ド 公 届 て 中 で 6 い S つ "TJG ふ ミド G 忘 OS 所 。 渋民 Jp 上 ieG じ "mtRG 握 咽 せ 3 e 
臨 思 : や で や 寺 四 SS 幸 補 けり で 人 0) 臨 思 : 2) い っ ぐい ミド SmWmo 地 で 違 0 レ っ no 引 で で 4H 衣 っ うっ) 祭 " UTAINMUSNZS ee 


J1 


Tomoki Nojiri 


ーー の エド に ぶせ 旧 呈 ロ 沿 醸 つ " | 党 ( 刺 
坦 ) HAIIK っ 記さ し の ハー に K へ 中 
し 公 "る さ 6 避 幸 き ) レ p 下 うら 
3PIIY い SU ご 

歯 眠 : 運河 mn) 出 由 公 上 枯 じ し も" 喘 
上 "回 ポー ン 章 豆 咽 束 S お し 
い ミ ドル G 訪 会 佑 っ 忌 っ 公 0 責 さ セ 
No で し も "Jpn3QtQS” で RpQ を で っ J 
m 干 GS っ 6 で DIRete 6 いつ し うっ 
6 公 ” 思 公 層 GS 公 し 昌 所 し っ 
NetJaJap っ ? 問 mm 世 ドー て ロ 帳 び 
尋 で へ 7 バー 和紀 多 で 0 刀 で っ J)) と IN 
ャ く ー 豆 科 首 下っ うし [で 応 
入 Ne っ JFJ い っ つの 届 層 つ けさ で し 円 箕 つ を 
や さっ] 下台 っ SS っ JIJN し 昭 虹 つ レ 
や 本 で へ 心 喝 環 代 し っ 刀 で NO? 忌 
公 配 公 8JJ0 0 HAIAIIKWS 
公 つ 忌 KB 表 つ 。 と IN て く ー 品 ロ 
3 [NN で や 陸 表 唱 y い | 於 刀 う SFJ っ ) 
3 る や ン SM 公選 ロ 評 つ し ば NN 


っ jnG 公 HOS2J 失 で や で 7 


ーー4 ト 時 GN さ ドル ゼ 環 op 細 opS で 7 


公 SS で 据 史 つ し っ い @ で し せ で : 

恋 思 6 宙 思 こき っ し ゃ ? 賠 編 "区 う 
公 2J 心 全 し 36 633633 い ペル 倒 
画 全 Ne@ つ ^ NN ドーKG ロ に K 公 
回し レ っ t0 徹 会 つ 屋 "< ト 記 46 で で 
さく ミ 公 や で っ J 二 会 で レ SQT っ 
8 先 で し レス っ tetJ ュ 8 で し ゃ 表 選 し 
ン Ste し つ ゃ の つ ^ JJ で SpG し や 
祭 瞳 男 し ゃ ? Inh そ UN や Np いさ ドル ロ 
掃 つ し や で 移し っ 会 入っ っ J 
的 いり っ 心証 け 惨 公 で NO っ J 還 っ 
せつ 〒 公 つい 会 さ つ レ っ じ 了 


羽入 人 SNe い ミト 公 収 京 ADS つつ し うっ 
6 つ S 会 ′ 咽 局 虹 訂 人 SN@ ポ ー ミ ー 
KI ト ト S べ で 寺 季 セ NoaJMO し うっ あ セ つ 2 
坦 明 や 壮 い し っ es 

臨 眠 : の ヒジ 会 いっ 心 ミ レル SG 
っ J 胃 っ 6 セ ? へー 中 じ っ し や? 
ト ハ ペー ド ベト ト し 玩 っ うべ 咽 丸 うり) 公 
SS っ GrJ 巣 つ 必 っ J? の 革 
G 貴 納 緒 し 悪 葵 つや せ う Op” | 胃 昌 へ 
1) つつ し せ 「 回 彼 理 会 Ne 互 2J” 担 
咽 刺 41 人 SS も っ] つっ 心 
NG 玖 玉 で 会 <QMK で 
つつ 代 伝 色 人 6 とっ 公 
せ で や つつ 選 会 。 還 せ 叶 回 
臣 つ や 人 く IDNK し ふさ トド 選 地 0 し 
0 レン で 

ーー | 胃 H へ AII ト ゼ 『 歯 思 も くせ や 
ヘー 公 べ パ で や 痢 理 つ し っ to 公 7 

ドー ミー ド KI ト ト S2) そ も 折 祝 要 p 
軍 悩 け 熊 果 つじ レ つ 6G し ば せる っ 公 】 

J ざ や ン MO し 

恋 還 : ボー て 公 QN ド ポーz// TIN 二 公 
い レ し さけ 骨 ひ 刀 J*0” 会 可 ご 

セ 捉 ロ 下 ヘー 白 レ レス 1G ュ JI で 
で 6 つ で で? 融 GS 公 し せつ そ 全 弄 O レ 
っ I@ 公 人 QN ボ へ ペー 記 折 レレ っ hG 
32J^ で せ 量 いじ しろ っ さっ 公 QS 過 
で ぶ heaJG で で し 当座 放つ つ ] うっ 
け 洋 く し 必 ? NTJaJ6 会 つ レ いで て 
ペペ ペー 会 記し つや 躍っ 0)” 2J)n1J や p 
Q ぐ る ン レ くり リハ しら で いし レ つ で 刀 
ie@ で Gy” 2JFJ 公 舞 尽 公 @ 人 っ や S ロ 
+ ン RS ぐ GS っ で しゃ" mrR つ つじ し ゃ 
R か へ ペー で 8 ン 折 し じ 生 ” へ 味 


い ル が 
マ ー リ 
ー い \ つ 
ま 


な 
か が 


GO の 


ー ン と 却 豆 中 4Q 細 漂い Bm 中 StG 章 
で 公団 員 し も ? エー し LO さて に 
こく 7 ペー ハ 忌 う っ 尋 選 こし も で 7 


レ ャ ハー さく 「 遅 」 


ー 一 財 "ベー ミー の ヒ じ しぶ 性 調 抑 つ 
っ ユー ド 会 刷 人 0 刀 の 昭 っ 会 
ー リ ハン の - の に や 代 I ト で へ 心 釣 
| 需 夫 生生 KeS20 つ 玉 坦 いさ ミト 
3 下っ 避け 全 っ あつ 刀 で で 

貴也 責 つ 公 り 下 中 個人 や の も で G や 私 て 
NR てく ーK ロ を で で 普 宗 や 堆 で 6 
つつ 8? で し SAO 咽 李 政 ン と さき で つや 
公 ペー ド 悪 悪 wmRto) ふい さ ドレ G 調 
$%Q 民 RG 岬 っ っ 心 会い や 座 刀 っ や や G 色 
COQ ン 責 C し っ 87 No で 公 全 の 
し っ te@G 公 " 還 持 の つじ し 玉 O Pte いや 
玲 記 っ で や GSG 公 人 30^ っ Q っ nQ 押 
wt0⑥ は JJ 会 0 全 O じゃ“ 

ーー し 5^ 4 ヘーK 和 へ や 2 いし も 公 で 
貴 限 : 條 財 ロ 会 で レ 6 2 いっ 愉 や 私 
て ト RB つ し pm ぐ eSQS に 忠 局 時 8 


へ 
口 


付け られ た 玉 に 焦点 を 


わせ て いき 、 奥 行き 方 向 の 深 視力 系 の 眼 筋 を 覚醒 させ て いる と ころ 。 野球 を は 
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[WRC ラリ ー ジ ャ パン 」 も カウ ント ダウ ン に 入り まし た が 、 まず は イベ ント に 先立ち リリ ー ス され る 


| アイ テ ナ リ ー」 を うま く 読 み 解 け ば 、 観戦 スケ ナ ジュール 組み 立て に バッ チリ 活用 で きる と いう こと で 
本 誌 で も お な じみ の 古賀 人 敬 介さ ん が と くに 重要 な と ころ 抜き 出し て 解説 し て くれ まし た ! 


S く 5 スク ー/@ チ / 


Text & Photo : 古 貸 敬 介 (Keisuke Koga) 
まとめ : auto sport Photo : TOYOTA ン Rally Japan 
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ービス の 前 後に 設け < ーー 器 け 3 
られ て お り 、 各 車 は スズ | カ ー 周 「| 
定め られ た 時 刻 に 通 ペー スズ ス れ サ 回 た に ウ 
過 し 、 カ ー ド に 記録 シー モイ る ーー サ すす に だ っ も ドド 
を 受け な いと 、 タ イ 3 し 1 へ (し キュ コス ろ | まま コタ ルレ 
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れ て し まい ます 。 ア ス | を を ドド ト 1 で | が ス 
RE の 12 ボ で は | 目 じ さ 
時 刻 は 1 台 目 の 予定 | 周 シン | 壮 語 だ き 国 りり 語 ク 恒 叶 に | 
通過 時 刻 。2 台 目 は 8 司 に 弓 
そこ か ら 走 行間 隔 に ジロ 1 生 の IST 人 ラ 
より 1 3 分 遅れ で に タ ヒビ 合 コ キ ば 
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で 事 け は た た くく ぐ く は 記 計 人 で は は 日 目 が れ り トド ト 
態 で に いい と か わ 週 し 合 ん 何 何 に 目 進 る | が 
が す つ つの えー け 未 た 内 ク 時 時 ち み 行 ー 進 
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に レー ニー = テー | 

クム フン ワ /ー/ と / テク ー グ / と ソー ン 7/ ん / 
N SS を 走り 終え 、 サ ービス パー ク 
に 戻っ て きた クル マ は その まま 
直接 自分 の チー ム の サー ビス に 
入れ る わけ で は あり ませ ん 。 サ 
ービス の 直前 に は 「 パ ルク フェ 
ル メ | (車両 保管 ) また は 「 リ グ 
ルー プ | (走行 順 お よび 間隔 の 調 
整 ) が 設け られ て お り 、 そ こ で 
ドラ イ バ ー は 一 時 的 に クル マ を 
則 め エ シ ジ ン 三 ア や メカ ミッ タ 
に クル マ の 状態 を 伝え た り し ま 
す (「 テ クニ カル ゾー ン 」) 。 同時 
に メデ ィ ア の 取材 に も 対応 し た 
後 、 決 め ら れ た 時 間 に TC を 通過 
し て か ら サ ービス に 入り ます 。 
(写真 は 2017 年 スペ イン の オジ 
本 有 較 2 ド ジジ 0 ラク ラン ア 

が タイ ムカ ー ド を 提出 中 ) 
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上 の アイ テ ナ リ ー は 、「 セ ント ラル ラリ ー 愛 知 ・ 岐 阜 2019」 (FIA 公 認 国際 格式 プ JAF 公 認 国内 格式 ) の 「 ラ リー ガイ ド 1 v.2.2」 に 収録 さて て いた も の で す 。 
今年 の ラリ ー ジ ャ パン の アイ テ ナ リ ー に つい て は 、 後 日 、 公式 ホー ムペ ー ジ 上 で ご 確認 くだ さい 。 
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サー ビス パー ク で の サー ビス は 朝 か ら 晩 まで フル に 走る 日 の 場合 、 
昌 目 選 ③ 回 認 け 9 れ 《@ いる こと に がい で すん の うら バル ク ァ シレ ェ 
ル メ を 出 た 直後 の 朝 の 作業 時 間 は た っ た 15 分 。 天候 に 合わ せ た セ 
ッ テ ィ ング の 小 変更 が 主 で す が 、 ト ラン スミ ッ シ ョ ン 交 換 と いっ 
た 大 が か りな 作業 を 行なう こと も あり ます 。 決め られ た サー ビス 
アウ ト 時 間 に 遅 れ な いよ うに クル マ を 送り 出さ な いと タイ ムペ ナ 
ル テ ィ を 科せ られ る の で 、 メ カニ ッ ク も 常に 時 間 と 戦っ て いま す 。 


7070 九 
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ca 
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レデ シン ラ ィ 
クロ ー ズ され た 一 般 道 を 使う [SS] で タイ ム を 競う の が ラリ ー の 最大 の 特徴 で 、 
サー ビス パー ク - SS 間 、 SS - SS 間 の 移動 に は 公道 を 使い ます 。 この 移動 区 間 
は 「 リ エゾ ン | また は 「 ロ ー ド セク ショ ン 」 と 呼ば れ 、 競 技 車 も その 国 の 交通 
規則 に 従っ て 走ら な けれ ば な り ま せん ([Liaison dist.]」 が その 距離 )。 競 技 車 
が 普通 に 街中 を 走る 光景 も ま た ラリ ー の 醒 醐 味 で す が 、 交 通 違 反 が 発見 され た 
場合 は 、 一 般 車 と 同様 に 神 則 や 久 金 が 科せ られ 、 ペ ナル ティ の 対象 に ちな り ま す 。 


WRC は 「SS]」 = スペシャル ステ ー ジ の 積算 タイ ム に よっ て 優勝 が 競 わ れ ま す 。 
SS は 完全 に クロ ー ズ され た タイ ム ア タ ッ ク 区 間 の こと 。 近年 は 3 一 4 日 間 で 
20 本 前 後 、SS 合 計 距 離 300km 前 後 が の 多い で す 。SS 名 の 後ろ の 「1」「2」 と い 
っ た 数 字 は 同じ ステ ー ジ の 1 本 目 か 2 本 目 か を 示す も の で す 。「SS dist.| が 各 
SS の 距離 で 、 ア イ テ ナ リー の 下部 に は 1 日 また は 全日 程 を 通し て の SS 合計 距離 、 
リエ ゾン 区 間 の 合計 距離 、 そ の 両方 を 合計 し た 総 走行 距離 が 記さ れ て いま す 。 


ラリ ー ジ ャ パン 公式 ホー ムペ ー ジ https://rally-japan.jp 


メデ ィ ア ゾー ン の 外 で 


に ア 待 て ぽい いこ と ある か も ? 


SS を 走り 終え た クル マ は 洗車 場 で 汚れ を 落し た 後 、 
メデ ィ ア ゾー ン へ 。 そこ で 選手 は 取材 を 受け ます 

が 、 時 間 調 整 で か な り 長 い 時 間 を 過ごす こと も あ 

り 、 取 材 後 フ リー に な る 選手 ちい たり し ます 。 そ 

の 机 層 の 外 で 待っ て いれ ば 、 取 材 が 終わ っ た 選手 に 

0 ン ん も 5 の ルッ シン が 6 り 0 
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(2 ) 可能 な ら 

アプ / 木曜 か ら 現 地 へ ! 
通常 は 木曜 に サー ビス や スタ ー ト 会 場 で サイ ン 会 
が 開か れ ま す 。 こ の タイ ミン グ な ら 、 サ イン を も 
ら え る 可能 性 は 高い ! また 、 木 叶 の シェ イク ダ 
ワン 後 と 、 金 ・ 土 曜 の 夜 は 、 サ ービス パー ク 内 の 
Ka EGR の 6 上手 の 0 2 王 6 全 6 
われ ます の で 、 こ ちら も 見 逃 せ ませ ん 。 
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各 マ ニュ ファ クチ ャ ラー や チー ム の ガレ ー ジ 、 ショ ッ プ な ど が 
コン パク ト に まとまっ て いる と ころ が サー ビス パー ク 

そこ で 古賀 敬介 さん が ラリ ー 観 戦 の 満足 度 を グン と アッ プ さ せる 
| サー ビス パー ク の 歩き 方 ] を 特別 に 教え て くれ まし た ! 

Text & Photo : 古賀 敬介 (Keisuke Koga) 


Photo : TOYOTA ン auto sport 
Ilustration : 倉持 正志 (Masashi Kuramochi / METMANIA) 


と を し は ガッ 単 1 _ ド 
ビ ピ め ま 1 レト に ン ラ 大 
シン うず 有朋 | G で 言 が リ 
と ち "に ジ い え 湧 1| イヤ 
来 や で 数 に うば か を / パ 
た 近 : 回 相 と サ な 初 』 
20. く 当 こ ご | い め 
「 で と こす ろ ビ か て の 

見 いこ る の ス も 観 動 
大 ら う で 場 パ パ し る 仁 
正 れ こと こ ク 所 ドド | れ と 
解る と ル ? ッ ク ま い を 
で の は マラ ク は せ う 読 
す で 9 の 9 し ん を 方 め 
I は ク 整 | ピサ が は 

? ル 備 カ ッ | イイ ! 
し 一 マ を !「| ト キ 簡 メ 
を 始 な 可 ト ス 走 に |! ン 
走 後 い 能 で ケ 行 は ク そ と 
り の の 性 は ジ 確 シ に の 高 
終 狙 も が な っ ユ 認 エ 木 確 ま 
えい 理 少く | の イ 曜 率 る 
た 目 由 し ル セ ク か を と 
ク は の 高 サ は ッ タ ダ ら 高い 
ル メ ひい イ ほ シ ウ 入 め う 
マデ と か ン か ョ ヨ ョ ン り る わ 
が イイ つら に の と と た に 0 けり 
サ ア で で 応 曜 が いい は で 
| ソ す すじ 日 あう と す 
ビ | ね “て より こす サ 
スン “ 観 も り ま 本 ろ | 
に * 競 客 ら は す 番 “" ビ 
和信 S 技 が え タタ が 前 木 ス 
る S 開 少 る イ の 曜 パ 


《》 メカ ニッ ク た ちの 

上 蓄 束 作業 を 見 逃す な ! 

金曜 と 土曜 は 朝 、 昼 、 暁 と 3 回 、 ク ル マ が サー ビ 
ス に 入っ て くる ん で す が 、 限 られ た 時 間 内 で 整備 
や 修理 を 終え て し まう メカ ニッ ク の 神 ワ ザ 的 な 作 
業 ほ 必見 クルマ を 降り だ た ドライバ 三 が エ シン 


ニア と 話す 場面 な ども 見 られ 、 コ ン ペ ティ ショ ン 
合え る 場所 で も あり ます 。 


の 緊張 感 を 分 か 


N 


の ーー i 


CV 傘 1 w\ 


』 イラ スト ド 
語 153 


時 582 (2020 年 6 月 16 昌 発売)32 
| () ! 


6 ) 世界 選手 権 の 雰囲気 を 共有 | 
表彰 式 は サー ビス パー ク 内 で 行なわ れる こと が 多 
く 、 い い 場 所 を 早め に 確保 すれ ば 誰 で も ポ デ ィ ウ 
ム セ レ モニ ー を 楽し むこ と が で きま す 。 た だ 、 表 
彰 式 終了 後 ト ッ プ 3 選手 は 記者 会 見 場 (メデ ィ ア 
セン ター ヘッ ドク ォ ー タ ー 内 ) に 直行 する の で 、 
呈 こ で 〈 で 直人 シン ん 5 ら 5 う の は 疾 し くう < の 


全 競 技 車 両 が 集結 ! 

に ア / 撮る な ら 外 せな い ボ イン ト 

1 日 の 走行 を 終え た ラリ ー カ ー は 最終 サー ビス を 
受け た 後 、 サ ービス パー ク 内 の [パル ク フ ェ ル メ ] 
で 保管 され 、 明 朝 の スタ ー ト 時 間 ま で 動か すこ と 
が Ii で き な く な り ま す 。 競技 申 の 全 ラ リー カー が 1 
カ所 に 集まる 光景 は 壮観 で 、 写 真 を 撮る の に は 最 
高 の ス ポッ ト の ひと つ 。 中 に 入る こと は NG で す 。 


_ 9 の W ツ y 


= テ 


『 


了承 くだ さい 5 


NB フン 3 OO 人 
C》 即席 会 見 な ども 
時 ア / チャ ンス ! 


一 般 の 方 は 入場 で き な い の で す が 、 各 チー ム の サ 
ービス で は カコ ミ 会 見 な ど が 開か れ て いた りす る 
場合 が あり ます 。 そ の 終了 直後 の タイ ミン グ で 選 
手 に 遭遇 する チャ ンス が ある か も し れ ま せん 。 い 
お あれ に PIG も WC は 選手 と ウ ァ ン の コミ ョ ニ 


| 第 6 戦 」 


je g// 


7 


= ox 


70)⑰ 刀 


( 堪 ) 乾燥 し た 路面 を 覆う | フェ 
シュ フェ シュ ]」。 ご覧 の 語 紹 明 呈 
クル マ に ま と わ り つ っ に 縛 還 記 還 
細か い 砂 だ っ た 。( 下 ) デ イ 2 の 
SS6 で 再び 総合 首位 に 立っ た ヌ 
ー ビ ル は 徐々 に リー ド を 拡大 し 
て いき 、 デ イ 3 終了 時 点 で は 安 
全 較 に 入っ た が 右 選 l お Ii 邊 
の だ が ……: 。 ドラ イイ バー ランキ 
ング は 3 位 Q 空 本 賠 前 還 
ッ プ の オジ ェ エ と の 差 ほ 6 ボボ 
ト に 開い て し まだ 請 還 当月 軸 8 
に 貴 元 、3 位 に 第 2 戦 優勝 以来 
の 表彰 台 と な っ た タナ ッ ク が 入 
っ た 。 セレ モ 所 二 同 0 
が 代 が 2 回 流れ る ハプニング 。 
だ が 、 オ ジ エ は 王者 の 余裕 か 2 
回 目 が 流れ て いる あい だ も 往 動 
だ に せ ず 、 そ の まま EEE20I 
ファ イ ト に 移行 。 


オジ エ が 2 連勝 & 今 季 4 勝 目 で 地 固め 


サフ ァ リ に 消え た 
ヌー ビル の "楼閣 


Text : autO SDort 

Photo : Red Bull WRC.COM TOYOTA 
WCCOW は 2 
1 分 15 秒 差 の 総合 3 番手 に 浮上 。 貴 元 は 同 57 秒 

差 の 総合 2 番手 で 最終 日 を 迎え る こと に な っ た 。 


ー パ ーSS の み だ っ た デイ 1 を 終え 、 デ イ 
2 か ら ラ リー が 本 格 的 に スタ ー ト 。 誰 も が 


ャ ン ・ オ ジ エ (トヨ タ ・ ヤ リス WRC ) は クリ ー 
ニン グ エ フ ェクト 、 さ ら に SS3 で 発生 し た 足 ま 


[ 何 が 起こ る か 分 か ら な い | と 警戒 し て いた は ず 
だ が 、 パ ウ ダ ー 状 の 細か い 砂 、 大 き な 石 や 深く 据 
られ た 寺 な ど に 次 々 と WR カ ー が 捕まっ た 。 ラ ン 
キン グ 2 位 の エル フィ ン ・ エ バン ス (トヨ タ ・ ヤ 
リス WRC) は 、SS3 で 右 コ ー ナ ー の イン 側 に 隠 
れ て いた 石 に ヒッ ト し 、 デ イリ タイ ア に 。 総合 2 
番手 を 走行 中 だ っ た カッ レ ・ ロ バン ペラ は SS7 
の 深い 界 に スタ ッ ク 。 こ うし て 、 デ イ 2 だけ で 計 


わり の トラ ブル に より 、 午 前 中 は トッ プ か ら 2 分 
以上 離さ れ た 総合 8 番手 に 沈ん で いた が 、 1 分 
50 秒 差 の 総合 4 番手 まで 巻き 返し た 。 

デイ 3、 “掃除 役 ” か ら 解 放さ れ た オジ エ が 猛 
追 を 開始 。3 本 の SS ベス ト な ど で 、 こ の 日 最後 
の SS (SS13) を 残し た 時 点 で トッ プ と の ギャ 
ッ プ を 1 分 26 秒 に 縮め る 。 そ の SS13 で は 突然 
の 降雨 。 タ ナッ ク は ウイ ンド ウ が 暑 る と いう トラ 


その 最初 の ステ ー ジ (SS14)、 優 勝 が クリ ア 
に 見 えて いた は ず の ヌー ビル が 右 リ ヤ サ ス ペン シ 
ョ ン に ダメ ー ジ を 負い 、 こ の ステ ー ジ を 走り 切っ 
た 後 、 ま さか の リタ イア に 。SS15 で 貴 元 が 暫定 
総合 トッ プ に 立ち 、 2 番手 は 0.8 秒 差 の オジ エ に 
代わ っ た 。 続く SS16 で は オジ エ が その 0.8 秒 を 
詰め て 総合 タイ ム で 並ぶ と 、SS17 で は 今 大 会 7 
本 目 の SS ベ スト を 記録 し 、8.3 秒 リー ド の 単独 


5 台 が 戦線 か ら 離 脱し て し まっ た 。 ブル に 見 薄 われ 、 総 合 4 番手 に 。 一 方 、 オ ジ エ は 首位 に 。 オ ジ エ は 最終 ステ ー ジ も 手堅く まとめ 、 
そう し た な か 、 デ イ 2 を トッ プ で 終え た の は 、 この SS を 5 番手 で 凌ぎ 、 ト ッ プ の ヌー ビル か ら サル ディ ニア に 続く 2 連勝 、 今 季 4 勝 目 を 決め た 。 


3 本 の SS ベス ト を 決め た ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル ( ヒ 
ュ ン ダイ iji20 ク ー ペ WRC)。 パ ンク な ど で タ イム 
を 失う 場面 は あっ た も の の 、 他 車 の 脱落 な ども あ 
り 、 今 季 初 優勝 を 狙え る 位置 に 。 総 合 2 番手 は ス 
テー ジ 上 位 フ ィ ニ ッシュ を 重ね て きた 勝田 貴 元 
(トヨ タ ・ ヤ リス WRC) で 、 こ の 日 最後 の SS7 
で は セバス チャ ン ・ オ ジ エ ( 同 ) と 同 タ イム を 刻 
ん だ 。 総合 3 番手 は 、 パ ンク に 見 区 わ れ な が ら も 
トッ プ と の 差 を 約 56 秒 に 抑え た ヒュ ンダ イ の オ 
イッ ト ・ タ ナッ ク 。 走行 順 1 番手 だ っ た セバス チ 


WRC 2021 Driver Standings (top 6) 
Pos MON FIN CRO POR ITA KEN Total 
1 S. Ogier 25+ 5 0+ 1 25+ 5 15+ 3 25+ 2 25+ 2 133 


2 E. Evans 1 キ 9 10 18+ 2 25, 18 1 99 
う T. Neuville 15 キ ら 15+3 | 生ま 9 0 +4 出生 ま 。 77 


0. Tanak 2 キジ 則 キ 1 0+5 0+ 4 15+ ら 5 ら 69 


as Of Rd .6 


Driver 


4 
o) T. Katsuta 8 8 8 


12 12 18 66 
6 K. Hovanpera 12+ 4 18+ 5 0+ ク 2 0+ 3 8+ 4 56 
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幅 ボ 細 ぐ 宮 導 居 編 同じ SN0G 表 つづ " 
ロー の エレ ハハ や 忠 K の 〇 の 錠 ( 計 o 
CoO) @G 避 禄 還 扇 S” 欠 枠 ドー 
レー て ゼ 選 mG や pG じ 鍛 交 選 WWG ン て 
IN こく 一 公 の OOGNー ミ マ ” mi) 
可 べ お で SN で GNー ミ し ぶ 
さて トト ミコ ペー に KEK 4 ト 
回 G こ ささ へ ハ 玉 宮 し ゃ ^ 圭 醒 や の 
ms いし 暫 届 や へ テー ュ っ)” QATGT ト 
日 さ 民 悦 JSNeih い を や 了 胡 時 
NNw つ し 過 醒 呈 り ゼー の 提 人 E セ te 
ふ ャ ベー イト ャ ト ミ 史 明生 N 一 ミ G 
OH4H 中 公 括 つく m い ベー ミー トト マト 
ミ 公 人 SG で で で 

填 醒 GI 必 や テー” Q し 8 トー 
ミ マ し ゼ // 心 さ ・ ト KT 本 会 トー ミ 
m し レト エト K・ 昌 いく ロー ベス 色 
室 編 NeS20^ へ 届 趣 公 紀 科 玉 
I 代 つ " ドー ミート トマ エト さ G 心 つ 
と 表 信 6 時 過 G ふ ベー トマ トミ 
Jp い NN 公選 田 Ke pp っ) 貴 回 Yo で 妨 
公選 演 IN く ー ュ Jp 昭 で 評 ト 心 ハ 
I ト ヘリ ロ 路 旧 で で NeT NRKT 本 で トト 
^ 必 革 ぶ ー キ ミ ー ベ て ロ 4 で くり へ“ 
HH ふく て ロー く ゼ 操 他 G こ さい 日 ミ 
* 走 凌 半 区 ける さぶ てく 世 江 和 くさ で 7 
JJ や p は ペー ミー トト で エト ホ ミ し 貴 更 岬 公 
QG 宮 回 引っ 4QS で NGTJ ュ JJ)S で 7 

NN つか し 局 人 選 Kー ミ ー ト トマ エト ミ ゼ 


に 皿 - り っ 心 問 KTN ハー 水 審 ?6 トー ミ 
さて ぐ KKT ホ ドーhIIN や SR 
IN で くさ ぐ ロ ーKK ド トロ で 壁 選 本 


や Ne) 妃 ン 堅 回 じ 翌 ざ こと て ミ さ つ し 
っ 尋 王 HKG 公 人 ト て ・ 人 Ho 思想 " 


NGS33InN て て さや QG ふ ャ キー て IT 
さけ jp 刀 ちの Q で JJ し て へ か し 届 日 
へ ボー 也 お AH ュ JD ュ JJ り け NN 
区 人 〇 いい ・ か ハー・hTIIRAH 時 丸 
つや KT ロホ せ 人 J6 団 翌 り 選 SS で で 
刀 や nA し 4 本 に 時 東 柚 0 IN へ 
ヤヤ へ や Rh っ OS で 8? 
| RFKKT+ っ ) 皿 柚 ロ 叶 中 泊 半 
JJS で SQNー ミ mGHNK て ロー さく お 7 
JH て トミ トト ロメ ド 史 閉 し じ 坦 
ぶり と KA) っ 心中 や 只 で 症 で や 
GSG” JHA 尽 て 塚 GA と へ - ボー ミネ 
・ ぐ さ 必 で け で 衝 会 つら ・ に oO て 於 柚 し 
環 伯 Q 妥 RTIIRAHTJS で で ? )J 
で け パ で て ぐさ て 公 mi 本 
つ 必 へ せ へ や Q 記 日 いく ローズ ゼ 
KITISS 人 IN 公 や も YO ド ヒ ESFSI0 ま て 
[ベー ミー トト ャ むさ 電路 悦 叫 会 <QK 
ふ ペー て Ne@G 民 赴 唱 六 恨 OS? 南 
Gto4m 全 麹 っ ょ J) せ 男 財 っ SS 公 で で 会 
Q8| の 租 0 丸 KT ロバ " 
[本 財 昼 や つて 全く へ ふつ じ し 選 折 ロ 
陣 倒 和 S 全 ひ 刀 で で 30 JGL コ この 
ロビ の OFG 咽 窟 団 慌 に 部 Q 倒 膨 也 
Ne ト J ュ J 公 じじ し 芯 拍 求 飛 7 h 
IN や 困 慌 史 画 つじ し 忌 打 環 kJJ 
ウレ ホ ー ス ゼ 柏 加 Q つ っ 出 凡 多 つ 刀 上 届 
避 じ %8" ホー ペペ ャ て で ぐ ホ ミト て 
4983 で 8 五 207 嗣 陣 G ヘ ーK へ に 
ペーー 倒 屋 で 丸 民 」 
16 
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2021 ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス を 目指 す 青 木 拓 


"チャ レン ンド 員 体 隊 が いき "チー ム で ELMS 参 戦 


Text & Photo : 青山 義明 (Yoshiaki Aoyama) 


So 
ISRT41】 チー ム が 、ELMS (ヨー ロ ピ ア 
ン ・ ル ・ マ ン ・ シ リー スズ ) 第 3 戦 ル し ・ カ ステ レ 4 
時 間 耐久 レー ス に 参戦 。 無 事 、 完 走 を 果たし た 。 
SRT41 は 、 人 喰い バク テリ ア に より 四肢 切断 
と いう ハン ディ キャ ッ プ を 持つ フレ デリ ッ ク ・ ソ 
ー セ 氏 が 率い る チー ム 。 ソー セ 氏 は 、 術 後に 初め 
て レー ス 活 動 を スタ ー ト させ 、2016 年 に ル ・ マ 
ン 24 時 間 レ ー ス に 出場 し た 経験 を 持つ が 、 活 動 
の 幅 を さら に 広げ る た め に 立ち 上 げた の が 、 身 体 
障がい 者 の チー ム で ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス に 出 
まう と どい う ア 日 ジャ クト だ っ た 。 
その 一 員 と し て 合流 し た の が 、 青 木 拓磨 で ある 。 
WGP (世界 ロー ドレ ー ス 選手 権 ) の GP500 ク 
ラス へ の 挑戦 の 途中 、1998 年 の シー ズン 前 テス 
ト で 転倒 し 脊髄 を 損傷 。 下 半身 不随 と な り 車 いす 
生活 を 送っ て いる 。 そ れ で も 戦い の 場 を 4 輪 に 移 
し て レー ス 活 動 を 再開 し 、 ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー 
ス を 目指 し て いた と ころ 、 こ の ソー セ 代 表 と つ な 
が だ 。 


チー ム は ル ・ マ ン 本 戦へ 出場 する た め に 、 そ れ 
まで 使用 し て きた LMP3 マ シン 『 リ ジェ JS P3] 
か ら LMP2 マ シン 「 オ レ カ 07LMP2』」 へ スイ ッ チ 。 
この プロ トマ シン に 慣れ て いる グラ フ (GRAFF) 
と 合同 チー ム を 築き 、 体 制 も 大 きく 変え た 。 チ ー 


ム と マシ ン を テス ト す る た め 、 ル ・ マ ン 24 時 間 
の 本 戦 を 前 に ELMS 第 1 戦 バ ル セ ロ ナ 4 時 間 耐 久 
(4 月 17-18 日 ンカ タロ ニア サー キッ ト ) と 、 同 
第 3 戦 ル し ・ カ ステ レ 4 時 間 耐 久 (6 月 5-6 日 / 
ポー ル ・ リ カー ル ・ サ ー キ ッ ト ) に 参戦 し た 。 
ELMS で は 、 ル ・ マ ン の ガレ ー ジ 56 枠 と な る 「 イ 
ノ ベ ー テ ィ ブ クラ ス 』 に エン トリ ー し 、SRT41 
チー ム の LMP2 車 両 に 手動 装置 を 取り つけ た 。 ス 
テア リン グ 裏 の パドル に 、 ア クセ ル ( 堪 パ ドル ) 、 


シー ト の 右 横 に ある レバ ー 
が ブレ ー キ 。 ア クセ ル は ス 
テア リン グ 裏 の パドル で 操 
作 す る 。 す べ て の 操作 が 下 
肢 を 使わ ず に 完結 で きる よ 
う セ ッ テ ィ ング され て いる 
が 、 脚 力 ( 踏 力 ) と 腕力 の 
差 を 補正 する よう な 調整 は 
な され て いな いた め 、 よ り 
高い レベ ル の ドラ イ ビ ン グ 
技術 が 求め られ る 。 


クラ ッ チ ( 右 下 パ ドル )、 シ フト アッ プ (右上 パ ド 
ル ) の 操作 が 割り 振ら れ て いて 、 ブ レー キ は コク 
ピッ ト セ ンタ ー 側 に 設け られ た レバ ー を 押し て 操 
作 す る 。 ブ レー キレ バー に シフ ト ダ ウン の スイ ッ 
チ も つい て いて 、 下 肢 で の 操作 は いっ さい 不要 と 
な る 。 と は いえ 、LMP2 レベ ル の マシ ン で 、 片 手 
で ステ アリ ング を 操作 し な が ら ブ レー キン グ す る 
こと 自体 、 大 変 な 仕事 で ある 。 そ の うえ 、 ブ レー 
キ を 足 で 操作 する 場合 80kgw は 出せ る シス テム 
だ が 、 腕 で いく ら 押 し て も 60kgw ほど し か 出せ 
な い 。 必然 的 に ブレ ー キ ング の 開始 ポイ ント は 他 
車 よ り も 手前 と な る 。 つ まり 、 ス ター ト 前 か ら 非 
常に 厳し い 戦い が 待っ て いる と 言わ ざる を 得 な い 。 
今回 は 4 時 間 の 耐久 レー ス に 合わ せ 、40 分 の 


E/ ル 75 ら 


s や ーーーーーーー ニ ーー ニニ ーー ニー 


ee は ACE テテ =s8 9 2) [ ツブ へ 5 
ELMS 第 3 戦 を 完走 し た 青木 ( 左 ) と チー ム メ イト 。 ル ・ マ ン 24 時 
間 レ ー ス に 毎年 出場 し 続け る チー ム と ドラ イ バ ー が 顔 を そろ える な 
か 、 ク ラス 最 下 位 で は あっ た が 走り きっ た 。 


走行 の 後 、 給 油 の た め の ス トッ プ (1 分 間 ) を 挟 
み 再 び 40 分 を 走る と いう 各 ド ライ バー 2 回 の ス 
ティ ント で 80 分 ずつ 担当 する 計画 で 臨ん だ 。 レ 
ー ス は FCY (フル コー スイ エロ ー コ ーション ) 
が 2 度 も 出さ れる 波乱 の 展開 と な っ た が 、 ス ター 
トド ライ バー の 青木 拓磨 、 今 回 の ドラ イ バ ー 編 成 
で 唯一 の 健常 者 で ある フラ ンス 人 の ピエ ー ル ・ サ 
ン シ ネ ナ (24 時 間 本 戦 に は リザ ー ブ ド ライ バー 
と し て 名 を 連ね る )、 そ し て ベル ギー 人 の ナイ ジ 
ェ ル ・ ベ イリ ー (下半身 不随 ) の 3 選手 と も に 、 
課題 だ っ た ドラ イ バ ー 交 代 を 迅速 に 済ま せ 、 大 き 
な トラ ブル も な く 無 事 に 走行 を 終え を 、 バ ル セ ロ ナ 
に 続く 完走 を 果たし た 。 

レー ス 終 了 後 、 ソ ー セ 代表 は 「ELMS 開 幕 戦 ( バ 
ル セ ロ ナ ) で の 目的 は 、 お 互い を よく 知っ て 意思 
疎通 を 図り チー ム を 作る こと 、 そ し て 完走 する こ 
と だ っ た 。 その 目的 は 達成 で きた が 、 ド ライ バー 
チェ ンジ に 時 間 が か か っ た た め 、 今 回 は ピッ トイ 
ン で の タイ ムロ ス を 減ら す と いう 大 き な 目 標 を も 
っ て 臨ん だ 。 そ の 目標 は 達成 で きた し 、 そ れ 以 外 
の 点 で の 向上 も 見 られ た 。 ま だ まだ 課題 は ある け 
れ ど 、 こ れ か ら 改 善 し て いく だ ろう 。 完走 も で き 
た し 、 全 体 的 に は 満足 し て いる 。 次 は いよ いよ ル 
・ マ ン 24 時 間 レ ー ス だ 。 8 月 15 日 の 事前 テス ト 
で いい 結果 を 出し て 、 最 終 的 に は ル ・ マ ン 24 時 
間 を 完走 で きる よう 、 こ れ か ら も 努力 し て いく ] 
コメン トド し て くれ た 

2021 年 ル ・ マ ン 24 時 間 耐 久 レ ー ス は 、 当 初 の 
予定 か ら 延 期 さ れ 、 8 月 21-22 日 に 開催 され る 。 
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ここ まで 20 代 前 半 の 若手 が 計 6 勝 


止ま ら な い | 勢力 図 ン フト 」 


Text : 天野 雅彦 (Masahiko Amano / Amano e Assooiati) Photo : 松本 浩明 (Hiroaki Matsumoto) 


へ 、 季 の イン ディ カー シリ ー ズ で は 若手 が 台頭 。 


ププ そう し た な か 、 第 9 戦 ロ ー ド アメ リカ 終了 
時 点 で ポイ ント リー ダー に 立っ つて いる の が アレ ッ 


クス ・ パ ロウ (チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー シ ン グ ) だ 。 


第 9 戦 で の キャ リア 2 勝目 は 今季 5 回 目 の 表 彰 台 。 
彼 は 実績 を 自信 に 換え て いく 天才 で 、 走 っ た ぶん 
だ け 速 く な っ て いく と いう 戦い ぶり を 見 せ て き て 
いる 。 デ トロ イト ・ レ ー ス 2 を 3 位 で 終え た 際 、| パ 
ト (オー ワー ド ) が すご い 勢 いで ポジ ショ ン を 上 
け て き て いて 、 次 は 自分 が 抜か れる 番 だ と 思っ た ] 
と 笑い な が ら 振 り 返 っ て いた 。 彼 は 2 番手 の 座 を 
いっ た ん 明け 渡す と 、 ジ ョ セ フ ・ ニ ュー ガー デン 
(チー ム ・ ペ ンス キー) に アタ ッ ク 。 結局 パス は 
な ら ず 、3 位 で の ゴー ル と な っ た が 、 そ れ を 受け 
入れ て いた 。「 パ ト は 今季 の ここ まで で 一 番 い い 
パフ ォ ー マ ンス を 見 せ て いた か ら ね ]」。 一 方 、 そ 
の 裏 の 自信 も 隠さ な い 。 2 年 目 か ら ガ ナッ ン で 走 
っ て いる こと に つい て 、「 勝 利 に 対す る プレ ッ シ 
ャ ー、 そ れこ そ が レー ス だ と 思う 」 と 言う ほど だ 。 
[ここ で は アグ レッ シブ な 走り が 必要 。 そ うし な 


と 1 


/ 生 コ 


ET 


か っ た ら 、 誰 か が より アグ レッ シブ に 自分 より 速 
く 走 る こと に な る だ け 」| と も 言う が 、 限 界 を 超え 
て アク シ デ ン ト を 起こ す タ イプ で は な く 、 常 に 少 
し の 余裕 を 残し て 戦う 冷静 さも 併せ 持っ て いる 。 
オー ワー ド (アロ ウ ・ マ クラ ー レ ン SP) の 評 


価 は も と も と 高かっ た が 、 同 チー ム で 走り 出し て 


か ら 実 力 が 開花 。 す で に 4 勝 を 挙げ て いる コル ト 
ン ・ ハ ー タ (アン ドレ ッ テ ィ ・ オ ー ト スポ ー ト ) 
と の 差 を 埋め る 勢い だ 。 デ トロ イト ・ レ ー ス 2 で 
の 逆転 勝利 を 見 て も 分 か る と お り 、 彼 は 競 わ せる 
と 非常 に 強い 。 ト ッ プ を 走る ニュ ー ガ ー デ ン と の 
サイ ド ・ バ イ ・ サ イド の バト ル で 一 歩も 譲ら な か 
っ た 。 勝負 勘 も 度胸 も 充分 に ある 。 ま た 、 コ ー ル 
ド タ イ ヤ で の 速 さ が 証明 する と お り 、 マ シン コン 
トロ ー ル 能力 が 非常 に 高い 。 デ トロ イト ・ レ ー ス 


/ マ ーー レン 
ペル // つ 


どの 7 カ プ / プ マル ベ バ 


A TRIBUTE TO FIRST RESPONDERS 


ー ン ーーーーーーーーーー 


JUNE 20,. 2021 


記 上 ) 「 ス コッ ト ・ デ ィ ク ソン 
に は 何で も 聞く し 、 彼 は どん 
な 質問 に も 答え て くれ る 。 ダ 
No ララ ント 
司 居 も いる 00 還 必 議 
虚 か づつ 屈託 の な い キ ャ ラ で 、 

チャ ン ピ オ ン た ちか ら 多 く の 
を UIIIIG さ SGUY る 
ッ プ ・ ガ ナッ シ は 有望 な 後継 
者 を 手 に 入れ た か 。 ( 左 ) オー 
gi 三 ド の 回 語 ド 20 の (89 
位 と 不発 。 彼 は 2019 年 の カ 
ー リ ン 時 代 も 経験 豊 定 な ドラ 
イ バ ー た ち を 多く パス し て お 
り 、 バ トル で の 強 さ は 光っ て 
いた 。( 下 ) ヴィー ケイ は 自転 
車 ト レー ニン グ 中 に 鎖骨 を 骨 
折 し 、 ロ ー ド アメ リカ を 欠場 。 
荒 肖 リ り だ が 、 ス ピー ド を 成績 
に つ な け る カカ も 備え つつ ある 。 


1 の 終盤 、 リ スタ ー ト で 次 々 と ライ バル た ち を パ 
ス し て いっ た と きも マシ ン は 滑っ て いた と いう 。 
[| グリッ プ が 残っ て いる と 感じ て いた 。 1 台 ず つ 、 
た だ 1 回 の アタ ッ ク で 仕留め る 必要 が あっ た 。 そ 
れ を 達成 で きた の が うれ し か っ た 」| と 振り 返る 。 
た だ 、 波 が ある と ころ が オー ワー ド 陣 営 の 玉 点 か 。 


「 ゴ =/c) ゴ 


昨季 19 歳 で デビ ュー し た リナ ス ・ ヴ ィ ー ケ イ ( エ 
ド ・ カ ー ペ ンタ ー・ レ ー シ ン グ ) は 、 そ の デビ ュ 
ー 戦 テキ サス で アク シ デ ン ト を 起こ し 、 チ ー ム オ 
ー ナ ー の エド ・ カ ー ペ ンタ ー か ら 大 目玉 。 た だ 、 
その 後 は コー ス を 選ば ぬ ス ピー ド を 見 せ て いた 。 
シー ズン 終盤 の イン ディ アナ ポリ ス (IMS) で の 
ロー ド 戦 ハー ベス ト GP レ ー ス 1 で キャ リア 初 PP 
か ら 3 位 。 今年 は 4 月 に IMS の オー バル で の 開幕 
前 テス ト 開 始 直後 に クラ ッシュ し て テス ト を 棒 に 
振っ た が 、IMS ロ ー ド 戦 で キャ リア 初 優勝 。 イ ン 
ディ 500 で は 2 年 連続 の ファ スト 9 進出 か ら 予 選 
3 番手 で 史上 最 年 少 フ ロン トロ ウ 入 り と 、 秘 め た 
スピ ー ド を 発揮 し て き て いる 。 初 走行 の デ ト ロ イ 
ト で は プラ クティ ス で 派手 に コー ス ア ウト し た が 、 
リス ク を 怖 れ な い ア グレ ッ シ ブ さ は 規格 外 で 、 ク 
ラッ シュ し て も 縮 こ ま ら な いと ころ は 大 き な 魅 力 。 
その 全容 は まだ 明らか に な っ て いな い 。 

第 2 戦 セ ント ピー ター ズバ ー グ で ニュ ー ガ ー デ 
ン を 寄せ つけ ず に 通算 4 勝目 を 挙げ けた ハー タ は フ 
ル 参 戦 3 年 目 、21 歳 に し て チー ム の エー ス と な 
っ て いる 。「 1 勝 、2 勝 じゃ タイ トル は 獲れ な い 。3、 
4 勝 し て 、 勝 て な い レ ー ス で も 表彰 台 に 上 が る 。 
自分 た ちな ら そ れ が で きる は ず 」]。 だ が 、 チ ー ム 
に は 上 昇 気流 に 乗れ そう も な い 不 穏 な 雰囲気 も 漂 
う 。 ラ イア ン ・ ハ ンタ ー - レイ と ジェ イム ズ ・ ヒ 
ンチ クリ フ の パフ ォ ー マ ンス が 下降 線 を 辿り 、 ア 
レク サン ダー・ ロ ッ シ は 悪い と き の ほ う が 多 い ほ 
ど 。 シ ー ズ ン 後 半 戦 も 彼 の 孤軍 奮闘 は 続き そう だ 。 
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第 4 戦 SUGO か ら レ カロ レー シン グ に 加入 


元 GT500 王 者 の 小暮 卓史 
86 プ BRZ レ ー ス に 参戦 決定 ! 


Text : autOSDOrt web 


の / 019 年 に 発足 し 、 国 内 最大 級 の ワン メイ ク 
シン シリーズ TOYOTA GAZOO Racing 86 
BRZ Race の プロ フェ ッ シ ョ ナル クラ ス に 参戦 
し て いる レカロ レー シン グ は 、 シ ー ズ ン 当 初 に 予 
告 し て いた と お り 7 月 24<25 日 に 開催 予定 の 第 
4 戦 SUGO よ り 、 長 年 スー パーGT で 活躍 し て き 
た 小暮 卓史 が 新た に チー ム へ 加入 する こと を 発表 
発 。 
長年 に わた っ て ホン ダ の エー ス ド ラ イ バ ー と し 
て GT500 ク ラス を 戦い 、 現 在 は GT300 ク ラス で 
JLOC の ラン ボル ギー ニ を ドラ イブ し て いる 小暮 
だ が 、 同 じ く GT ドライ バー た ち が 多 数 参戦 し て 
いる 86/ BRHZ レー ス へ 参戦 する 。 小 暮 が 駆る マ 
シン は 、 カ ー ナ ン バ ー “909” で 車両 は スバ ル 
BRZ を 使用 する と の こと だ 。 
小暮 が 第 4 戦 よ り シ リー ズ 初 参戦 を 果たす こと 


に と も な い 、 同 チー ム は 、 佐 々 木 孝太 、 井 口 卓 人 、 


小暮 と いう 3 人 の ドラ イ バ ー 体 制 で 、 今 季 の 残り 
8 ラウ ンド を 戦っ て いく こと に な る 。 


レカロ ジャ パン は 、 自 動車 用 本 格 フ ル バ ケ ッ ト 
シー ト 「『 プ ロレ ー サ ーRMS」 の 開発 な ど に 、 モ 
ー タ ー ス ポー ツ を 通じ て 得 た 知見 や 経験 を フィ ー 
ド バ ッ ク す る こと を 目的 と し 、2019 年 に レカロ 


レー シン グチ ー ム を 設立 。 同 年 より 国内 最大 級 の 
ワン メイ クン リー ズ で ある 86 ン / BRZ レー ス に 参 
戦 し 続け 、 さ ら な る 自社 製 フ ル バ ケ ッ ト シ ー ト の 
品 買 向上 に 努め て いる 。 

2021 年 シー ズ シ の プロ フェ ッ シ ョ ナル クラ ス 
に 、 こ こま で チー ム は 906 号 車 RECARO 86 DL 
K を ドラ イブ する 佐々 木 と 、988 号 車 RECARO 


BRZ BS T を ドラ イブ する 井口 の 2 台 体制 で 参戦 。 


開幕 戦 も て ぎ 、 第 2 戦 富 士 、 第 3 戦 オ ー ト ポリ ス 
を 終え た 時 点 で 井口 が ラン キン グ 10 位 に つけ て 
いる 。 

長年 、 ホ ンダ の エー ス と し て 国内 の トッ プ カ テ 


小暮 に と っ て 、 は じ め て の 市 販 車 ワン 
メイ クレ ー ス 参戦 に な る 。86 プ BRZ シ 
リー ズ が 誇る レベ ル の 高 さ を 知っ て い 
今回 の 決断 に は 相当 な 覚悟 を 持っ て 下 
し た も の と 思わ れる 。86 プ BRZ ン リー 
ズ の プロ クラ ス は 現在 、 第 3 戦 ま で を 
胃 終了 し 10 号 車 OTG TN 滋 賀 86 を 駆 
る 菅 波 冬 悟 が 2 勝 を マー ク し 、 ポ イン 
トラ ン キ ング トッ プ を 独走 し て いる 。 


ゴリ ー で 存在 感 を 発揮 し て きた 小暮 に と っ て 、 市 
販 車 ワン メイ ク カ テ ゴ リ ー へ の 参戦 は 今回 が 初め 
て 。 小暮 は 新た な 経験 を 人 包 え よう と し て いる が 、 
自身 は 、 果 た し て 86 BRZ の ワン メイ クシ リー 
ズ に どの よう な 印象 を 抱い て いる の だ ろう か 。 
参戦 に あたっ て 小暮 は 「86 ご BRZ レース の プ 
ロク ラス の レベ ル の 高 さ 、 ナ ン バ ー 付 き ワ ン メ イ 
ク 車 両 の 難し さ は 充分 に 理解 し て いま す | と 、 シ 
リー ズ が 持つ レベ ル の 高 さ を 第 一 印象 と し て 真っ 
先 に 挙げ て いる 。 

また 、86/BRZ レー ス の レベ ル の 高 さ ゆえ に 
[(2 年 前 の 9 月 以来 、 レ カロ レー シン グ か ら 参 戦 


の 誘い は あっ た が 、) レー ス に 参加 し た い 気 持ち と 、 


簡単 に は 参加 で きる レー ス で は な いと いう 想い に 
葛 膝 し て きま し た 。 で す が 、( チ ー ム の 熱心 な 誘 
い を 受け て ) よう や く 決 心 が つ きま し た 」 と 今回 


る と いう コメ ント を 残し て いる だ け に 、 


「 ゴ =/ と 7 コ 


O7E 


の 参戦 に あたり 、 相 当 の 覚悟 を 持っ て 決断 を 下 し 
た 胸 の 内 も 明か し て くれ た 。 

レカロ レー シン グチ ー ム の チー ム マ ネー ジャ ー 
を 務め る 前 口 光宏 氏 は 「 チ ー ム メイ ト の 佐々 木 孝 
太 選 手 も 、 井 口 卓 人 選手 も 、 小 暮 卓史 選手 の 加入 
を 歓迎 し 、 と も に テス ト を 重ね て きま し た 。 チ ー 
ム メ イト で も あり 、 同 じ レ ー ス を 戦う ライ バル で 
も あり ます が 、 非 常に 良い 関係 を 穫 け て いま す 。 
残り の レー ス 全 戦 を 3 台 で 走り 切り た いで す 」| と 
抱負 を 語る 。 

な お 、 小 暮 が スバ ル の 生産 拠点 が ある 群馬 県 の 
出身 で ある こと 、 ス バル 車 で 公式 レー ス に 参戦 す 
る こと は 今回 が 初め て と いう こと も あり 、 地 元 の 
スバ ルディ ー ラ ー、 富 士 ス バル が チー ム を 全面 的 
に バッ クア ッ プ する こと を 約束 。 同じく スバ ル 
BRZ で 参戦 する 井口 が ドラ イブ する 988 号 車 と 
併せ て 、 車両 メン テ ナ ン ス か ら レ ー ス メカ ニッ ク 
の サー キッ ト へ の 派遣 な どの サポ ー ト を 小暮 の マ 
シン に も 同様 に 行なっ て いく 。 

2019 年 9 月 か ら チ ー ム 加入 を 誘わ れ て いた も 


の の 、1 年 と 10 カ 月 も の あい だ 葛 膝 し 続け た 小暮 。 


悩み 抜い た すえ に 参戦 を 決断 し た 2010 年 の スー 
パーGT シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン は いま 、 自 身 に と 
っ て 新た な 挑戦 に 闘志 
40 歳 で 初 挑戦 に 注目 が 集まる 。 


太 C4O 


燃やし て いる に 違い な い 。 
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岩佐 は 3 レー ス と も 入党 
レー ス 1 で は トッ プ 快 走 も 


雨 が ら み の 第 2 戦 フ ラン ス は 


3 人 が 勝利 を 分 け 合 う 


POUUUEPLUIUUDULLULLIHEELUULLLULLULLLLULULLLLLLELLUULULIULLULLLLLUUMEELLLULLULLUULELULLLLLLULUULLULLULLLLLLULLLLLL 


Text : autOSDOrt web 


月 19 一 20 日 、FIA F3 第 2 戦 が フラ ンス 
の ボー ルリ カー ル ・ サ ー キ ッ ト で 開催 され 、 
レッ ドブ ル ジ ュ ニア の デニ ス ・ ハ ウ ガ ー (プレ マ ) 
が ポイ ント ラン キン グ 首 位 を キー プ し て いる 。 同 
じ く レッ ドブ ル ジ ュ ニア で ホン タダ 育成 の 岩佐 歩夢 
(ハイ テッ ク GP) は レー ス 1 で 一 時 トッ プ を 司 走 
する な ど 、 開 幕 戦 ス ペイ ン か ら 前 進 し 、3 レー ス 
すべ て を 入賞 較 内 で フィ ニッ シュ し て いる 。 
レー ス 1 は ファ イナ ル ラ ッ プ で DRS を 使い 、 ビ 
クト ー ル ・ マ ルタンス (MP モー ター スポ ー ツ ) 
を パス し た アレ クサ ンダ ー・ ス モリ ヤー (ART) 
が 今季 2 勝目 を 飾っ た 。 岩佐 は 一 時 トッ プ を 快走 
し 、3 番 手 で フィ ニッ シュ し た も の の ペナ ル テ ィ 
を 受け 8 位 に 降格 。 カ ラン ・ ウ イリ アム ズ (イェ 
ン ツ ァ ー) が 93 位 表彰 台 を 獲得 し て いる 。 
レー ス 2 は プレ マ 勢 が 好調 で 、 ア ー サ ー・ ル ク 
レー ル (プレ マ ) が ポー ル ・ ト ウゥ ウ ・ ウ イン で 今季 
初 優勝 を 達成 し た 。 レ ー ス 後に は 兄 シ ャ ルル ・ ル 


rO ル 7U74 ど 


PTPPLULUHEDULEEUILLLUIIELUUEELLUULELLLUEL 


レ ラー ル ど ララ ェ ラー リ の 
マッ ティ ア ・ ビ ノッ ト 代 
表 が 祝福 に 訪れ た 。 2 位 
に チー ム メ イト の ホウ ガ 
ー、" 非 プレ マ 勢 " で は 
マル タン ス が 唯一 気 を 吐 
いて 3 位 に 入っ た 。 

雨 模様 と な っ た レー ス 3 は ハウ ガー と の 一 騎 打 
ち を 制 し た ジャ ッ ク ・ ド ウゥ ウー ハン (トラ イデ ント ) 
が 優勝 。 滑 りや すい コン ディ ショ ン で 優れ た マシ 
ンコ ント ロー ル を 披露 し た 。2 位 に ハウ ガー、 3 
位 に は カイ オ ・ コ レ (MP モー ター スポ ー ツ ) が 
マル タン ス と の 攻 防 を 制 し 、 表 彰 台 を 獲得 し た 。 


ポイ ント ラン キン グ は 、66 点 の ハウ ガー が 首位 。 


2 番手 に 60 点 の マル タン ス 、 3 番手 は 58 点 の ド 
ゥ ー ハ ン 、 岩 佐 は 15 点 で レー ス 2 を 制 し た ルク 
レー ル ら と 同率 の 12 番手 と な っ た 。 次 戦 オ ー ス 
トリ ア は 7 月 2 日 て 4 日 に 開催 され る 。 


レー ス 2 好 走 の ウェ ー レ イン は “不適 切 が "ファ ンプ ブー スト 使用 で 降格 


“ラテ ン 系 の ふた り " が 初 開催 の プ エ ブ ラ を 攻略 


Text : autOSDOrt web 


月 19ー20 日 、 メ キシ コ の プ エ ブ ラ で 上 第 8 
> の 9 戦 プ エ ブ ラ E-Prix が ダブ ル ヘ ッ ダ ー で 
開催 され 、 第 8 戦は ルー カス ・ デ ィ ・ グ ラッ シ ( ア 
ウデ ィ ス ポー ツ ・ ア プ ト ・ シ ェ フ ラー)、 第 9 戦 
は エド アル ド ・ モ ル タ ラ (ロキ ッ ト ・ ベ ンチ ュ リ 
・ レ ー シ ン グ ) が 優勝 を 飾っ て いる 。 
昨年 まで の メキ ンコ 戦は 、F1 も 開催 され て い 
る アウ トド ロー モ ・ エ ル マ ノ ス ・ ロ ドリ ゲス で 行 
な われ て きた が 、 今 シー ズン は 開催 サー キッ ト が 


変更 さ Ma 


ショ ン 。 レー ス デ ィ ス タン ス は 通常 どおり 45 分 
十 1 周 だ 。 レ ー ス が スタ ー ト する と 、 パ スカ ル ・ 
ウェ ー レ イン (タグ ・ ホ イヤ ー・ ポ ル シ ェ ) が 
PP から 一 度 も 順位 を 譲る こと な く ト ッ プ で チェ 
ッ カ ー を 受け た 。 と ころ が 、 レース 終了 後 ポ ルン 
ェ 陣 営 に 落と し 穴 が 待っ て いた 。 フ ィ ニ ッシュ し 
た 有 瞬間 | チー ム が レー ス 前 に 使用 する タイ ヤセ ッ 
ト を 宣言 し て いな か っ た | こと を 理由 に 、 ウ ェ ー 
レイ ン お よび チー ム メ イト の アン ドレ ・ ロ ッ テ ラ 
ー の 2 台 に 失格 裁定 が 下さ れ た の だ 。 


(上 ) 開幕 戦 で は 3 レース と も ノー ポイ ント に 終わ っ た ルク レー ル だ 
が 、 第 2 戦 の 2 レース で は 僚 友 ハウ ガー を 下 し 今季 初 勝利 。( 下 ) レ 
ー ス 1 で は 、 5 番手 グリ ッ ド か ら 好 ダッ シュ を 見 せ 、 中 盤 で は 激 し 
く ト ッ プ 争い を 演じ た 岩佐 。 し か し その バト ル で 、 コー ス 外 走行 の 
ペナ ル テ ィ が と られ た た め 、 今 季 初 の 表彰 台 を 逃し た 。 
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3 位 で チェ ッ カ ー を 受け た レネ ・ ラ スト と と も に 
アウ ディ の 2 台 が ワン ・ ツ ー・ フ ィ ニ ッシュ を 和 飾 
っ た 。 3 位 に ほ は モル タラ (日 キッ ト *・ ペ ンチ ュ リ 
・ レ ー シ ン グ ) が 続い て いる 。 

翌 20 日 に 開催 され た 第 9 戦は 、 前 戦 の 雪辱 を 
青 ら す べく 猫 チ ャ ー ジ を 仕掛 けた 2 番手 ウェ ー レ 
イン を 抑え る 格好 で モル タラ が 優勝 。 そ の 後方 で 
は 、 こ の レー ス で PP を 獲得 し た オリ バー・ ロ ー 
ラン ド (ニッ サン ・e ダム ス ) と の 名 い を 制 し た 
クト キャ ン ツテ ディ ユン ビン ョ ン ・ ウ ツァ ー ン シン 


19 日 に 開催 され た 第 8 戦は 、 ド ライ コン ディ 


この 結果 、2 位 の ディ ・ グ ラッ シ が 繰り 上 が り 、 ・ レ ー シ ン グ ) が 嬉し い 初 表彰 台 を 獲得 し て いる 。 
= 。 と ころ が 、 前 戦 に 続き 2 位 ウ ェ ー レ イン に また 
し て も 不運 が 襲う 。 レ ー ス 後 「 フ ァ ン ブー スト を 
不適 切 に 使用 し た ] と し て 、5 秒 加算 ペナ ル テ ィ 
が 科 さ れ 4 位 に 降格 。 好 調 な 週末 を 過ごし て いた 
だ け に 、 ウ ェ ー レ イン と ポル シェ 陣営 に と っ て は 
痛 す ぎる 裁定 と な っ た 。 
その 結果 、 優 勝 は モル タラ で 変わ ら な いも の の 、 
キャ シディ が 2 位 、 ロ ー ラ ンド が 3 位 に 繰り 上 が 
り っ て いる 。 
フォ ー ミ ュ ラ E の 次 戦は 7 月 10 一 11 日 に アメ 
リカ ・ ニ ュー ヨー ク で 開催 され る 予定 だ 。 


第 2 レー ス 勝 者 の モル タラ は 、 猛 追 す る ウェ ー レ イン を 完封 し こち 
ら も 2 シー ズン ぶり と な る 勝利 を つか み 取 っ た 。 


ディ ・ グ ラッ シ に と っ て 、 こ の 勝利 は 2018/19 年 シー ズン の 第 10 
戦 以来 、2 年 ぶり の も の と な っ た 。 


海外 ジャ ー ナ リス ト 通 信 
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ウイ リア ムズ ス 新 代表 の 狙い 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo : XPB 


| 勝者 の 文化 ] は 根付 く の か 


組織 の 再編 を 断行 中 の ウイ リア ムズ が 


ラリ ー 界 で 名 を 挙げ ば た ヨー スト ・ カ ピー ト を 新 代表 に 据え た 


イモ ン ・ ロ バー ツ が ウイ リア ムズ を 離脱 

し た 。 ウ イリ アム ズ 家 が チー ム を 去っ た 

あと 、 暫 定 チ ー ム 代表 を 任 さ れ た ロバ ー ツ は 、 

2020 年 12 月 に 正式 な チー ム 代 表 に 就任 し た ば 
か り だ っ た 。 

だ が 、 こ れ は ウイ リア ムズ が 生ま れ 変 わろ う 


と し て いる こと を 示す 明確 な サイ ン だ 。 そ し て 、 


ゆっ くり と で は ある が 、 確 実に 築 か れつ つ あ る 
新 組織 は 、 ヨ ー ス ト ・ カ ピー ト と フラ ン ソ ワ ・ 
グ ザ ビエ ・ ド ウゥ メゾ ン が 抱く | レー シン グチ ー 
ム は こう ある べき | と いう 理想 を 反映 し た も の 
に な る だ ろう 。 

カビ ピー ト は 過去 に 二 度 、F1 で 仕事 を し て き 
た が 、 い ずれ も 目立っ た 成功 を 収め る に は 至ら 
な か っ た 。 最初 に 加わ っ た ザウ バー で は 、 ペ ー 
ター・ ザ ウ バ ー と レオ ・ レ ス が 形成 する イン ナ 
ー サ ー ク ル に 入れ ず 、 チ ー ム の 指導 体制 に うま 
く 溶 け 込 むこ と が で き な か っ た 。 その後 、 フ ォ 
ルク スワ ー ゲ ン の WRC チーム を 率い 、 世 界 選 
手 権 を 4 連 罰 し て 名 を 上 げた カ ピ ー ト は 、 マ ク 
ラー レン の CEO の 職 を オフ ァ ー さ れ て 16 年 9 
月 に F1 に 戻っ て きた 。 と ころ が 、 そ れ も わ ず 
か 4 カ月 で 終止 待 が 打 た れ た 。 彼 を 招い た ロン 
・ デ ニス が 失脚 し 、 ザ ッ ク ・ ブ ラウ ン が 敷い た 
新 体制 に は 、 も は や カ ピ ー ト の 居場所 は な か っ 
た の で ある 。 

だ が 、 今 年 月 に ウイ リア ムズ の CEO に 迎 
えら れ 当 カビ ピー ド R 選 は 、 チ ー ム を 思い どおり に 
運営 する 権限 が 与え られ て いる 。 こ れ は 彼 に と 
っ て 、 和 気心 の 知れ た 信頼 で きる 人 物 を 重要 な ポ 
ジン シン ション に つけ られ る こと を 意味 し 、 そ の 最初 
の ステ ッ プ と し て テク ニカ ルディ レク ター に 招 
聴 し た の が ドゥ ウメ ゾン だ っ た 。 彼 は フォ ルク ス 
ワー ゲン が WRC を 連 還 し た 時 期 の 技術 責任 者 
で 、 カ ピー ト の 狙い は 当時 の | 勝者 の 文化 | を 
ウイ リア ムズ で 再現 する こと に あっ た 。 

ドゥ メゾ ン の 区 任 に と も な い 、 フ ァ ク トリ ー 
の 技術 サイ ド の 運営 は 彼 に 任 さ れ 、 ロ バー ツ は 
レー シン グチ ー ム の 責任 者 と な っ た 。 だ が 、 複 
数 の イン サイ ダー の 話 に よる と 、 こ の ふた り の 
仲 は 決し て 良く は な か っ た と いう 。 


これ で 低迷 し っ ぱな し の 名 門 は 復活 する の か 


また 、 少 な く と も 2 年 ほど 前 か ら 、 ウ イリ ア 
ムズ の レー スチ ー ム と ファ クト リー の 製作 部 門 
と の あい だ で は 、 し ば し ば 不協和音 が 生じ て い 
た 。 サ ー キ ッ ト で 働く 人 々 が 「 フ ァ ク トリ ー か 
ら 届 く パ ー ツ に 重大 な 欠陥 が ある | と 不満 を 述 
べ 、 製 作 部 門 を 指弾 する と 、 そ れ に 対し て ファ 
クト リー の スタ ッ フ は |「 レ ー ス チー ム が 間違っ 
た パラ メー タ で クル マ を 走ら せ た 」| と 反撃 する 、 
ご いっ うた よう に 7 の 

それ と 同時 に 、 チ ー ム で は 長年 ウイ リア ムズ 
で 働い て きた 人 々 と 、 お も に 元 マ クラ ー レ ン の 
スタ ッ フ で 構成 され る | 新派 閥 ] と の 深い 確執 
も 表面 化し て いた 。 後者 は 、2 年 前 に マク ラー 
レン が 組織 の スリ ム 化 を 断行 し た 際 に 解雇 され 、 
その 後 ウ イリ アム ズ で 再び 職 を 得 た 人 た ち だ が 、 
同じ く “ 元 マク ラー レン ” の ロバ ー ツ が ウイ リ 
アム ズ に 来 た こ と で や や 増長 し て いた の で ある 。 
ウイ リア ムズ の ある 古株 メン バー は 、 私 に 次 の 
まつ り 司 っ て いた 。 

[マク ラー レン 出身 の 連中 は 私 た ち を 完全 に 無 
視 し 、 格 下 の 人 間 の よう に 扱っ て いる 。 昔 か ら 
ウイ リア ムズ に いる 者 た ち は 、 ま っ た く 何 も 分 
か っ て いな いと で も 言わ ん ば か り の 態度 な ん だ 。 


彼ら と の あい だ に は 、 根 深い 対立 が ある ] 

カビ ピー ト と ドゥ メゾ ン は 、 こ うし た 問題 を 放 
半 る ご ど は で き な い と 考え た "そし て 、 元 マ 
クラ ー レ ン 派 閥 の リー ダー と 見 られ て いた ロバ 
ー ツ を 放逐 し 、 チ ー ム か ら 排 除 し た の で ある 。 
ふた つの 陣営 に 分 断 さ れ た スタ ッ フ が 、 ひ と つ 
に まとまっ て 密接 に 協力 し あえ る よう に な ら な 
けれ ば 、 チ ー ム は 前 へ 進め な いか ら だ 。 

今後 、 カ ピー ト は チー ム を 完全 に 掌握 する べ 
く 、 と も に フォ ルク スワ ー ゲ ン を ラリ ー 界 の 頂 
点 に 導い た 仲間 の な か か ら 、 さ ら に 何人 か を ウ 
イリ アム ズ に 呼び 入れ る 可能 性 が 高い 。 心 か ら 
信頼 で きる 人 々 を 周囲 に 集め 、 上 級 ス タッ フ が 
結束 の 固い 少 人 数 の ユニ ッ ト と し て 機能 する よ 
うに な れ ば 、 チ ー ム 全体 が 円 滑 に 動き 始め る と 
いう の が 、 彼 の 考え な の で ある 。 

カビ ピー ト に と っ て 重要 な の は 、 一 日 も 早く チ 
ー ム の 再生 を 完了 させ る こと だ 。 ド リル トン ・ 
キャ ピタ ル が 、 彼 の 仕事 を 長い 目 で 見 て くれ る 
と は 限ら ちら な い 。 オ ー ナ ー の 信頼 を つなぎ と め 、 
ウイ リア ムズ を 18 年 以来 の 極度 の 低迷 か ら 救 
い 出 す に は 、 ま ず 22 年 シー ズン の 序盤 戦 か ら 
一 定 の 成果 を 挙げ て いく 必要 が ある だ ろう 。 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 
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IMSA は プロ ト タ イ プ 黄 金 期 を 衣 歌 する 


新た な 北米 プロ ト タ イ プ 最 高峰 カテ ゴリ ー、 LMDh は 2023 年 に 本 格 導入 され る 


すでに 複数 の メー カー が この 新 ク ラス に 参入 予定 だ が 、 その 数 は 今後 も どん どん 増え て いき そう だ 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : LAT 


アメ リカ の スポ ー ツ カー レー ス は 、2014 年 
に 複数 の 派閥 が IMSA の も と に 統合 され て 以来 、 
着実 に 発展 し 続け て いる 。 さ ら に 、2023 年 に 
新 最高 峰 カ テ ゴ リ ー で ある LMDh が 本 格 導入 さ 
れれ ば 、 ウ ェ ザ ー テ ッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 
は 大 き な ブ ー ム を 迎え そう だ 。 

LMDh は 現行 の デイ トナ ・ プ ロト タイ プ ・ イ 
ンタ ー ナ ン ョ ナル (DPi) を ベー ス に 、 マ イル ド 
ハイ ブリ ッ ド ・ パ ワー トレ ー ン を 加え た も の だ 。 
各 メ ー カ ー は LMP2 シ ャ シー に 独自 の エン ジン 
と ボディ ワー ク を 搭載 で きる た め 、 低 コス ト で 
独自 の 色 を 出す こと が で きる 。 ご 存じ の と お り 、 
0)Hizyipa ョ 0 寺 RI の レニ 782 < 
ル ・ マ ン 24 時 間 を は じ め と し た 国際 格式 の イ 
ベン ト に も 参戦 で きる こと か ら 、 数 多く の メー 
カー が エン ドリ ーー 予定 だ / ウ デ ティ や ボル ント 
アキ ュ ラ な ど は す で 参 入 を 表明 し て お り 、 キ ャ 
デラ ッ ク も それ に 続く も の と 思わ れる 。 同 ブラ 
ンド と DPi で パー トナ ー シ ッ プ を 結ん で いる ダ 
ラー ラ も 、 こ の 関係 が LMDh に も 引き 継が れる 
こと を 期待 し て いる 。 ま た 、 フ ォ ル クス ワー ゲ 
ング ルー プ は ラン ボル ギー ニ や ベン トレ ー を 含 
め て IMSA 参 戦 拡 大 を 検討 し て いる と 言わ れ て 
お り 、 こ れ ら 以外 に も 関心 を 寄せ て いる メー カ 
ー が いく つか ある よう だ 。 

この 「 標 準 シ ャ シー に 各 メ ー カ ー が 独自 に エ 
ンジ ン と エア ロキ ッ ト を 載せ る | と いう コン セ 
プ ト は 、 ま ず イ ン デ ィ カ ー が 2012 年 に 採用 し た 。 
な お 、 こ の 10 年 間 で 3 回 アッ プ デ ー ト され て 
きた ダラ ー ラ 製 の “セーフティ ・ セ ル ” だ が 、 
関係 者 は この 現行 シャ シー が 引退 する の は 
2023 年 末 に な る と 見 て いる 。 イ ン デ ィ カ ー で は 、 
新た な 自動 車 メ ー カ ー (ある い は 航空 宇宙 産業 
(の Ca 語 5 条 272 の 20 の 上 の の CO い ラシン シリ 
ー ズ が 期待 し た よう な 成果 は 得 ら れ な か っ た が 、 
IMSA で は それ を 上 回 る 結果 を 残し て いる と 言 
えよ う 。DPi マ シン は 、2017 年 まで 使わ れ て 
いた 頑丈 だ が 見 栄え の 悪い グラ ンダ ム ・ プ ロト 


タイ プ か ら の 正常 進化 形 と し て 人 気 を 博 し 、 
IMSA の コン ペティ ター た ち が ル ・ マ ン に 復帰 
する 道筋 を 作っ た こと で 、 前 述 の よう に 多数 の 
バー カー 3 だ つる 。 

いま や 世界 中 の モー ター スポ ー ツ は 、 好 き 嫌 
い に 関 わら ず 、NASCAR の "管理 され た コン 
ペティ ショ ン と いう 哲学 を 、 何 ら か の か た ち 
で 模 條 し て いる 。 こ れ は NASCAR の 成功 の 方 


程 玉 で あり 、 長 き に わた っ て | 低 コ スト 、 平 等 、 


安定 | と いう 成果 を 出し て きた 。NASCARR は 
IMSA に と っ て 親会社 に 当たる 。IMSA は 彼ら 


の 親会社 や イン ディ カー か ら 得 た 教訓 を も と に 、 


僅差 の 戦い と 、 メ ー カ ー に 多大 な 価値 を 約束 す 

る 、 未 来 の フォ ー マ ッ ト を 作り 上 げた 。 
目下 の と ころ 、LMDh に 対す る 反応 は 、 ル ・ 

マン ・ ハ イ パ ー カ ー (LMH) を は る か に し の 


いで いる 。LMH は 2021 年 に 採用 され て いる が 、 


同 規定 車両 を 走ら せ て いる の は 現状 で は フル ワ 
ー ク ス 体 制 で 戦う トヨ タ と 、 プ ライ ベー ター な 
が ら な か な か に プロ フェ ッ シ ョ ナル な グリ ッ ケ 


- どー・ ら 2 
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人 や 

ジョ ン ・ オ レオ ビク ツ 

John Oreovicz 

イン ディ アナ ポリ ス 在 住 の ベテラン 記者 。 インディ 
カー は 20 年 以上 に わた り 取 材 し 続け て いる ほか 、 
NASCAR や ドラ ッ グ レー ス も カバ ー す る 。 


ン ハ ウス だ け だ 。WEC の 開幕 戦 ス パ 6 時 間 で は 、 
LMH マ シン が スタ ンダ ー ド な LMP2 マン ン に 
"苦戦" を 強い られ て いた 。 ち な み に 、 か つて 
LMP2 は IMSA に お いて DPi よ り 1 周 あ た り 2 
<3 秒 ほど 遅く な る よう に 調整 を 受け て いた 。 
IMSA と FIA は 、2023 年 の LMH と LMDh の 
ョ ジーン ョ エン スズ に つい 今年 6 用 ド 旬 央 初 
め て の 直接 会 合 を 行なう 予定 だ っ た 。 ふ た つの 
クラ ス 間 の 平等 性 を 生み 出す た め の 性 能 調 整 に 


関す る 議論 が 、 今 後 1 年 半 の 最大 の 争点 に な る 
こと が 予想 され る 。 


まだ 決ま っ て いな いこ と は ある が 、IMSA は 
来 た る べき 黄金 時 代 を すでに 斉 歌 し て いる 。 
IMSA 会 長 の ジョ ン ・ ド ゥ ー ナ ン は こう 語る 。 
[すでに 公表 され て いる 内 容 や 、 我 々 の LMDh 
プラ ッ ト フ ォ ー ム に 対す る 検証 に 大 い に 期 待 し 
て いる 。 今後 、 さ ら な る 情報 や 承認 事項 が アッ 
プ デ ー ト され る こと を 心待ち に し て いる 。 
LMDh と IMSA の スポ ー ツ カー 選手 権 の 未来 は 
明る い ] 


ックス ・ ア ンジ ェ レ ッ リ は 、2023 年 の デイ トナ 24 時 間 の LMDn ク ラス に は 24 台 が 集まる と 信じ て いる よう だ 。 
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アタ バ 
「・ Vo』 ・ 了 
みん な で 考え る 明日 の モー ヨー スポ ボー リツ | 衝 : ーーーーー  !・ 還 


フォ ー ミ ュ ラ カー 体験 の すゝ > め 


還 思 近 、 ジ ュ ニ ア ・ フ ォ ー ミ ュ ラ カー を 

使っ た 体験 試乗 企画 が さま ざま な か 
た ち で 催さ れる よう に な っ て きた 。 一 般 人 
陸 < うこ ョ ララ カー は 近 本 りり の ) だ 
乗り 物 な の で 、 フ ァ ン を 増やす た め に は と 
OSM 條 央 だ 所 思っ ぐい る 。 モニ タス 
ポー ツ は 見 る の も 楽し い が 、 や は り 実 際 に 
走っ て 得 ら れる 遇 奮 は 特別 な も の だ 。 

語 62EkI ご し (は らく 目 2 の 二 る ン 
ー ス や サー キッ ト で の スポ ー ツ 走行 か ら 遠 
ざか っ て いた 。 数 年 前 に 現役 復帰 し よう か 
ど 才 用 征 UUGNIOSE2eG2826 シ ソン デリ リス 
モ SPORT を 使っ た 簡易 シミ ュ レ ー タ を 我 
が 家 に 導入 し て すっ か り そ れ に ハマ っ て し 
まっ た こと も あり | も う 年 齢 も 年 齢 だ か ら 
e モ ー タ ー ス ポー ツ に 転向 し た ほう が 身 の 
た め な の か な あぁ 」| と 観念 し て いた 。 

で も 、 た また ま JAF F4 の 現役 選手 で あ 
る ハン マー 伊澤 さん が フォ ー ミ ュ ラ カー を 
使っ た 練習 会 を 開く と 聞い て 、 突 然 短 て い 
た 子 が 起き 、 参 加 申 し 込み を する こと と な 
っ た 。 結構 な お 金 は 使っ た けれ ど 、 結 論 か 
ら 言 え は 参加 し て 良かっ た 。 丸 1 日 JAF 
F4 を 走ら せ て 翌日 は 全身 筋肉 痛 に な っ た 
けれ ど 、 頭 の な か の サビ が すっ か り 沙 ち た 
よう な 爽快 感 を 得 て 、 大 けさ だ が 何 か 生 ま 
の わた 直 の MM 分 に すら な つっ た だ 

こん な 快感 を 和 れ ば 、 ど ん な 人 だ っ て レ 
ー ス の 虜 に な る 。 体験 さえ すれ ば 、 ラ イセ 


ンス を 取得 する 人 間 だ っ て 増え る だ ろう し 、 


レー ス を 見 よう と いう 人 間 だ っ て 増え る だ 
ろう 。 人 間 は 、 知 ら な い モ ノ に は 近 寄 ろう 
と し な い 。 美味 し いも の を 食べ れ ば また 食 
べた W 間 思 う は あど 、 知 ら な いも の は な か 
な か が 貼 皿 同 綿 本 ( い よう な も の だ 。 
[それ な ら ば 、 ど ん どん モー ター スポ ー ツ 
を 体験 させ れ ば いい | と いう 発想 は 大 昔 か 
ら 存 在 し た 。 だ が 、 そ こ に は 大 き な 壁 が あ 
うま で も それ は 変わ っ て いな い 。 
呈 を ス は 、 富士 ス 三 ドウ ェ イ に た マイカ 
ー を 持ち 込み スポ ー ツ 走行 を する 料金 は 、 
現在 20 分 間 4500 円 と な っ て いる 。 鈴鹿 サ 
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ー キ ッ ト は 30 分 6600 円 。 そ れ ぞ れ 人 入会 金 
ある い は サー キッ トラ イセ ンス 取得 料金 な 
と 4 万 円 近い 初期 費用 が 別途 必要 で ある 。 

も ちろ ん 、 シ ョ ッ プ 主催 の 走行 会 な ど 何 ら 
か の イベ ント で コー ス を 貸し 切り に し た 場 
合 は この 限り で は な い の だ が 、 ど こ か で 相 
応 の 金 が が か っ て いる こと に 変わ り は な い 。 
TV で 格好 いい レー ス を 眺め て その 気 に な 
っ て | よし 、 こ の 週末 由 自 和 記 走 男 全休 
て みよ う 」 wa 所 軽 選 チレ ン ン 9 る わけ 
に は な か な か いか な い の が 実情 だ 。 

僕 は 以前 、 サ ー キ ッ ト の 担当 者 に |「 も っ 
と 走行 料金 を 下げ る と か 、 入 会 金 や サー キ 
ッ ト ラ イセ ンス 取得 料金 を 下げ て 手間 を 減 
ら す な ど で き な いも の か ? そう すれ は 利 
用 者 は 格段 に 増え る は ず で 、 営 業 的 に は 結 
局 及 選 区 We る 3 の HAN の | と 提案 ル だ 
こと が ある 。 だ が 担当 者 は | その 理屈 は 承 
知 し て いる が 、 そ ん な に 簡単 な 話 で は な い ] 
所 くに 説明 レ く くれ た 

説明 を 要約 すれ ば 、 コ スト や 手間 な どの 
[障壁 | は 、 な くし た く て も な くせ な いも 
07E 二 G4022 に に ぶる 5 なせ か が かと 言え は 
手軽 に サー キッ ト を 走れ る よう に する と 、 
意識 の 低い ユー ザー が 増え て 危険 な こと に 
の a 諸 但 I( で きる か ら か の だ て うだ 。 な る 
ほど 、 そ れ は 納得 で きる 。 


サー キッ ト で 限界 走行 を する た め に は 自 
制 心 や 他 者 に 対す る マナ ー が 不可 欠 だ 。 そ 
れ が 分 か ら な い 単 な る 無謀 な 腕 自慢 が サー 
キッ ト に 大 挙 し て 押し 寄せ れ ば 、 そ こ で 何 
が 起き る か は 容易 に 想像 で きる 。 安全 な 環 
境 を 守る た め に は 簡単 に 入っ て 来 ら れ な い 
よう な 壁 が 必要 な の だ 。 

りく だく で て も 人 りく 計 
い 。 増やし た く て も 増やせ な い 。 モー 甘 填 
スポ ー ツ の 抱え る 宿命 が ここ に ある 。 

と いう わけ で 、 訂 軸 加 びと っ らん 丘 
し た 意識 を 持っ て いて 、 な お か つつ 次 の 一 歩 
を 踏み 出せ な い 方 々 に あら た め て 「 実 際 に 
走る こと | を オス ス メ し て お く 。 e モ 計 多 
ー ス ボー ツ も いい が 、 や は り 実 際 に クル マ 、 
と り わ け フ ォ ー ミ ュ ラ カー を 走ら せる 棋 感 
は 別物 な の だ 。 

TOM'S が 始め た フォ ー ミ ュ ラ 体験 コー 
ス は FIA F4 を 使っ た 約 45 分 間 の 走行 で 6 
万 円 か ら 。 ハンマー 伊澤 選手 の 練習 会 は 
JAF F4 を 使っ て 、 イ ヤ と 言う ほど ( 笑 ) 
走り 6 万 2500 円 。 どちら も レー シン グ コ 
ー ス で は な く ド ライ ビン グ パ レッ ト を 使っ 
2 町 Ue2G23892 較 時 一 ミュ フラ カ ー ド ライ 
ビン グ の 基礎 を 味わう に は 充分 だ 。 こ れ を 
高い と 考え る か 安い と 考え る か は それ ぞ れ 
の 考え 方 次 第 で ある 。 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 
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呈 に 替 議 コレ ベット ・ レ ー シ ン グ が 、 
ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 第 
8 戦 ロ ー ド アメ リカ か ら 4 台 目 の シ ボ レ 
ー・ コ ル ベ ッ ト C8.R を 投入 する と 発表 。 
8 月 21 22 日 開催 に 開催 され る WEC 
第 4 戦 ル し ・ マ ン 24 時 間 に 先 駆け 実戦 テ 
スト を 行なう 方 針 を 明らか に 


6/16 rwea1 

F1 FIA、 第 6 戦 ア ゼル バイ ジ 
ャ ン GP で 相次い で 発生 し た タイ ヤ パ ン 
ク を 受け 、 再 発 防止 策 と し て 内 圧 監 視 を 
厳格 化す る と 発表 

F1 語 光 語 22 の クレ 寺 2 員 の 
契約 を 2024 年 まで 延長 。 同 時 に メル セ 
デス の マネ ジメント も 継続 する こと も あ 
わせ て 明らか に 

HINDYWW アロ ウ ・ マ クラ ー レ ン SP、 
第 8 戦 デ トロ イト で の クラ ッシュ に より 
負傷 じ た ラ ェ リ ックス 回 二 ゼ ンク ウィ 
スト の 代役 と し て 、 第 9 戦 か ら ケ ビン ・ 
マグ ヌ ッ セン を 起用 する と 発表 


6/17 [mu 

F1 22 人 RI シン 5 0 
7 カク ル シ ラッ 目 2 トラ こ ニーク (ga gl PT 
を 務め た ルカ ・ フ ル バ ッ ト を チー ム の 新 
加 シ ツン 呈 の リン ジグ デ ィ レ クタ と 6 迎 
人 20OEioro ア / ニー こも bp 
テク ニカ ルディ レク ター の アン ドリ ュー 
・ グ リー ン は チー フ テ ク ニカ ルオ フィ サ 
ー に 即時 就任 する こと が 明らか に 。 技術 
部 門 の 体制 強化 を 図る 

F1 6 月 29 日 に 予定 され て い 
た 、2019 年 型 メ ル セ デ ス W10 を 使用 し 
た ロマ ン ・ グ ロー ジャ ン の プラ イベ ー ト 
テス ト が 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 に よ 
り 延 期し と な っ た こと が 明らか に 。 代替 日 
程 に つい て は 未定 

F1 ホン ダ 、 6 月 18 一 20 日 に 
開催 され る 第 7 戦 フ ラン ス GP より 、 パ 
めん ちの) アラ 4 ジン ジイ ク ウッ ン ご 
し て 「『Honda e : TECHNOLOGY』 を 
新た に 使用 する と 発表 
還 是 / ゴ e 世 議 1M GTE Pro ク ラス に 参 
戦 す る ウェ ザー テッ ク ・ レ ー シ ン グ が 8 
月 22<23 日 に 開催 され る 第 4 戦 ル ん ・ マ 
ン 24 時 間 へ 向け ドラ イ バ ー ラ イン アッ 
プ を 発表 。 ア ー ル ・ バ ン バ ー と ロー レン 
ス ・ フ ァ ン トー ル が クー パー・ マ クニ ー 
ル の チー ム メ イト と し て 加入 し た こと な 
ど が 明らか に 
較 :7 パ (KM 信 クロ スカ ント リー ラリ ー 
の FIA 世 界 選 手 権化 が 世界 モー ター スポ 
ー ツ 評議 会 (WMSC) に より 承認 され る 。 
同 イ ベン ト の 主催 団体 で ある アモ リ ・ ス 
ポー ツ ・ オ ー ガ ニ ゼ ーション (A.S.O.) 
が グロ ー バ ルプ ロモ ー タ ー に 任命 され た 
こと な ど が 明らか に 


6/18 [rr 


BMW、 新 型 M4 GT3 を 
6 月 22 一 23 日 に 実施 され る スパ ・ フ ラ 
ンコ ル シ ャ ン 24 時 間 へ 向け た 公式 テス 
ト に 投入 する と 発表 

画 ヨ コ Kg: 王 ヒュ ンダ イグ ルー プ 傘 下 
の HTWO が ゼロ エミ ッ シ ョ ン 実 現 へ 向 
けた 活動 の 一 環 と し て 、6 月 18 一 20 日 
に 開幕 を 迎え る ピュ ア ETCRH ン リー ズ へ 
燃料 電池 発電 機 を 供給 する と 発表 
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6/19 set 
F1 第 7 戦 フ ラン ス GP 予選 
レッ ドブ ル の マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ 
ン が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 。 2 番手 に 
メル セ デ ス の ルイ ス ・ ハ ミル トン 、3 番 
手 に メル セ デ ス の バル テリ ・ ボ ッ タ ス 
F3 第 2 戦 フ ラン ス レー ス 1 
ART の アレ クサ ンダ ー・ ス モリ ヤー が 
優勝 。2 位 に MP モー ター スポ ー ツ の ビ 
クト リル v マ ルク ンス 8 位 に 1 シン ツル 
ー の カラ ン ・ ウ ィ リ アム ズ 
F3 第 2 戦 フ ラン ス レー ス 2 
プレ マ の アー サー・ ル クレ ー ル が 優勝 。 
ら 信 回 同じ レラ マ く の テ スハ カカ 王 
3 位 に マル タン ス 
FE 第 8 戦 プ エ ブ ラ アウ ディ 
スポ ー ツ ・ ア プ ト ・ シ ェ フ ラー の ルー カ 
ス ・ デ ィ ・ グ ラッ シ が 優勝 。 2 位 に 同じ 
2 ポポ 2MC22 ド ンー クラ 
ー の レネ ・ ラ スト 、3 位 に ロキ ッ ト ・ ベ 
ンチ ュ リ ・ レ ー シ ン グ の エド アル ド ・ モ 
ル タ ラ 
SE 第 4 戦 SUGO 予選 
carenex TEAM IMPUL の 関口 雄飛 が ポ 
ー ル ポジ ショ ン を 獲得 。 2 番手 に 
DOCOMO TEAM DANDELION 
RACING の 牧野 任 袖 、3 位 に P.MU/ 
CERUMO・INGING の 阪口 晴 南 
INDY 第 9 戦 ロ ー ド アメ リカ 予 
選 チー ム ・ ペ ンス キー の ジョ セ フ ・ ニ 
ュー ガー デン が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 。 
2 番手 に アン ドレ ッ テ ィ ・ オ ー ト スポ ー 
ト の コル トン ・ ハ ー タ 、 3 番手 に メイ ヤ 
ー・ シ ャ ンク ・ レ ー シ ン グ の ジャ ッ ク ・ 
ハー ベイ 
0O 還 下 時 点 6C52 の Mi 
ラン ボル ギー ニニ 、 メ ル セ デ ス AMG の 3 
メー カー で 争わ れる 2021 年 の マニ ュ フ 
ァ ク チャ ラー 選手 権 に つい て 、 新 た に ポ 
ル シ ェ が 加わ る と 発表 
還 還 ii 蘭 較 開 幕 戦 モ ン ツ ァ レー ス 1 
基 玉 回 年 ラ ウン (アア ェ ラ ョ リリ 488 
GT3) が 優勝 。2 位 に ヴァ ン サ ン ・ ア 
ブリ ル (メル セ デ ス AMG GT3) 3 位 に 
マキ シン ミリ アン ・ ゲ ー ツ (メル セ デ ス 
AMG GT3) 


6/20 [sun1 

F1 第 7 戦 フ ラン ス GP 決勝 
フェ ルス タッ ペン が ポー ル ・ ト ウゥ ウ ・ ウ イ 
ンジ 2 信人 S ル ト ド トン 人 レッ ドク 
ル の セル ジオ ・ ペ レス 

F3 に 1252/ ラジ 2 人 | ジータ) 
ドン 25a ジ IRO の 2 ルウ ク ク ドク ハンク の 
優勝 。2 位 に ハウ ガー、3 位 に MP モー 
ター スポ ー ツ の カイ オ ・ コ レ 

FE 第 9 戦 プ エ ブ ラ モル タラ 
が 優勝 。2 位 に エン ビジ ョ ン ・ ヴ ァ ー ジ 
ン ・ レ ー シ ン グ の ニッ ク ・ キ ャ シディ 、 
3 位 に ニッ サン ・e. ダ ム ス の オリ バー・ 
加計 02 ト 

SF 第 4 戦 SUGO 決勝 
DOCOMO TEAM DANDELION 
RACING の 福住 仁鶴 が 優勝 。 2 位 に 大 
湯 都 史 樹 、3 位 に 関口 

INDYW 弟 9 戦 ロー ドア メリ カ 決 

且 還 二 り の 2) の ルソン 07 レッ クス リバ 
ロウ が 優勝 。2 位 に ハー タ 、 3 位 に チー 
Ne ペン セー の 0 (。 


還 加 ii 間 較 開幕 戦 モ ン ツ アァ レー ス 2 
シェ ルド ン ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ リ ン デ (BMW 
M6 GT3) が 優勝 。2 位 に 二 コ ・ ミ ュ 
ー ラ ー (アウ ディ R8 LMS)、3 位 に ル 
ー カ ス ・ ア ウ ア ー (メル セ デ ス AMG 


GT3) 


6/21 [ non ] 


OTHER 謙 性 ドラ イ バ ー に よる 国 
際 的 な シン グル シー ター レー ス で ある W 
シリ ー ズ が 2021 年 の 公式 スパ ー ク リン 
グ ワ イン パー トナ ー に イタ リア の フェ ッ 
ラー リ を 迎え た こと を 明らか に 


6/22 re 


OTHER 86/BRZ Race の プロ フ 
E 二 2 ンド ョ ミツ ョ ルレ クジ 200 る SKU の 
RECARO Racing、7 月 24ー25 日 に 開 
催 予 定 の 第 4 戦 SUGO より 小暮 卓史 が 
加入 する と 発表 。 こ れ に より チー ム は 佐 
々 木 孝 太 、 井 口 卓 人 、 小 暮 と いう 3 名 の 


間 20 の 辻 ラ ンク に 


6/23 [wed1 


記 cma,/e 識 スパ .・ フ ラン コル シャ ン 
24 時 間 “テス ト デ ー” が 6 月 22~<23 日 
に 行なわ れ 、BMW _M4 GT3 を 駆っ た 
ニッ ク ・ イ ェ ロ リー が 総合 トッ プ タ イ ム 
を マー ク 


6/24 thu1 


F1 アブ ダビ GP の 開催 地 で あ 
る ヤス ・ マ リー ナ ・ サ ー キ ッ ト が 、 
2021 年 最終 戦 に 向け て 実施 する コー ス 
レイ アウ ト 変 更 の 詳細 を 発表 。 タ ー ン 7 
前 の シ ケ イン を 撤廃 する な どの オー バー 
テイ ク 佐 進 策 が 明らか に 
回 較 第 6 戦 ケ ニア デイ 1 
SS1 が 行なわ れ セ バス チャ ン ・ オ ジ エ ( ト 
ヨタ ・ ヤ リス WRC) が トッ プ 。 2 番手 
に カッ レ ・ ロ バン ペラ (トヨ タ ・ ヤ リス 
WERGU3 普 手 避 生 ル ライン キバ ンス 
(トヨ タ ・ ヤ リス WRCO) 


6/25 rfn1 


F1 レッ ドブ ル 、 空 力 開発 部 
門 の 責任 者 を 務め る ダン ・ フ ァ ロ ー ズ が 
チー ム か ら 離 脱 する と 発表 

F1 FOM 、 中 止 と な っ た 10 
月 3 日 に 決勝 が 予定 され て いた 第 14 戦 
シン ガ ポ ー ル GP の 代わ り に トル コ GP 
を 開催 する と 発表 
シェ フラ ー、 開 幕 戦 モ ン 
ツア em ジン ドリ 計 し 8 和合 の マン ン か ルン 
ェ フ ラー の ステ ア ・ バ イ ・ ワ イヤ 技術 の 
「 ス ペー ス ド ラ イブ を 搭載 し た と 発表 

ay 議 シリ ー ズ が 、7 月 23ー25 
日 に 開催 され る 第 2 戦 ラ ウジ ッ ツ リン ク 
で 1 日 あたり 最大 1 万 人 まで に 限定 し 観 
客 の 動員 を 再開 する と 発表 
回 (> 半 議 第 6 戦 ケ ニア デイ 2 SS2 
ン 7 が 行なわ れ ヌ ー ビ ル が 総合 トッ プ を 
キー プ 。 2 番手 に 勝田 、3 番 手 に オ ィ ッ 
ト ・ タ ナッ ク (ヒュ ンダ イ i20 ク ー ペ 
WRC) 


6/26 [sat1 


F1 FOM、2014 年 か ら 毎 年 
ソチ ・ オ ー ト ドロ ー ム で 開催 し て きた ロ 
シア GP の 開催 地 を 、23 年 か ら サ ンク ト 
ペテルブルク 近郊 の オー トド ロー ム ・ イ 
ゴ ラ ・ ド ライ ブ へ 変更 する と 発表 

F1 第 8 戦 シ ュ タ イア ー マ ル 
ク GP 予選 フェ ルス タッ ペン が ポー ル 
ポジ ショ ン を 獲得 。 2 番手 に ボッ タス 、 
3 普 持 選 パ ミル トシ 


還 記 (所 識 第 6 戦 ケ ニア デイ 3 SS8 
ーー13 が 行なわ れ テ ィ エ リー・ ヌ ー ビ ル ( ヒ 
ュ ン ダイ i20 ク ー ペ WRC) が 総合 トッ 
プ へ 浮上 。 2 番手 に 勝田 貴 元 (トヨ タ ・ 
ヤリ ス WRC)、 3 番手 に オジ エ 


6/27 [sun1 


1 第 8 戦 シ ュ タ イア ー マ ル 
ク GP 決勝 フェ ルス タッ ペン が 優勝 。 
2 位 に ハミ ルト ン 、3 位 に ボッ タス 


回 に (* 綿 較 第 6 戦 ケ ニア デイ 4 
SS14ー18 が 行なわ れ オ ジ エ が 総合 優勝 。 
2 位 に 勝田 、3 位 に タナ ッ ク 


7/2 fm1 
男 7 職 ワ フト キン スグ レン 2 時 間 


7/3 sat 


F3 第 3 戦 オ ー ス トリ ア 


7/ 作 [san] 
1 第 9 戦 オ ー ス トリ ア GP 
3 第 3 戦 オ ー ス トリ ア 
INDY 第 10 戦 ミド ・ オ ハイ オ 
下 cA//e 華 第 5 戦 ミ サ ノ 


7/10 tsc 


第 10 戦 ニュ ー ヨ ー ク 
E-Prix 
AI9i 信 第 3 戦 ス ペイ ン 


7/11 rmm」 
FE 第 11 戦 ニュ ー ヨ ー ク 

E-Prix 

怠り gd: 灸 第 3 戦 ス ペイ ン 


7/16 [fi] 
還 思 (第 7 戦 エ スト ニア 


7/17 rsc 
F2 第 4 戦 イ ギリ ス 
細 加 (中 議 第 7/ 戦 エス トニ ア 


7/18 [ sun ] 
F2 第 10 戦 イギリス GP 
F2 第 4 戦 イ ギリ ス 
融 り Kgd: 玉 第 3 戦 モ ン ツ ァ 6 時 間 
面 還 画 議 第 3 戦 も て ぎ 
較 論 (> 議 第 / 戦 エ スト ニア 


7/24 [ sat ] 

FE 第 12 戦 ロン ドン E-Prix 
7/25 sun 

FE 第 13 戦 ロン ドン E-Prix 


還 還 7 開 議 第 2 戦 ラ ウジ ッ ツ リン ク 


7/30 gi] 


| オー トス ポー ツ 」 No.1557 発売 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 6 月 28 日 (月) 時点 の も の で す 
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M O TO RSPORT 


FROM PIT CREW 


供 こ の 週末 は 、 う れ し い ニュ ー ス が 
相次い だ 。 目 が 離せ な か っ た の は 
WRC ケニア に お ける 勝田 貴 元 の 戦 
いぶ り だ 。 他 者 の 脱落 が あっ た に せ 
よ 、 世 界 王 者 と 互角 に 渡り 合う 姿 を 
見 て 純粋 に シビ れ た 。 オ ー ス トリ ア 
で は レッ ドブ ル ・ ホ ンダ が メル セ デ 
ス を 真っ 向 勝負 で 打ち 破っ て の 4 連 
勝 。 そ の レー ス か ら は 、 も は や 風格 
さえ 感じ させ られ た 。「 世 界 に 挑む 日 
本 | と いう 構図 に は も は や 説明 は 不 
要 だ ろう 。 国内 で は 1 週間 前 の スー 
パー フォ ー ミ ュ ラ SUGO で 福住 仁 嶺 
が 念願 の 初 優勝 を 果たす な ど 、 と て 
も 濃密 な 2 週間 だ っ た 。 ド ライ バー 
の 技量 や ハー ド 面 の 技術 レベ ル に 関 
し て 言え ば 、 国 内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ 
ラ も 決し て 世界 に 引け を 取っ て いる 
と は 思わ な い 。 し か し 、 暴 行 面 に 課 
題 が 残る こと は 事実 だ 。 ど うす れ ば 
さら な る 盛り 上 が り を は か れる か 。 今 
号 60 ペ ー ジ か ら の 特集 で 自分 自身 
も あら た め て 勉強 と な り 、 そ の ヒン 
ト が 見 えた 気 が す る 。 (田中 ) 


@ ホ ンダ が 新型 シビ ッ ク を ワー ルド 
プレ ミア し まし た ね 。 こ の 新型 で も 
タイ プ R が 発売 され る と の こと で 、 と 


PO R TA L 


Seiichiro Aritomi 


て も うれ し く 思 いま す 。 し か し 、 個 
居所 が いる の (は NMN タ 2 イブ 
R じ ゃ な い グ レー ド の 6MT 車 。 現行 
型 の 6MT は 控え め に 言っ て も 素 晴 ら 
し か っ た で すね 。 今度 は 果たし て 

(きゃ り 一 ) 


⑱ ふ と レッ ドブ ル ふ た り が 今回 の シ 
ュ タ イア ー マ ル ク GP で 使用 する へ 
ル メ ッ ト を 眺め て いた と ころ 、 じ つ 
は フェ ルス タッ ペン と ペレ ス は か な 
り 良い 関係 を 築け て いる の だ な と 思 
2 の HOU の 7 二 お ロ UD の ) 
ヘル メッ トカ ラー リン グ の ベー ス 色 
が 送 な ん で す 。 ペ レス が 白 、 フ ェ ル 
スタ ッ ペ ン が 黄色 で すか ら 普 段 と は 
逆 。 こ うい うこ と を で きる の も 、 あ 
る 意味 レッ ドブ ル が “常勝 ′ に な っ 
た ひと つの 要因 な の か も し れ ま せん 
ね 。 さ て 、 昨 年 か ら 本 誌 の 編集 に 携 
220PWUDM/a ら EASY(G 
さい ます が 、 こ の 号 を 持ち まし て 編 
集 部 か ら 卒 業 す る こと に な り ま し た 。 
みな さま の 叱 激 励 な ど ご 声援 いた 
だ いた こと は 将来 忘れ ず 、 糧 と し て 
まま す の 請 これ まで 誠 あ りり が と 
MSUNESLU (マル ) 


On tnhe ED ピ 情報 が レー ス を も っ と 楽し くす る 
3 画 T 呈 庫 (トー フリーク 穫 報 人生 た れる 土 者 の 決断 


Round 8 シュ タイ アー マル ク GP 


- 4 連勝 プ 4 連 敗 の 重圧 


昌 Round 7 フラ ンス GP 
[Highight] 改め の “BOX コー ル “ 
20 [F1Sideways ] 演算 能力 を 凌 坊 し た “ハン ター" の 負けん気 
L_ WRC _ OU 6 ケニア 
勝田 足元 、 WRC 初 表彰 台 現地 直送 イン タビ ュー 
43 オジ エ が 今季 4 勝目 で 地 固め 
26 Round4SueGo 二ノ チ 晴 レ 。 
Round 1 モン ツァ 独自 BoP は “ 要 調 整 ” も バト ル は 本 物 
Round 1 バレ ルン ガ ETCR が イタ リア で 産声 上 げ る 
“チャ レン ジ ド "チー ム で ELMS 参 戦 
若手 台頭 で 止ま ら な い 「 勢 力 図 シフ ト ] 


8 [インタ ピュー] エリ オ ・ カ カストロ ネ ベ ス STILL CLIMBING, 


ellil ヨ s 仁 小暮 卓史 が 86/BRZ レ ー ス 参戦 へ フォー ミュ ラ E 第 8&9 戦 ほ ヵ 
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FEATURE 
[短期 集中 連載 ] レー シン グ ド ラ イ バ ー 第 世代 イン タビ ュー 


、、 ニッ ポン の ワン ター ボー イ た ち 
野尻 因 紀 一 何 が 起き て も 自分 の せい 。 


SPECIAL FEATURE 


1973-202 人 国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ 激 韻 史 


こ ム 
特集 ーー 
ー ム 
日 本 一 の "その 先 を か けた 戦い 
[ PROLOGUE ] Japanese Top Formula LEGEND 三 野 一 義 ー- | そこ と で 一 番 に な れ | 


66 [ CHAPTER 1 ] 日 本 と 欧州 の 歴史 途切れ 来季 50 年 目 へ 

68 [CHAPTER 2 ] 参戦 状況 の 変遷 マル チ メ イ ク の 凄まじ さ 

呈 [ 0 3 ] 1979-1977 全日 本 F2000 選 手 権 
フォ ー ミ ュ ラ ・ リ プレ 規格 で の 幕開け 

計 [ CHAPTER 4 ] 1976-1986 全日 本 F2 選 手 権 
技術 を 競う 場 、| ミニ F1」 へ 

5 [ CHAPTER 5 1 1967-1995 全日 本 F3000 選 手 権 
世界 に も 認め られ た 最盛 期 

82 [ CHAPTER 6 ] 1996-2012 全日 本 選手 権 フ ォ ー ミ ュ ラフ ・ ニ ッ ポ ボン 
日 本 独自 路線 を 進ん だ 、 成功 と 逆風 

[ ME 2013-2021 全日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ 選 手 権 
世界 か ら 日 本 へ 、 日 本 か ら 世 界 へ 


92 [EPILOGUE ] F1 へ の “ショ ー ト カッ ター” を 目指 せ 。 


IRREGULAR 
36 レカロ ーー- KEEP THINKING TO WIN 戦い の 流儀 
38 ラリ ー ジ ャ パン を 楽し み 尽 くす た め の 「 必 勝 法 」 一 一 - Vol.1 「 ア イ テ ナ リー の 読み 方 」 


40 ラリ ー を 楽し み 尽 くす た め の 「 サー ビス パー ク の 歩き 方 」 


REGULAR 


54 F1 DEEP NETWORK 

55 from Worldwide Pressroom 

56 全日 本 MS 会 議 

57 auto sport before & after 

97 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 一 いし いし ん じ 
98 PRESENT FOR READERS 
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2 ちこ ーー ニー テー 
2 ツタ サナ 02 が 2000 NT 6 や NoyNNe ざ AN で 


ンジ 2 2 ャ と CS An 0 
ン ー プ Save が こ ー > 


19 79-2021 


国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ 激闘 史 


F2000 

加 F2 

F3000 

昌 FORMULA NIPPON 
SUPER FORMULA 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 
Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) / 田 村 翔 (Sho Tamura) 
SAN-EI 


Se Cor@mex 選 | の 


トー PP es ュー TEAM ! IMPUL 


ーー ーーーーー ーーー 
FN っ Sn っ た コー る * 3 ・ 


の わ 、 


二 P 


5,/g7707g 
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Japanese Iop Formulo LEGEND 


* 
ンコ 


7 ご ど /77 ど 
了 AM IM ビ PUL 
| 
Se 


5 】 


ーー - ミー。 = 
= | 
プク ェ ン ェ - 2 だ 
まま 電 


tw 
は は 
1 A 

か AMN 1 
NE MY 。 
NYA NP 
を 。! 
Je パ 


呈 己 し て NRN ポー//HIN 全 ハード K 話 つ つ し 部 0SG き ー の トド の 革 

ロー ロ い くし Q 融 幅 模 け ひ SH 本 性 LO の の 敵 貴 埋 」 SG 

NG 届 へ ハード K 過 人 SSS 全 Q” 桐 欄 GKー ミ ー ト ドー//TIN 団 Ne 

LO の の LQ LO の の っ) っ monG ハ ユーK し ふさ 昌 製 喧 つ 競 租 16 朴 
や つ し "っ i 宮 豆 彰 細 人 きつ し 括っ 昌 互 9” 環 画 | 失 

賠 公 て hh ドー//HIRG 全 の し レ 、 ュ っ う ポ 、 交 届 シ 


S,/g77707g 
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- PROLOGUE 


で 6 し 上 購 @ 邸 守 I い て ベー ュ ) 
つ レ ヘー へ ハ 心 ボー ペー ド K リ 
忠 つ し っ 画 際 | 拉 セ ー の に で 叶 ^ 
轄 GJwmteG 棚 JJ)” 親 普 請 虹 
公 で 丸 編 性 庄 1 全 Q 過 妃 明 軸 和 地 で 
レレ つの の の 〇 避 角 くつ 。 NN ド ポー// ロロ 
In ドー ペーKHi ト リロ ー つ N" 
[で やせ 崩 で 上 っ 7 SC PNGrJN 
本 則 し 骨 じ 0 し っ SG 公 LL で 中 ヘー 
416” 証人 S づ トー レレ 上 や や せ 選 
くい へ し jp い 人 枕 OS PT NN で ぐ 
ks も 7774lh て NEh ュ 7772 っ だ づ の そう 
さて ト セ ンド 迄 競 可 咽 こい へ に 公職 可 
ぐつ マン つ 公 pHR 公 い レ や トー ト 
^h し 町 思 油 編 幸人 NAS 
1J っ SS で し 昭 6 丸 ] 
3 会 <QJIO し 還 舞い ポー// HI 


ドー ペー ドロ 認 で D レ っ S 人 る CRG/ 


くし 秀 じ 装 握 つ S で せ 和 SS 令 
na5 上 つの oO の Oi トー 諸 せ (Oo 叱 
G 久 陸 ト ドー// THIN ペー ド K? 思 選 て 
SINN ド ポー// TIhN ポ ボー ペー に KJ) つじ し 定 
結 は f6 で 丸尾 LQNO の の 遇 幅 陽 
ハ ユ ーKG 台 槍 導 し 玖 ひ 如 会 LO 


の の いむ 躍 KG 槍 結 4 全 の (OO や マン " 


未 豆 ペーK ぜ 弓 に 6 属し ヒ つ ー の の 
〇 映 由 章 喘 者 に SS で で で " FJTJ 
囲 臨 せ 揚 つ お SG 

i ト JHー 緒 し SNe Djp 全 会 で /Q 和 
皿 せ Q 遇 中 や ーI の 店 毅 つ "NN で 
むし GL つの の 〇 の ロー ベス ロー ンー 
の 記さ や 唄 加 村 Ke で ー 訟 〇 更 記 路 つ 
レネ ー ミ KA へ へ 吉 抽 還 や ロ QO の 
の い IhK っ JG 嘆 蛋 補 で 丸 来 座 ペーK し 
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用 ////7//| 


oponese Top Formula LEGEN D 


BR | 


と 思っ て いた ] 


ご いつ は ? と 思わ れる 


くら いで な いと ダメ た 


| な ん た 


IEDPMSREAWESES ICANN 
AA 唱 つ ^ トド ーz// TIhNRー ペ ー ド 忌 責 
藤 W 半 宮 7” QSS 区 BTJG さ ー ド KK 終 
<m 責 綴 将 宇 丈 G せ ” リー ロー に K・ ユ 
ー へ へ 心 会 <QL GO の らい 避 皇 提 
つ 尋 士 財 中 そ へ UK へ で 昌 暴 RAR Q 


選 せ 村 還 起 ” の お せ 幅 陣 編 窒 じ S で" 


的 本 G 棄 書 つつ し 4HmS 邊 や 妨 画 臣 
G 和 っ せ 志 GS 公 で GS5 面 牙 やせ JG 
ハーK へ GOQ け DS ぐっ うり 会 LO 〇 の の 
QIhK ぐ てく KIhRTNK RTN つ や の っ )N 
全会 中 LO の の 世 じ 畿 : く 
Ne で で けり せ っ 公 S う "pnQ0Q 返 - べ 
G 画 牙 ロ ハー テト トー セ iG ホー ベ 
DS 会 0 

NTJK 咽 上 世 全 中 の 玉 6 会 TA 
レル H へ AIIK ト つ ハ 心 公記 民 セ he 世 セレ 
へ へ ^ ポー 上 ト エ ーK ヒ の し S ひ 5 
TA 日 NAT つや SFJG レル ハ ハ 
y 握 時 GLQOO ら ハー ドロ 約 守 つ 
レ し っ 公民 財 せ レー 下 へ Nm 受 且 記 
ご 抑 nc" ポート エー に K ゼ ペー ハロ つ 
6 っ ょ J で トド 送 軸 つ し っ QGS7 
[ 往 層 け 嘱 い じじ っ 刀 ホ ー ト エーK ロ 還 
いで 上 で 5)′ 龍 さ し SheH へ 蘭 


In ポーン m ロ SS ド 3 親 前 せ や 心 セ ー 違 
へ Nm 受 且 会 改 志 で 刀 全 nm ロマ 6 お 
ー! ト エーK で ぐ ざ ト 剖 3Qm 全 穫 っ で 
人 る いし っ 2 apTA じ Gー ト ホー 
い 刀 記 喘 ( 有 党 く ) も っ) ゼ 悪 会 Q 絡 中 
てい ロロ に 喘 幅 守 で 0 丸 並 補 会 Q 境 つ 公 で 
吉 全 ぐさ で うり 公 や で し 揚 Q や し jpQ 
mt っ 忌 っ り 机 唄 SSRT NN つや 
<Q 『 瑞 歯 全 NmnSQ 峰 会 衝 公 | で 
My′ 性 打 ロロ 之 避 下 上 豆 っ お S 朱 問 
し 革 つ レン で SGrJN 4H 訟 R 
し ヘー ドロ 抽 G せ 下 生 宙 6] 

ト IJn つ し 咽 師 せ 二 下 で せつ そそ ル LIN 
か つじ し 男 仁 - 穫 ThN モ ドー//HINRー ユ 
ーK Hi ト DU ロー つつ 5 N つ し 音 ボ る セ 
へ へ 選 貴 で 画 世 き くっ) の 1 く 纏 丈 
時 刀 セ ? FTJG 貴 醒 け 思い 記 刀 所 疾 中 
ー ふ ーー へ へ 心 や へ 入 ー (いふ ユ 
ーー ふさ いや ) 公 囲 民 財 上 LQO の 
の の G ハ ーー ンー※ 画 臣 唱 甘 毅 生 NGTJ っ ) 
SSNt@。 いて ベー ネー ふさ へ 必 Tm か ゼ " 
貝 叶 く リ ー テ 日 て 旨く で 一 ドリ ロード 
導電 つ し っ QT ロ ロー ペー 男 区 
て nh ドー// HIhG 上 慌 は R 選 て で 
レ し っ 5 下 そ へ K 吐 玩 画 條 せ 層 時 7 


ら ,/g7707g 


S4- 


Kozuyoshi Hoshino 


チン 1 
用 
ーー 
ーー 
ーー ご 
に こう 
ベン 
IE 
に る 
8 
L to 
8E 
4 
還 - 


全日 本 F2 選 手 権 
| 1978%(HAMPON 》 


全日 本 F3000 選 手 権 
| 1987・1990・1993% (HANMPON 》 


さっ 画 N 半 かれ ロ 聡 @ つ 

KK 。 各 7 財 信 YU 。 
ロロ 臣 古 忌 Q 話 。 環 い @ 
ヽ 埋 上 色 < 叱 忌 調 っ 
て ぐら 記 較 つづ つ 並 で で レ 
HK 上 時 の 。 喧 や 宙 ミ セ 
SG 1 さき >@ 貞 し 時 札 
秀 \ に つ S 押 周 ⑤ へ 慰 
| 組 /13J の 受 や て 問 
。 財 世 中 和 ささ 
叶 旧 上 や 演 信 北 中 
6 革 届 中 て ゆ ハ 中 昌 
刊 の ロレ ハー 。MR ル 7 の 7 
ああ ツ 時 そ ふ 画 KK さ | 
忠 ,/ ド 話 世 届 下 つ 中 選 
トレ か HHAGD 
時 回 ト 疹 電 2777 し 責 人生 
2 | 悪 四 て 
に 
ご IE 嗣 財 NN も 溝 じ 


S,/g707 


S,/g70/2 


Joponese Top Formlo LEGEND 
| 近 
間 虐 


Hm 性 LQOO の ロキ 晶 I ト ーーIh 
こ ー ュ っ ) つ し 層 ご 墨 琶 。 ハハ ユーK 下 そ ハ 
UK へ っ JSt@? 忠 り 刀 AJme で 387 範 
けり け LOI ト 0 ロロ ー つ 東 替 べ 会 説 昌 に 
ーー ドーz// TING 快 紀和 m け hG7 
国 財 へ ユーK そ AN へ けり Sh0 著 
つっ 疑 柚 し 的 ne? 


で で し 政 シ つじ っ IJIQ6 


JJ いつ に 咽 臣 せ 岡 人 て ITNN ド ポー// 
HiNGK ふ ー ぐ 6 掴め 飲 理 本 Ke) 
CN” 親 普 ′ 画 店 せく SS 選 昌 り 麗 
nn 8GSAOO 公 “ 

[る ゞ 弄っ ね お し ゃ 入 符 / 画 っ 十 鉱 
で っ っ JA 尼 和 SFJ う 03 で っ ) 
還 で で oe シン っ し S っ うっ) 代り 還 で 
し っ? 中 へ に K 公 で 8 で で しゃ 
し | 玖 っ いせ 8 くし ゃ SS う っ キレ 
Jp 換 っ ] っ 直 明 だ で お玉 で 選 」 

出 叶 " 画 記 し せ 思 扉 属 ベー ドー 会 測 
握 つ や と inh そ て 一軍 窒 Th HIN く 私 
で ^ 本 Rh ドーz//7 TIN ポー ペーK 比 届 
祖 商 *… 想 や ゃ S8NG ボ BKIhRTNKSRT 
6 環 倒 困 骨 * り で レス っ NT っ う 旬 画 人 て 
^ TnNN ド ー//7THIhR ボ ーーK し SNeH 
医 に ーー トド ーz// HI 嗣 幅 章 け 古 
民 つ し っ te 喘 由 で @ 六 斗 せ " J 心 つ 刀 押 
営 NH 必 コロ 洋 で PKIhnRNKSRT 
つ 如 両 人 7 SS 会員 8NG 赴 壁 ロ 骨 0 
し 志 款 < 半 つ "エー 町 下 屋 っ JI 
ieHU 財 や る 代 ン うっ? 面 変 会 「 敵 っ 
填 会 0 し | *%o 丸 珈 人 0 で 本 他 て 葬 So" 


pcQ で SS っ 攻守 CS で 7 
中 っ JS 民 公 玩 SG せ 折 宗 じ セ 
+6? 吾 や 雪 寺 GLQ く TNI 必 そく マー て し 
選 OG 8 で 5J” NGaJ0 一 ベー ベレ ーQN 
〇 〇 思 外 人 各 の 。 や つ N で 宮 財 丁 ど 
ペーK 和 を で 民 で ぐー 声 Q 〇 の ORE” ト 
IN マー て レ し ON@ で 古 会 守っ 」 

電 0 咽 師 や 所 昌 未 東 間 選 つ 刀 並 補 
多い や S 公 。 昌 款 じ 暴 訪 セ Ne 農 畠 細 
n ぃ N0@ ト JJ し O 得 語 男 ⑱ つ | NG 


避 3 財 区 ペー ドロ 枚 人 9t@ り JJ け feno 


や GS” 咽 牙 @ 団 人 補 ペー ドロ 技 NG 
四 っ せ 濡 つ っ や GBS で で " 

[中 そ へ DU 民 和 へ 瑞 Ne っ) つ 会 抽 レ っ 
S 公 で 0 SS り 全 べし ゃ 揚 せ | け 
SSNe で っ)” ロー ペー お て ふ さ で) 
会 <QNn 和 8 で 刀 互 3)。 上 必 宙 吾 球 穫 
aJl 軸 nt で 由 中 っ) 会 ン 串 G 捉 G ユ 
ーK じ し | 虹 KO で 8 っ 3J” NG ト J っ うつ 
公 提 SN レ っ SS 公 0 刀 | 

皿 会 稚 結 本 Ne 賠 伝 て 穫 TNN ポ ドー// 
HIND 埋 率 全 <Q 民 R 映 由 公 表 S 失 話 
つ で 会” 咽 師 せ 岡 信明 由 下層 閉 
に 旭 式 交 っ J 紀 巧 … 壁 ごち 7 

| る 30 で くつ の を SS うっ” ( 爆 款 全 Q 球 じ 
性 6 ペーK じ し 下 本 NehJJ8) や 心 
時 表 り 武 **% う 7 っ) 求人 S レ | の 咽 師 
3AK で 7 8 会 選 じ 来 職 セ he 遇 式 喘 
中 G 岬 R 史 他 ン 室 思 つじ しら っ 7 


「( 里 款 選 き ) sf) っ て ハ 色 っ N@S っ J 
7 SC レレ 上 尾 け 思 人 し 水 しく 
いっ J 骨 いし の 皿 名 NTJ 提 0 丸和 
SI こも この ご 


へ いり さ 385 s1J) っ SC し 本 0 県 6 


代 で 52JNO い 細江 下記 0 に 公 で で っ っ の 避 
16. | 

思 記 全 J い つ し 圏 伝 て ITNN ド ポー// 
HInN ド ボー ペ ーK リ 岬 ⑱ つ "NTJ レ SS 
全 で べし ゃ | 四 ロ SO の) 野球 喘 由 東 
で 豆 庄 字 峰 C 刺 )J) 公 。 画 信 て 
^TNN ポ ドーz// HIh 全 NG さて くさ 昌吉 お 
!JFJ し 関 也 各 筐 愉 由 で 坦 お 応 及 国 G 
る っ いっ JSC JJ や 画 財 っ なっ ? 

時 GLQO の の トロ ロー” NG 
抽 LLC LO の OO の 〇 の” ドーz//Z THIN・ 
EE こめ で SI に GEMN3NS だ 3 
% 十 由 いし 客 っ 暮 む 応 画 了 せ 時 忠 
森 め 拓 唱 功 SRm 再 玖 飛 箇 つ し "NG 戦 
m 公 <Q 画 っ Q ヘーfK へ G 玖 っ 画 
是 O 回 LQO の の の” LQ” L 〇 OO の 
の 〇 GA ユ ーK し 必 そり へ 電 連 つつ 
刀 再 世 届 つい し 5 で っ Jp 明 っ ロ 家 
Ne レ ハ へ 較 時 ペーK へ 骨 で し っ 
LO の 〇 の” ドレー 由 に トド すい へ m 受 受 守 
い 8) っ)? 

り い て ヘー ホー ふ さ IT 公 豆 .Q で 
選 貴 駐 で S 公 に 革 舞 つや セー 中 記 ” ー 
時 交 :^G レ ハハ し m 且 日 へ 江 へ せ ー 
押 上 SC SG し | 有 団 雪 ロ 机 * も SS う や 
MKS 男 ご SS 全 Q 揚 K@ 光 肝 会 刺 7 
| ペー ド 握 せら の 男 ン っ 褐 eJ” や 


Mg///// 


結 S3C 7 し め 交 拓 ロ jp 揚 N@38 古 
し 回 人 0 "っ を pn 上 林 つ 全 で 丸 ] 
ょ JJ で SS 拉 応 し 人 SS 会 Q 尽 銘じ G 男 
所 TN ト ドー// TIh し ユー 代 下 そ 
へ へ うき で WG 条 画 人 記さ ペーKG 
て ^ ト 喘 由 うつ し 昌 題 つ 尺 画 伺 せ ” 相 
過 G 較 公 -TNN ド ー// TINp2J で 議 
SS レ っ NOGS や AOO 公 の 
「 棚 則 品 胡 竿 G ら ペ ーK で くく 羽 玖 宇 レ 
Jp 淫 S っ G や 7 SS し 球 人 っ っ ) 還 2QeT 
| い ミ ド 全 に 0 躍 で 上 揚 必 NeG 公 町 
me っ tG 公 の 人 8| で MOS3316? 
そ 田 ロレ いく ドー 府下 公 ー 蘭 本 


才 思 
2 
テー) 


こ f 


*、 そ の 魅力 を ファ ン !【 


記 導 @ さ : た 8 
える の は 難し い 。|[ 僕 な ら 興 行 の プロ を すぐ に 入 


国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ は 常に レベ ル の 
だ が 
れる 」 と 、 量 野 氏 は 打開 策 を 曰 に する 。 


い を 続 
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「 凸 必 記 黒 素 
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革 還 本 喰 無 っ し "Gi 皿 己 Yo で 
8 て KK し 貝 寺 く リー テ エ 日 てけ 来 じ 7 
玉 親 8 く S 会 の ペー ド 政 美 つ し WWG 
6 忠 で Net6n Non っ 心 出 雇 愉 丈 拉 
me っ っ J 愉 へ 1 | 

も Q 唱 画 牙 せ 画 セト TNN ポ ドー// ロ 
IN 公 ^ 林 補 手 ささ ペー へ へ YU を EK 
つ 玉 時 本 じ 狗 0 所 で” 功 電 は 団 te 6 
し 赤 表 し W レ っ S っ 配 調 競 握 yN0" 
[ 巧 に りつ じ し 究 で 付き っ の 選 ス 人 天 1 
2 ロー し ぐー ロー(H い さく て へ ) 
倒 レ NT ト GS ぐ 和 G+ 般 倒 半 い 刀 
ぶ 2J′ 導 打 ロレ トト し S 0 刀 うつ し レ 
3pD^ SS で G 企 NpMm ホ ー ベ リロ 男 人 べつ 
し SS 丈 く SS いう レン "8 お 0" 
藤和 つ Ca 公佳 他 C で しろ で 
じ 編 要 束 層 C じ ホー スロ 芋 人 人 欠 回 で 
PyIJS う っ? J で し ゃ 了 本!( に 上 リポ で S 公 
S っ で? 責 AESTL く で で う っ 公 Q 
ざ ぐ 16? 融 eQ セ ンズ で NG ] 

8 剛 公 て 穫 TNN ド ポーz// TIN 赴 
弄 い し % 豆 画 條 で IM 様 。 ン し や 
FREEOEE 選 
「 棚 公 回 べき ン レ < 補色 前 で し 競 刀 
べ っ で 8 っ 嘱 じ 8 仙 む 50 部 や 


や る 2 っ? 間 公 剛 他 民生 he で の を る ント レン" 


生 、 
ぶさ ぐ で し 球 つ し ざっ J り 会 つっ っ J 融 
いし レス っ hG で 1 で | 


4JMMn で 7 叩 G 捉 ペーK し | 肌 SAO JJ つ 全 東レ っ S 公 で 尺 
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CHAPTER 1 


W 


る る 


F1 直 下 の カ テ ゴ リ ー 


JAF グ ラン プリ 


藤 昌 洋 (Masahiro Takato 本 誌 ) 


Photo : SANHEI 


同 


来季 へ 


日 本 と 欧州 の 歴史 
放 切 れ 


トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ 


Text : 


立 。 
戦 。17-18 年 F1 
Vo 


選手 権 シ リー ズ 4 人 f 


選手 権 シ レリーズ 2f 
ヨー ロッ パ FZ に 條 い 新 設 。 レー 


ス 専 用 エン ジン の 搭載 も 認め た 
た め 。F2000” を 名 乗る 。 


参 


ピス 


ュ フ 
ュ フ 


に 
さ 
3 
に 
さ 
で 


スト フェ ル ・ バ ンド ー ン 


16 年 全日 本 スー パー フォ ー 
17 年 の マレ ー シ ア GP で F1 デビ ュー。 17-21 年 F1 ( 優 


勝 1 回 )。 


| 2017 | ピエ ー ル ・ ガ スリ ー 


16 年 の F1 バー レー ン GP に スポ ッ ト 
17 年 全日 本 スー パー フォ ー 


(最上 位 7 位 )。 
専用 エン ジン の 使用 が 認め られ 日 


1976 年 、 ヨ ー ロ ッ パ F2 で レー ス 
本 で も 呼称 を 『F2" ( 


戦 。 


参 


・ ニ ッ ポ ン 参 


さ ユ フ 


に 


ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン チャ ン ピ オ ン 
ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン チャ ン ピ オ ン 


に 
さ 
で 
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99-02、 05-06 ス ポッ ト 、 10、 11 


03 年 F1 (最上 位 8 位 ) 。 


ラル フ ・ フ ァ ー マ ン 
木 虎 逐 介 


02 年 全日 本 選手 権 フォ ー 


(97-02 年 参戦 ) 。 


ベ ド ロ ・ デ ・ ラ ・ ロ サ 


97 年 全日 本 選手 権 フォ ー 


(96-97 年 参戦 )。 
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「 戸 ] 


三 ム ぬ 
7 ロロ ヽ 


中 野 1 


| 2001 | アレ ックス ・ ユ ー ン 


00-01 年 全日 本 選手 権 フ ォ ー 
01 年 イタ リア GP で F1 デ ビュ ー。 02 年 F1 (最上 位 7 


スポ ッ ト 、12 年 F1 (最上 位 2 位 )。 
立 )。 


f 


立 
れ で ヌス ター ト 。 鈴木 亜久里 、 片 


国際 F3000 の 開始 か ら 2 年 遅 
な どか が 全日 本 F3000 か ら F1 へ 。 


山大 京 、 
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(チャ ン ピ オ ン ) 


F1 直 下 の カ テ ゴ リ ー 


モー・ で に く 
かと そい \ 三 リロ ー ミ ・ ぐ ミ て ロー に 
途 思 一 ・ や ミー 半 キ こ へ 
いつ へ て ・ へ R ハ ドー 

ロロ | 一 ・ リ ー ペ ホー へ ハハ 

じゃ て ふ ・ ぐ で きか 

人 ハ そ ハ リロ ー ミ ・ ハ エコ 
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2 て SN・Ih ト マー 

人 ハ そ ハニ リロ ー ミ ・ ハ モト ヤー ロ 
ミ ボ ・ ト ミ K 一 

T か ミー へ ・A と TX ペ ユ 

レミ いふ ・ く ペー ミ 
TNIN で へ ・ ぐ へ て へ 

^ へ HN・ ユ ー ド ベ 

TI トー ンー・N ト トコ 
邊 和む へ ・ ベ ー ト セー 

レ て や ふ ・ も ふい 届き 

ヽ ふつ に 上 そ 和 ハ ・ 玄 ホー 
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ロ ぐ ミィ ・ 貼 へ へ ヽ 

へ と へ ・K ト さか 

H さ いい ・T レ く 


いふ つい 届 へ ・ ト YSI ト で こき Ii て 


す て 。 


ーー 


ーーー- 介 
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日 本 一 の "を か けた 戦い 


1973-2024 !00//RO0 /RIMUUAHDNI/ ODNHMIUM 


世界 を 


ヨー ロッ パ F2 選 手 権 
量販 エン ジン を ベー ス と し た 1300 一 1600cc、 最 
大 6 気筒 の NA エ ンジ ン を 使用 し て スタ ー ト 8』 
1972 年 か の ら は 2000cc 以 下 と な り 、7G6 年 に は 純 
レー シン グエン ジン の 使用 も 認可 され た 。 


藤 し Gh ド ー// HIhN ポ ボー ペー ド 
MM somu 
S で で 妨 角 Q 回 NNINN れ つ " 送 剛 
べ 民 電 喘 幅 著 つっ shNe 和 AH 日 ト ・N 


ドーz//7HING さ ーK し "や G 訂 ” 職 4L 
9 候 寺 け 志 の 玉 還 性 SIhN か つじ や ゃ 醒 
SYO で Ne@ 全 ステ ハーK8K 共 ー ヘ 
トロ て ふ ャ て トー 会 稀代 N ド ポー// ロ 
InhG ろ で る 6 吉村 さ ー に ドコ ) っ 閉 嘩 けり 
SO nn つ で 末 思 に 醒 く と ン " 
In ドーz// THIN スス テハ ペー に KJ) つじ 札 
志 つつ 8G 色 @ 財 G つ マ て LIN へ やさし 
8 で ^ JJ で 公 賠 伝 て や INh ト ドーz// HI 
GS 1R 婁 、 JRSNG7 

NG 陣 一 ロ いく し せ Q 革 中 
AM へ へ か ト 会 尽 人 で し 全 人 Q で て 尋 し し 
Q 喘 中 了 削 人 委 く ホー て つじ っ? 凸 必 し 
3 凌 で NehJ ュ JO 結 ” に 吐 け 4H 還 尾 LQ 
の の C 敵 販 音 便 det6" 旬 概 )JNvL QA 
JJL て Q 〇 の 〇 の っ うり) っ 心 財 っ 倒 半 で 307 ト J 
で せ 還 導 し せき ー ド 翼 臣 日 へ 迄 へ @ 握 
加 際 で SS し 玖 で ” 環 民 は せ 
Q 可 似 己 凌 黒 つ Sp GS?5 親 尽 せ 玲 守 
4m 結 や 器 Mp っ っ meS っ 朱 選 ロ 
⑮n 会” 忌 財 個 士 じ 思 代 レヒ ー 公 
mSHO で NO0 ユ J 呈 K 相 忠 記 咽 牙 所 
貴 軸 編 福 " 員 咽 円 濁 会 く ポ トイ て 稚 紀 
ト 革 や 古 暴 岡 素 | 画 世 。 他 隊 会 玲 角 
つ ” エー で 6 棚 堪 会 寺 H6 で で JJ し 較 
室 て 稚 INh ド ポー/7 HIN く 6 郭 つ や 人 
紅い し っ ひい で? 

OO 4H 本 性 LQ 貞 由 埋 人 ぐせ 革 
嘩 叫 全 上 任じ し 尽 人 S レ し い ミ ふ ャ ベル エー 
ント マー ュ ) 宮 で ^ 4H 胃 LO の 〇 の の 
瑞貴 陽 此 や し エー ュ SG OS 会 さ や 農 
さ ^ まお ー ヤ ハー て ポ 怠 務 し 振 お で で ? 
賠 信 て ^ThN セ ドー// TING 関 恥 し 喧 補 


国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ か ら F1 に フル 参戦 を 果たし た お も な ドラ イ バ ー 


81-82、 84-86 年 全日 本 F2 選 手 権 チ ャ ン ピ オ ン 
(77-86 年 参戦 )。 87-91 年 F1 (最上 位 4 位 ) 。 


ML ん っ 調 鈴木 亜久里 


88 年 全日 本 F3000 選 手 権 チ ャ ン ピ オ ン (85-86 年 ス 
ポッ ト 、 87-88 年 参戦 )。 88 年 の F1 日 本 GP に スポ ッ ト 
参戦 。 89-95 年 F1 (最上 位 3 位 )。 


| 1989 | ジャ ン ・ ア レジ 

89 年 全日 本 F3000 選 手 権 に スポ ッ ト 参 戦 (第 1 戦 鈴 
鹿 、 第 2 戦 富士 と も に リタ イア ) 。 同年 フラ ンス GP で 
F1 デ ビュ ー。 89-01 年 F1 (優勝 1 回 )。 


履 991 隊 | ミハエル ・ シ ュー マッ ハー 


91 年 全日 本 F3000 選 手 権 の 第 6 戦 SUGO に スポ ッ ト 
参戦 し 2 位 。 同年 ベル ギーGP で F1 デビ ュー。 91-06、 
10-12 年 F1 (チャ ン ピ オ ン 7 回 )。 


| 1992 WE 


91 年 全日 本 F3000 選 手 権 チャ ン ピ オ ン (88-91 年 参 
戦 )。 92-97 年 F1( 最 上 位 5 位 )。 


ジョ ニー・ ハ ー バ ー ト 


91 年 全日 本 F3000 選 手 権 シ リー ズ 10 位 (90-91 年 
参戦 )。 89、 90-91 ス ポッ ト 、 92-00 年 F1 (優勝 3 回 ) 。 


エディ ・ ア ー バ イン 
93 年 全日 本 F3000 選 手 権 シ リー ズ 2 位 (91-93 年 参 
戦 )。 93 年 の 日 本 GP で F1 デ ビュ ー。 94-02 年 F1 ( 優 
勝 4 回 )。 


| 1994 本 須 た 


94 年 全日 本 F3000 選 手 権 シ リー ズ 7 位 (91-94 年 参 
戦 )。 94 年 の 日 本 GP で F1 デビ ュー。 95-98、 99 ス ポ 
ッ ト 、 00、 02 年 F1 (最上 位 2 位 ) 。 


『 1 992 し ハイ ン ツ ミハラ ルド ・ フ レン ツェ ン 
93 年 全日 本 F3000 選 手 権 シ リー ズ 9 位 (92 年 第 9 
-11 戦 一 93 年 参戦 )。94-03 年 F1 (優勝 回)。 


| 1997 | ラル フ ・ シ ュー マッ ハー 
96 年 全日 本 選手 権 フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ボ ポン チャ ン ピ オ 
ン 。 97-07 年 F1 (優勝 6 回 )。 


| 1997 世に 


96 年 全日 本 選手 権 フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン シリ ー ズ 6 位 
(92、 94 ス ポッ ト 、 95-96 年 参戦 )。 97-98 年 F1 ( 最 
上 位 6 位 )。 


19906 評 う ) 


97 年 全日 本 選手 権 ア フォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン シリ ー ズ 6 位 
(94 ス ポッ ト 、 95-97、 00、 05-07 年 参戦 )。 98-99 年 
F1 (最上 位 7 位 )。 


国際 F3000 が ワン メイ ク 化 され た の を 機 に 、JRP (日 本 レー スプ ロ 
モー ショ ン ) を 運営 峡 体 と し て スタ ー ト 。 当初 は 従来 の OF3000 規 定 
を 継続 し て いた が 、1999 年 か ら ば 新しい 国際 F3000 の 安全 基準 の 
み を 採り 入れ 、 車両 規則 は 独自 の レギ ュ レ ーション を 定め た 8 


国内 と いう 枠 か ら の 脱却 、 ア ジア の スタ ンダ ー ド フォ 
ー ミ ュ ラ と し て の グロ ー バ ル 展 開 を 目指 し 、 全 日 本 選 
手 権 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ と し て 再 ス ター ト 。2016 
年 か ら は 全日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ 選手 権 と 改称 。 
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3 ロ . ォ タク ト ・ の 高 人 3 六 記 ァ 
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ウツ ーー ツ 。 ョ 本 に エミ トト に 全 アー ス 人 だ に 6 に 8 ぼ も 二 和 ma 糧 症 生 バ 組 * セ レル ツジ 王 宣 カ "MP ィ 敵 還 明け 
クー? 和 TTPIIG 4 2 と 村人 と 電 P で 下 1 で る ーー 革 ト ーー そ ー 靖 二 生 
ジ 別け | 信 比 員 』 3 計 條 避 認 | (| > 語 みや 9 反 1 抽 必 有馬 手下 1 と 語 絡 
ユ 本 ル ン 3 品 ル ル オ さ べ ト ヤ イ 2 の イ ブ 志 ュ ン レ 4 』 
| フ 細 82 フ 1 グ | 二 4 :。 導 2 上 と | 1 2 本 画 有 2 | 
シ 。 り 本 ミン | し | KK ゴリー バ 党 イイ 47 1 Y| ン 還 2 町 且 0 M 1 生 り 証 5 衝 短 2 2 凍 昌 放 條 | 
> リ ゃ リ 。 ン ョ 1 マー ル ジ ル ン ン ン ト 人 まし は 
< ル | 1 ロー マリ | ココ で 時 問 た 還 人 レン リ も 才 = タ 「 純 ノ 
" ス ル に ーー ッ ョ を 1 々 語 ウー を ラー 生生 症 人 ス プ 
ン キ ド / ッ トー | リー フク 
ィ ヤ さ 
ン 
FIA F2 選 手 権 GP2 Series 国際 F3000 選 手 権 
ピレリ タイ ヤ の ワン メイ ク で 、 初 シャ シー は ダラ ー ラ 、 エン ジン は ヵ 請 誠 同 証人 に 0V85 コス ト 削 減 の た め 、 当 初 は か つて 国 で 使わ れ て いた フォ ー ド ・ コ スワ 
年 度 の み 旧 GP2 マ シン 使用 。 4000cc、NA) 、 タ イヤ は F1 公 式 サ プラ イヤ ー 製 (2005- ー ス DEV エ ンジ ン (V8、3000cc、NA) を 再 利用 。 し か し 、 シ ー ズ 
2018 年 以降 、 シ ャ シー は ダラ 10 年 プリ ヂ ス トン グ 201 1-16 年 ピレリ ) の ワン メイ ク 。 ン が 進む に つれ て シャ シー お よび エン ジン が マル チ メ イ ク 化 。 タ イヤ 
ニー ラン ンク クロ エム 2008-1 1 年 に は アジ アシ リー ズ も 開催 され た 。 は 1986 年 か の ら エ イボ ン の ワン メイ ク 。1996 年 か の ら りほ シャ シー が ロー 
(V6、3400cc、 シ ング ルター ラ 、 エ ンジ ン が ザイ テッ ク (V8、3000cc、NA) の ワン メイ ク に 。 
の アー ンー 、 
も う ひ と つの F1 直 下 カ テ ゴ リ ー 
ワー ルド シリ ー ズ ・ バ イ ・ ニ ッ サ ン と ユー 
Formulo Renaultf 3.5 ロカ ッ プ ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ル ノーVG6 が 合併 じ 
チャ ン ピ オ ン て 設立 。 シ ャ シー は ダラ ー ラ 、 エ ンジ ン は ニ ーー ツァ 人 期 
5 天 な ッ サ ン (V6、3500cc、NA) 、 タ イヤ は ミ シ 記 っ o % い 、 カ 
2 ュ ラ ン の ワン メイ ク 。 F1 と F3 の 中 間 カ テ ゴ < 了 て 和 世 了 ら EE ポ ク ス 昌 所 と 
2006 アレ ックス ・ ダ ニ エ ル ソン リー、GP2 と 同等 に 位置 づけ られ 、2007 年 東 8 9 ーー ジー ー 
5 人 こ 。 、 、 9 ーー 
2007 アル バ ロ ・ パ レン テ か ら シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン に は 自動 的 に F1 ス 4 る が た が ルル 的 け ラ フ と カカ へ 続 ク ほ 究 た 
ーー や - PR ー パ ー ラ イセ ンス も 発給 され て いる 。 し か し 、 ) だ り ん の 約 、 各 妥 こ 
2 15 年 導入 の スー パー ライ セン スポ イン トシ ス 礎 勝 時 = な ーー る ーー オプ 。 と ご け _ 化 が 90 
2009 ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト テム で 冷遇 され る と 、15 年 シー ズン を 最後 に に 相 そ 1 パ 評 と パ ! (| 移 る さ 集 W 符 
2010 ミカ エル ・ ア レシ ン ルノー が スポ ン サ ー 契 約 を 終了 。 出 走 台数 が に ? [し デー ベル メン - 価 し い wml 末 要ら リ 行 た れ 際 力 . に 
6 Se 大 幅 に 落ち 込み 17 年 シー ズン 後に シリ ー ズ ば 29e。 た こと の ドド も う が ユ た きめ っ た アプ 暫 還 叶 
2011 ロバ パー ト ・ ウ ィ ケ ンス が 消滅 し た 。 お も な 参戦 ドラ イ バ ー は セバス ーー 年 PTS 準 また - 高 示 ー レ ー ラ テー の ー ミ ー に つの 37 た" 
2012 ロビ ン フ ライ ンス チャン 意 か 日 そ 備 ン く 流 べ に し 後 の フ を 0 と 、1 
2019 ケビン ・ マ グ ク ヌ ッ セン 9 づい 義 ら 本 こ 期 や ` に - ル . 至 か を と オォ 機 0O い 戦 
エス テ ノ パ ショ ー タ に = wlospー リ ルコ ガッ パリ ーー マン さい ハス ニー 3 。 > 。 の = や マ や 
2014 カル ロス ・ サ イン ツ Jr コラ ス ・ ラ ティ フィ な ど 、 多 数 が F1 へ 。 り 林 で 同 ビ た 秋 の し 。 括 語 C9ROai フ 机 
ーー ーー れ て 日 1 ら Ds い ea ミー で 
2016 トム ・ デ ィ ル マン の も ド 8 まさ 者 ` まれ 州 ラ ル 権 ら 
2017 "ピエ トロ ・ フ ィ ッ ティ パル ディ と 世 。 ド = に " そ な い " 最 の 。 は ほ は ( 相 ・ チ が 記 
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藤 昌 洋 (Masahiro Takato ン 本誌) 
Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) SAN-EI 
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参戦 状況 の 変 
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せき し 0S っ GS や 公 <Q1 
SU” NG 選 せ 映 敵 明 線 3 り 箇 
SS 訳 諾 1JSNe" に SIhNS8” KK 落 公 
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70 年 代 を 代表 する ドラ イ バ ー の ひと り が 高原 。 
全日 本 F2000 の 74 年 と 76 年 王者 、 富 士 GC 
で も 73 年 、75 年 、76 年 に タイ トル を 獲得 。 
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F1 で タバ コ 広 告 が 禁止 され て 久しい が 、 か つて の モー ター 
スポ ー ツ は タバ コメ ー カ ー の スポ ン サ ー に 支え られ て いた 。 央 議 潤 
また 、 日 本 企業 の レイ トン ハウ ス は チー ム と し て F1 に も 参 
戦 。 レ イト ン ブ ル ー は ファ ッ シ ョ ン で も 大 流行 し た 。 
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小河 等 
[ ロー ラ T89/50 ノ 無限 MF308 ] 


88 年 の 第 4 戦 か ら 全 日 本 F3000 に 参戦 。 レ 
ギュ ラー シー ト を つか ん だ 翌年 、 チ ャ ン ピ オ 
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安定 し た 強 さ が タイ トル を 引き 寄せ た 。 
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た 。 そ の 後 も 日 本 に 残り 、 全 日 本 F3000 の 最終 年 で ある 95 年 まで 参戦 。 
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全日 本 F3000 参 戦は 88 年 か ら 。90 年 に キャ 
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な っ た 激戦 の 91 年 に チャ ン ピ オ ン と な り 、 日 
本 人 3 人 目 の F1 レ ギュ ラー ドラ イ バ ー に 。 
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イキ R2 肖 に で 癌 ~- を :. エ ュ ブ リル NAS 


1967-1995 


全日 本 F3000 選 手 権 


ンタ イヤ 使用 率 


ご こま で シャ ンー 一 部 門 の 一 大 勢力 を 担っ て き 
た マー チ だ っ た が 、F1 マン ン の 開発 に 注力 
する べく 、90B が F3000 用 最後 の シャ ンー に 。 
Cim72 06 クレ 7 こ の の El 二 の 8 二 この > 

92 星 ia 崇 天才 0 だ の が ピチ ェ ラ が 
駆る 童夢 F104 だ 。 ア ピチ ェ ラ は ダン ロッ プ 
ユー ザー で も あっ た が 、95 年 の 阪神 淡路 大 
農 災 で 神戸 工場 が 甚大 な 被害 を 受け た ダン ロ 
ツ 20Z(60 で だ の kWEIAIN 2 に 
ュ ラ へ の タイ ヤ 供 給 の 停止 を 余儀 な くさ れ た 。 
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1995 


鈴木 利男 [| ローラ T94/50 ノ 無限 MF308 ] 


ル ・ マ ン 24 時 間 や デイ トナ 24 時 間 (92 年 に 長谷 見 と 星野 と 組 
み 総合 優勝 ) な ど 、 海 外 レ ー ス に も 積極 的 に 参戦 。 国 内 トッ プ 
フォ ー ミ ュ ラ は 87 年 か ら 参 戦 し 、 全 日 本 F3000 の 最終 年 と な 
る 95 年 、2 勝 を 含む 5 回 の 表彰 台 登 壇 で タイ トル を つか む 。 
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ン ャ ン 一 と タイ ヤ の 
多 稼 な バリ エー ショ ン 


| 疑似 F1] と し て 人 気 を 博す 


1994@ 


マル コ ・ ア ピチ ェ ラ [ 童夢 F [ 童 夢 F104 ノ 無限 MF308 ] 


国際 F3000 で タイ トル 争い を 漂 じ て い た 89 年 、 最 終戦 鈴鹿 に 

スポ ッ ト 参 戦 。 そ の 後 ア ピチ ェ ラ は 92 年 か ら 全日 本 F3000 に 
戦い の 場 を 移す 。 そ し て 94 年 、 童 夢 F104、 無 限 MF308、 ダ 
ン ロ ッ プ と いう 純 国産 マシ ン で タイ トル を 獲得 し た 。 


ンー て 
ES2/ 氷 


13%。 コス ワー ス DFV 


47% ジャ ッ ド kV 


ひ 9%。 童夢 F104 
13% レイ ナー ド 94D 


20%。 レイ ナー ド 95D 


91 年 の 全日 本 F3000、 第 6 戦 


SUGO に チー ムル マン か ら ス ポ 
ッ ト 参 戦 し た シュ ー マ ッ ハー。 
国際 F3000 の 経験 が な く 、 し か 
も 当時 は 「 ロ ー ラ じゃ な いと 勝 
UI6 千 われ る 60 
の ラル ト を 駆り 予選 4 番手 、 決 
勝 2 位 に 。 その 後 、 91 年 の ベル 
ギーGP で F1 に デビ ュー し 、 絶 


対 王 者 と し て 君臨 し 続け た 。 
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CHASS1S, ENGINE 
TIRE SHARE 


和仁 ) 無 限 MF308 71% 


ロー ラ T95/50 49% 


瑞 ) ロ ー ラ T94/50 
27%。 


ロー ラ T93/50 29% 


ヨコ ハマ 415。 


エン ジン 、 タ イヤ の 使用 率 は 編集 部 調べ 。 小 数 点 以下 は 四 捨 五 信 と し て いる た め 、 
当時 は T カ ー の 使用 、 シ ー ズ ン 途 中 で の シャ シー 


変更 も あり 、 


ユ な 新 を 的 来 の す 
ラ 5 た 和 存 し の 介し る 
・ た な 続 旧 路 和信 か と 
ニ 旧 名 さ F 線 に し と 
ッ F 称せ 3 を よ も 
ポ 3 が る 0O0O 引 る 日 に 
劣勢 ン 0 必 こ 0 き ワ 本 観 
0 要 と 0 継 ン で 客 
と 0 に に 規 ぐ メ は も 
改 規 な な 定 決 イ 新 意 
名 定 り っ の 町 クト F 激 
し を だ ま を 人 用 き に 
た 日 " ま 下 を 0O 離 
"・ フ 本 こ ン し 避 0O れ 
ォ 独 の リ “ け 0 て 
1 目 た | 基 規 い 
ミ と め ズ 本 従 定 く 


7% ジャ ッ ド KV2 1 OO4 


CHASSIS, ENGINE 


47%。 コス ワー ス DFV TIRE SHARE 


仁 無限 MF308 76% 


7% 偽 童 夢 F104 
ひ % レイ ナー ド 92D 


10%。 レイ ナー ド 98D ロー ラ T94/50 20% 


17%。 レイ ナーR94p 


7%。 ロー ラ T92/50 


ロー ラ T93/50 97% 


ヨコ ハマ 14@8% 


ダン ロッ プ 215。 


合計 が 100% に な ら な いこ と も あり ます 。 
その 場合 は 両 シ ャ ンー に チャ ン ピ オ ンマ ー ク を 記し て いま す 。 


87 年 、 コ スワ ー ス DFV を ベー ス に 当時 の トッ プ エ ン ジン 

- チュ ー ナ ー の ひと つ 、 ケ ン ・ マ ツウ ラ が 5 バル ブ 仕 様 で 
作り 出し た の が コス ワー ス ・ ヤ マハ OX77。 し か し 、 
際 自 動車 連盟 が 88 年 か ら の 5 バル ブ の 使用 禁止 を 決定 。 
全日 本 F3000 の み 88 年 まで の 使用 を 認め た 。 


レイ ナー ド 90D は F1 以 外 で 初 の 横 置き ギヤ ボッ クス を 採 

用 。 シ ャ フト と ギヤ が 上 下 に 並ぶ 縦 置き に 対し 、 左 右 に 

並ぶ 横 置き は ケー ス が 厚く な り 、 空 力 面 で デメ リッ ト が 
ある た め 現 在 は スリ ム な 縦 置き が 主流 だ 。 国際 F3000 で 

は 結果 を 残し た が 全日 本 F3000 で は 好 結 果 を 得 ら れず 、 
レイ ナー ド は シェ ア を 減ら し て し まう 。 


国内 トッ プ フ ォ ー ミ 
た 高橋 国光 。94 年 の 第 8 戦 富 士 で は 、54 歳 8 カ月 


ュ ラ に は 83 年 か ら 参 戦 を 開始 し 


で 3 位 表彰 台 に 登壇 し た 。 ま だ 戦え る 存在 感 を 示し 
た が 、 そ の 94 年 シー ズン 後 、 全 日 本 F3000 を 引退 。 


る まし | が 間 ポ 日 ン 実 
と っ つた 行 題 一 ン 本 ト 際 
ス た 新 エ な と 方 サ 石 リ 
ポ "し ン わ な | 油 | 日 
ジジ 目 い ジ れ り 過 と 本 
大 本 国有 と |! し ヨウ た 
| で 際 コ 96 口 て ス ツ ば 
の も F タス 年 ツ 参 モト こ 
撤 バ 3 イト に パ 入 石 ワ 産 
退 ブ 0 ヤ 削 車 で し 油 | 業 
が ル 0O を 減 両 は て な ク を 
相 経 0 ワ の 規 コ い ど 初 
次 済 選 ン た 定 ス る 大 佐 め 
ぎ が 手 メ め の ト * 企 有川 と 
破 権 イン 大 高 業 急 し 
93 綻 が ク ャ 改 膜 が 便 て 
す 始 と シ 定 が ス サ 


4% ジャ ッ ド kV 4 ん ・ 人 が 


CHASSIS, ENGINE 


25% 個 コ スワ ー ス DEV TIRE SHARE 


無限 MF308 71% 


6%。 童夢 F103i 
6%。 レイ ナー ド 92D 


ロー ラ T93/50 1% 


20%。 レイ ナーR ド 93p 


僅 ロ ー ラ T92/50 97% 


ヨコ ハマ 44% 


ダン ロッ プ 25%。 
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6% 童夢 F104i CHASSIS, ENGINE 


CHASS1S, ENGINE 
TIRE SHARE 


レイ テー ド 97D 215。 
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「a 回 
る 
央 
撤 
帳 
S 
C う 


5% ロー ラ T94/50 


8% ローラ T95/50 
ひ % ロー ラ T96/51 
8%。 ロー ラ T96/52 


| 
| 


| 13% ロー ラ T94750 


5% 人 ! ロ ー ラ T97/51 


| 6% ロー ラ T95/50 


草 イ ナー ド 95D 29% 


レイ チー ド 96D 29% 


5%。 レイ ナー ド 94D 


| 6% ロー ラ T96/51 


M レイ ナー ド 94D ⑨% 


6%。 ロー ラ T96/52 


1③% レイ ナー ド 95D 


6%。 コス ワー ス DFV 


ひ %。 コス ワー ス AC 


仁 無 限 MF308 61% 


仁 無限 MF308 90% 


ヨコ ハマ 199 
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。 を か けた 戦い 
/ 還 / 0 / MMULAMYPI / iIPEHT3MIUA 


0 が 2772 


8% 
G フ ォ ー ス GF03C 


13% 
レイ ナー ド 2KW 


13% 
仁 レ イナ 許 
01L 
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ーー 


CHASSIS, ENGINE 
TIRE SHARE 


14% 
G フ ォ ー ス GF03 


67% 
了 条 ナー ド 99L 


2005 Ti* 


本 山 哲 


CHASS1S, ENGINE 
TIRE SHARE 


71% 
葛 了 イ ナ ー ド 99L 


[ arting RACING TEAM with IMPUL ] 


星野 一 義 に 代わ り 、FN 時 代 の 国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ うこ 4 
を 牽引 し た の が 本 山 だ っ た 。98 年 に チー ムル マン で 初 は 4 8 
タイ トル を 獲得 する と 、01 年 、03 年 、05 年 に は チー - 4% ロー ラ T94/50 


ムイ ン パ ル で チャ ン ピ オ ン に 輝く 。 そし て 08 年 、 チ ー 
ムル マン に 復帰 し 、 そ れ が 最後 の シー ズン と な っ た 。 


_ CHASS1S, ENGINE 


7% ロー ラ T95/50 TIRE SHARE 


7%。 ロー ラ T96/51 


中 アイ ナー ド 97D 29% 


7%。 ロー ラ T96/52 


7%。 ロー ラ T97/51 


1999 


CHASSIS, ENGINE 
TIRE SHARE 


草 イ ナー ド 96D 16% 
41%。 ロー ラ T98/51 


7% 4%。 レイ ナー ド 94D 


G フ ォ ー ス GF03 レイ ナー ド 95D 7% 


ひ O% 
ロー ラ B99751 


60% 
委 慢 イナ ー ド 99L 


1998-200.5 エン ジン ワン メイ ク : 無限 MF308 
間 目 目 


S4- S4- 万 


2002Q ゆ 。 1999 (Qi'* 1996 (QP ぴ ゆ ) 


ラル フ ・ フ ァ ー マ ン トム ・ コ ロ ネ ル ラル フ ・ シ ュー マッ ハー 

| PIAA NAKAJIMA RACING ] | PIAA NAKAJIMA RACING ] | X-JAPAN Racing Team Le Mans ] 

96 年 に イギリス F3 で チャ ン ピ オ ン 、 マカ オ GP で 優勝 し 、 97 年 ドイ ツ F3 で 1 年 、 全 日 本 F3 で 2 年 戦い 、97 年 に チャ ン ピ オ ン 兄 の ミハエル と 同じ チー ムル マン か ら 参 戦 。 デ ビュ ー イ ヤー で 
か ら 日 本 へ 。FN で 6 年 目 を 迎え た 02 年 に チャ ン ピ オ ン と な る 。 と な っ て 翌年 FN に ステ ッ プ アッ プ 。2 年 目 の 第 4 戦 富 士 で 初 優 タイ トル を 獲 り 、 絆 年 F1 へ 。 人 気 バ ンド の X-JAPAN が メイ ン 
03 年 は F1 に 参戦 。05 年 に は 日 本 に 復帰 し 、GT500 を 戦っ た 。 勝 を 挙げ ける と 、 年 間 3 勝 で チャ ン ピ オ ン と な っ た 。 スポ ン サ ー を 務め た こと で も 話題 と な っ た 。 


ル ね S4M- S4- 万 


Pla 三 ation。 


1997 (@ ぴ Pi 了 


2004 (の 


リチャード ・ ラ イア ン 高木 虎 之 介 ペド ロ ・ デ ・ ラ ・ ロ サ 

[ DoCoMo TEAM DANDELION RACING ] [ PIAA NAKAJIMA RACING ] [ SHIONOGI TEAM NOVA 」 

01 年 か ら FN へ 。 翌年 、99 年 か ら 国 内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ に 参 国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ の デビ ュー は 94 年 。98-99 年 の F1 か FN 初 年 度 と な っ た 96 年 は シリ ー ズ 8 位 に 終わ る が 、 翌 年 は 10 
戦 を 開始 し た ダン ディ ライ アン に 移籍 。 そ し て 04 年 、 自身 と チ ら 戻 っ て くる と 、00 年 シー ズン を 10 戦 中 8 勝 で 圧倒 。 そ し て 戦中 6 勝 、2 位 3 回 、3 位 1 回 と いう 全 戦 表彰 台 で タイ トル 獲 
ー ム に と っ て 初 と な る ビッ グ タ イト ル を 手 に し た 。 01 年 か ら は アメ リカ に 渡り 、CART、 イ ン デ ィ を 戦っ た 。 得 。 そ し て 99 年 、F1 の レギ ュ ラ ー シ ー ト を つか ん だ 。 


世界 の 潮流 に は 逆らえ すず ーー コス ト 削 減 の た め ワ ン メ イク 化 へ 


J | | 依 レレ し レタ え 線 な マ | イロ る タ る に オォ ト ン 
9 イ バ 7 さ 7 ま ス 

- ン が > 選 進 ラフ : 和 M き 思 ャ シー エン ジン タイ ヤ 使 用 率 
レ か | よ ク グレ 牧 た だ り イ も うっ 無 果 ト 1 H 性 ラク 97 と 
レ が レ MM つっ 無 性 ラ KK Ce 和 べ が KO 
| 単 バ う テ | を J の F ` ク あぁ た 限 ` が カ P 能 は イ 年 す 2 
ス 調 | に クス 義 HR で N ミ は つっ つ ? ン 2 あ | に を ` ヤ に る 専用 シャ シー の 供給 を 開始 する が 、 戦 闘 力 の 高 さ 
を に テ な ノ の 務 上 の 叶 上 人 Ma し 8 か は マ と は 人 で レイ ナー ド の ひと り 勝 ち に 。 し か じ 、 そ の レイ 
ン な イ つ っ 口演 づ コ 」 に ら ワ 持 ル な ブ 詳 ナー ド が 02 年 に 倒産 。 そ の 後 は ロー ラ 、09 年 か 
ョ る ク た ジ 出 け レ " 界 1 的 スシ ヂ 3 "の シン レ チ る リ を ES 秒 プル 33 
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ア 向 難 オ が 取 な ス 潮 目 成 を グ ト か 替 イ き イ 1 ら 05 年 の エン ジン は 、 パ フォ ー マ ン ス に 優れ た 
ツ 上 5 人 2 0 9 回 人 \ 還 の ま ル た 内 内 ト た 無限 MF308 の 事実 上 ワン メイ ク 状 態 に 。 そ し て 
フ ミ み 組 試 経 ンー 06 年 か ら は トヨ タ と ホン タダ が 供給 を 開始 。 タ イ 
すう な っ ュ っ 空 ん 行 結 は 人 独 に さ ノ ワ 事 確 に 緯 タ ツ ッ が ヤ 含 め 、 ワ ン メ イク 化 の 清流 に は 逆らえ な か っ た 
る た り ラ カカ だ 錯 油 逆 目 くせ ロン 実 。 保 よ が イプ コ 人 潮流 に は 逆 o 
た “ レ カ に “ 誤 や ら 路 く る ジ メ 上 ひよ 9 あ ヤ イマ フン 
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アン ドレ ・ ロ ッ テ ラ ー (9 史 ) 
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06 年 王者 の トレ ルイ エ 、11 年 王者 の ロッ テ 
ラー は 、 そ の 後 ア ウデ ィ の ファ クト リー ドラ 
イ バ ー と し て WEC に 参戦 。12 年 に は マル セ 


ル ・ フ ェ ス ラー ( 左 ) と 3 人 で 、 ル ・ マ ン 24 
07 年 は 優勝 こそ な か っ た が 安定 し て 上 位 を 名 い 、 


「 | 
ホン ダ HF386E 時 間 を 制 し 、 世 界 チ ャ ン ピ オ ン に な る 。 20068 
わずか 1 ポイ ント 差 で タイ トル 獲得 。 翌 08 年 は 


一 転 、4 勝 を 挙げ て 30 ポ イン ト 以 上 の 大 差 を つ 
* ん 7 
松田 次 生 け て 2 連 芋 を 達成 し た 。 
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03 年 ドイ ツ F3、05 年 全日 本 F3 で タイ 
トル を 獲得 し 、FN に は 06 年 の 最終 戦 
に スポ ッ ト 参 戦 。 翌 年 か ら フ ル 参 戦 す 

ンー 他 る と 、 チ ー ム イン パル に 移籍 し た 10 年 、 
ss チャ ン ピ オ ン に 輝い た 。 


用 2009 GT 
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2012 


[ NAKAJIMA RACING ] 
06 年 か ら FN に 参戦 し 、 09 年 チャ ン ピ オ ン に 。 
中 嶋 一 貴 8 シー ズン の 参戦 で 12 勝 を 挙げ た 。13 年 に 
は ル ・ マ ン 24 時 間 で 優勝 、WEC で タイ トル 
PETRONAS TEAM TOM 
0 OS] 得 。14-17 年 は フォ ー ミ ュ ラ E に も 参 戦 。 
全日 本 F3 後 は 海外 へ 進出 。GP2 シ リ 
ー ズ を 経て 、08-09 年 は F1 を 戦っ た 。 
FN に は 1 1 年 か ら フ ル 参 戦 し 、 シ リー 
ズ 2 位 。 そ し て FN 最終 年 の 12 年 シー 
ズン 、 タ イト ル を 獲得 し た 。 


06 年 、 シ ャ シー が ロー ラ FN06 に な る の に 合わ せ 
て エン ジン も 変更 。 ホ ンダ と トヨ タ が 供給 する こ 
と に な っ た 。 い ずれ も IL (イン ディ ッッ レー シン 
グ ・ リ ー グ ) 用 を ベー ス と し て お り 、 エ ンジ ン 本 
体 の 寸法 も IRL の 規定 と ほぼ 同一 。 写真 で は エキ 
ゾー スト の 取り 回 し が 若干 異な っ て いる が 、 性 能 
差 が 出 な いよ うに 特性 は 均一 化 さ れ た 。 
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で う は り リ 極 の ャ F 年 を プ 若 つっ オォ 時 定 が バム は ? 調 社 り 術 J 始 開け が 供 れ は な て は な 
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た い 独 テ い は し シリ こと こ ミ プ ブ プ 選 ララ がい 打 り を れ と せ | J 回 エ で 限 と メ が 無 本 の が | 語 
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走 ち る 潮 ド ズ 開 イィ イ た 手 に 齢 けい チー に バエ 上 自 維 ン レ し | に F あ っ OO た 統 こ 
気 出 も 流 エ に 発 フ “ 層 よ 化 を た フ 日 な 有 | ン 路 持 ジ 合 カ 代 N つた 8 時 か 括 う 
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路 浅 毒 NHN へ や DIK ト TA 必 接 陣 旬 要 つ し っ C 
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m て りう J 局 居民 選 幸 会 避 に もい 6 
公 ” 咽 年 や イー そい ハロ つじ し 人 か ペー ャ 
へ や ヽ ふう) ふ ペー ハ で て ハ 下 G 粗 祝 S 他 介 * や 
NO5 8 エキ に K ふ ー ( 民 療 硫 龍 会 <Q 
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皿 で で 6@ 壮 理 情 也 り 表 つ " 補 
S 某 凌 昌 8 で 6@ 杏 百 和 を く と へ へ 還 へ 
G 沿 0 雪 rt@hJJ や 町 品 セ 6G 色 
に さや エ ー 


生生 S 電 や 。 
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こい ふ ハ へ S 表 ロ 
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Ne+6n387 所 ハ N く ーG ハ エト て 
第 せく へ hh くく 一 会 地 * り で NOTJ ュ ) 
会 届 ン 雪 細 を 環 責 呈 hG 牙 均 人 下っ 
記 琴 つ ^K や へ へ GOQD や ロト 
へ ミー へ の つじ し 弄 攻 つ し っ to? 
*OQ^ ホー 日 へ ハー (ホー 
ふ ハ ミー) ゼ 福 腕 り 環 掴 己 "< て へ 
ーー 所 じ に 壮 @ 議 語 呈 いさ 人 科 還 つつ 
し っ ぷっ 球 評 し 。 む へ トド ー ド K 父 公 
信和 提 司 将 時 ま お に K ぐ ハハ 町 へ で 
尽 ね 咽 電 宮 哨 Ne ょ JJ) 公 じゃ ONe? ホー 
て ロペ ハー 泡 邊 つや 無人 R 選 寺 つ 
Ne ぶ ハ こく ー し SN@ 泡 了 き 尋 ン " 知 SNG 


ロト ンー し や 写 疹 せき SS う っ" 
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を と / FRONT WING 


SF14 で は メイ ンプ レー ン 1 枚 、 フ ラッ プ 1 枚 だ っ た の に 対し 、SF19 
で は フラ ッ プ が 2 枚 に な っ た 。 また 、 F1 の トレ ンド で も ある V 字 型 
0 の 00 の の イス 6 き SA 0 る S 2 人 060eN Shi4 
より も ダウ ン フ ォ ー ス が 増え た 。 前 後 バ ラン ス 的 に は 「 空 力 が 前 寄 
MM 還 [リヤ ウイ ング の 2 度 よ り も 、 フ ロン トウ イン グ の 1 
度 の ほう が ダウ ン フ ォ ー ス の 増減 量 が 大 きい 」 と いう 声 も ある 。 空 
カカ セッティング は 、SF19 の ほう が さら に 敏感 だ 。 
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FRONT SUSPENSION 


SF19 で は 新規 定 の 安全 上 の 理由 で リ テ イ ナ ー ケ 
ー ブ ル を 追加 する 必要 が あっ た た め ア ッ プ ライ ト 
を 変更 。 また 、 プ ッシュ ロッ ド エ ン ド な ど 一 部 の パ 
ー ツ を 変更 し て いる が 、 サ スペ ンション アー ム 類 
は 基本 的 に SF14 を 踏襲 し て いる 。 な お 、 ブ レー 
キシ ステ ム は SF14/19 と も に ブレ ン ボ 製 の ワン 
メイ ク だ が 、 デ ィ ス ク も キャ リ パ ー も 違い 、SF19 
で は 制動 性 能 を 引き 上 げ ける と と も に 剛性 も 上 が っ 
て フィ ー リ ング が 異な る 。 ブ レー キ セ ッ ティ ング 
の 肝 は 、 温 度 管理 と 前 後 バ ラン ス の 見 極め だ 。 
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REAR SUSPENSION 


リヤ の ダン パー& スプ リン グ は 一 般 的 な コイ ルオ 
ー バ ー タ イプ で 、 ギヤ ボッ クス 上 に 設置 。 ま た 、 写 
真 で は 装着 され て いな い が 、 ダ ン パ ー 後 方 の スペ 
ー ス に アン チロ ー ル バー へ と つなが る サー ド エ レ 
メン ト (サー ド ダ ン パ ー) を 装着 する チー ム も 多 
い 。 サ スペ ンション 形 来 と し て は ダブ ルウ イッ シ 
ュ ボ ー ン で プッ シュ ロッ ド を 採用 する の は フロ ン 
ト と 同様 だ が 、 リ ヤ に は トー を 調整 する トー リン 
ク が 備え られ て いる 。 
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賠 公 て TANh ト ドー//HING 叩 下村 JIJAQ ユ JSN6 と % 結 一 一 


Interview & Text : auto sport 


Photo : 田 v 穴 (Sho Tamura) ヽ H 抵 玉 計 (Takahiro Kudoh) 
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[ 尽 じ で マン 上 只 っ た へ で 到 
條 会 和 を ee:| で し | へ ぶ @ 
伏 記 6 圭 紀 や p 昭 ひし っ 刀 つ 7 吾 j や No 
還 い ウレ うっ 如 ( 約 )) で 1)J ン 起 豆 
け 飼 で し うっ" 
ーーNrJ し 忌 人 し 還 卓 mmRGTJ つ っ ) 
つ し 譜 で NeTJAJ け SS で ね うら 心 で 記 レ 
NG3J* レ さ ー へ へ 私 日 へ 私 
へ 画 G8 う や 0 8 し セ 公 で 
様 占 : SGIJIO き さ ー へ へ へ 日 へ 2 
G 図 回 NukJ/O つ OS 心 け S 0 刀 軸 っ 
む ” 下 会 因 貴 で で 鉛 夫 ぜ エー6 映 
帝 330 8 し "エーGHANA 衝 剛 3 ら 


1J ツ 因 全 OS し ゃ ? 周 鐵 時 持 7 
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nQ 下 入選 ー の の GGEHRKEHA 和 A 
和民 李 で 底 - の の の っ J) う QA ヘー 
ふ ー ユ ヘー へ ハハ 心 玉 ーー 中 さく 陣 G 剃 
さく ペー ド 揚 Q や 所 つ ? NG 司 療 悪 
貴 ぷ ′ 剖 会 計 貴 つ し っ で 将 身 夫 公 
疲 つ し っ つ 忍 全 Q ン C で っ し 組 障 
JEO 8 つじ し っ 刀 さ し ゃ ? 
ーーNvG て 先 ス KG ユー へ へ や 
へ ベイ て 届い ペー 下 中 ホー 史明 し 
ヽ こ ・HAZ 和 AI へ や G 形 款 思 打 
つ し 計 洒 け 蘭 で te) けさ で ご 画 侯 て 
^ Th ドー//HIh 交 話 yFJ つけ SS で 
つ 忍 ” 匠 菌 せ 堪 款 人 ぐ て IN マー や 届 
ン 先 で C し し っ うつ 坊 公 30 守屋 臣 
し 癌 ぐし っ 8G し で 

様 副 : 親 表 せ 濁 MGSS ロ ドー 下 マ 
モー (ユー ド 改 坦 軍 ) 2J 低 本 到 公 
民 過 トマ く ー 史 や "上 工 G ホ ー ベ 
し 相 C し spo っ) っ: っ JW 軒 男 〇 や 
〇 Q け 旭 で し っ つや 9 で けり や も)J ン 
こ へ 邊 や 玖 で 6 つ で 7 団 公 っ ュ っ JIJ 
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JJG 馬 蝶 し” NG 宙 由 県 っ うつし っ や 
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ヽ く こぐ く 円 民 雪 0 丸 尊 到 選 選 "N 衣 
い 閉 具 ロ S で 7? hrJG 並 トー ふ ロ 
ドー ゼ 仙 ご 6 や で " 虹 全 "て や く 


ーG ト 心中 ふせ 喘 條 設 箇 し じゃ” 心 さ 
ypHNAA や 惑 因 ? セン し 公 セ ミ 浴 " 
で 会 上 到 人 和合 Q を 0 レン ie? 会? 

aa っ Je36H へ 人 A へ ロ 避 っ し 尼 つ m 
テテ し や ロー ホー ゼ 2JFJSG 公 会 
1J ツ 由 上 し つぶ ? うつ で 如 っ 尼 会 責 , 心 
Je っ J)" Ih そ UN や トト 選 日 人選 リ 
本 NpGp トト で 人 私 写 年 エ で OK 
全 さ G 垢 全 2J ト J 公 陣 NT 39) う 心 


っ 心 仔 し つ Q? し jp) へ くし 下 
GRQ3Q 全 人 K 衣 ハー や ぐ 埋 連 つ し 
レ しい ミル 直ぐ や Norn は SS で し 会 
3pyn 眉 ロ 二 交 せ 所 レシ つき で" 


この の の 結 革 区 舞 一 


ー 一 較 信和 か INN ド ポーz// TIN エ エー 
ふ で 掴 嘱 じ 玖 Ne この に で 革 
に 財 組 0 妨 AJme38L 町 必 SI ハ 
れつ 公 吐 周 醒 理 Yo で Net いひ DS で 刀 ー 
の oo ト 結 き ご 合 琶 330 QpG 公 の 生 
1 記し 杏 あ で さ つ 玉 7 や 中 
る つじ し” 臣 つ 填 隊 し 蛋 し め 人 8 会 つ ン 
S う ン と うっ し ゃ " 

様 副 : | 時 っ G ゼ "名 ふ テ ヤ ペ ー 
ドー リュ 50e 和 と 上 ト て AA 会 先 ひ で 
JJ し ちゃ で” 5 圭 KONOBT 汗 K そ ハ 
篤 下 隊 尽 CD し INN トミ ふ エ キャ 計 
ロー ネー 周 け 時 論 つ "や つつ し | 


92 


NGrJQ せ の 妨 に 失っ CO し っ ie 会 で 7 
こく N ド ポー ドル ハ K ゼ 2JS2JS 下 ン と ひし レ 
っ 65 へ て し 相 ひ C し っ (K 
NIRINSAO IS のろし 2 (に いら 
hm の NRN ま や うう AN ウー me 
黄 到 唱 陣 で エー 上 ベ て JJS つ 
し っ SG し ゃ 公 。 尾 ロ 喉 じ じゃ wo し" 

[SQ で 8e| で し 画 っ Q"「 思 尾 
し いふ ミル ロロ 骨 り し うし じゃ 1J ン 葉色 で 刀 
16? 所 OO 8 ン 下 還 き っ | JJ? 押 
公 地 レス っ 公 で heTJ ュ Jp や っ っ J7 興和 7 
ロー3 奄 烈 -Nー ャ 公 細 記 家 G 
ロー ホー 公 セ ン ロ 採 NG 会 Q NTJK 表 
己 唱 喘 で Ne 7 NG っ JO 唱 7 J で せ し 
ーAEIJn い うっ 心 IN く ベー ロコ) で に" 
還 性 GL 上 の つの の の し 電 Ne kJ や 
田 恵 品 り 起 記 机 ン トド JJ は SNe で し 吾 
せ 可 則 つく し も 87 と IN て く ー:p 
NYA ミー ペー へ 心 色 身 葬 2) っ 
〇 庫 0 会 者 し %0G や LNG ぶ で 
会 列 ン で 畠 人 S 責 JO8 り 還っ? 

ーー ロー つや K リ ーー と リロ IN っ) 
mm 公 ① つ し っ ち で 3^ 臣 弄 け せ で さっ) 
叶 ン 遇 で hG ANOn っ J" 

様 上 馬 : mn っ Or しゃ 

ーー っ]H6JpNG 連 選 で 玖 で 生 で 記 " 

様 画 : せっ" KG ロー ホー 倒 衝 シリ 飛 
Ne っ J っ GS 田 加 は 烈 っ 人 Q ぐ しゃ 7 

RaJws3” 下田 衛 訟 喘 由 SD6 浅 
8 功 っ レス っ nh) ロー トト へ 心 K リ ー 
ヶ ^ 親 〇 D! 表 つじ し ゃ ^ 押 い 妃 皮 陣 和 を 坦 
いし opG し 。 SS 品 凌 選 信 や ン 
っ や teaJ 和 DO し っ も? 

様 串 : で っ ? 抽 G ふ や ミート 〇 せ ね 1J っ 
こく ロ ー 才 つ し っ あつ 尋 ? LQ 和 を し の 
の の 〇 の ! 骨 さや ミー トト 〇 りや 骨 り し 7 


WS し エー っ マ ュ )。 前 語 ゃ TheG 
Qtn2) 下 会 D 届く し ゃ や 丁 一 口 

し po 9 公 Q。 77 る 日 き AH - 科 
へ AH APNn 
ー3 〇 ドーw 引 組 つ 


デザ イナ ー と し て 活躍 。 


本 昌 E 放 9 年 エン ジニ アリ ング 


る 各 メ ディ ア で 活躍 中 。1946 


。 | 一 財 長 に 。 F1 中 継 の 解説 、 本 
。 | 誌 や IF1 速 報 | を は じ め と す 


人 00 
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上 エー) 障 家 NN トド 一 //7HING ふ て く 舞 * 


il 


全日 本 F3000 選 手 権 


・ ニ ッ ボ ポン 


ユラ フ 


へ 
に 
SN 


全日 本 選手 権 フォ ー 


さ 
ヽ 
ニー ニー ニー 
2 
・ Im ーーーーー ェ ーー 


日 本 で 開催 


され た F1 と 国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ の タイ ム を 比べ て みた 。 全日 


ー 


本 F3000 選 手 権 時 代 は その 前 身 の 全日 本 
・ ア ー バ イン や ミ 


加 た 92…93 年 に か け ほ 
も 参戦 し で UW 呈 a 


1995 年 に タイ ム 差 は も っ 
に は エディ 


ン が 参戦 し て 


競争 が あり 、 


5 
プ 1 


ここ で は 1976~77 年 お よび 1987 年 以降 を 対象 に 、 
開 3 


ニー ニー 


ーー ニー ニー サー ニー ニー ニー キー ニー ニー ニーー 


日 本 一 の “た を か けた 戦い 


1973-2021 Pe / TO / HONMILLITYI / HENRIMIL 


妃 で つ を くっ) っ つい GH 固 ロ 工 つ 
つ ぐ うう や を っ 会 名 坦 3J)” TK 
て や … 守 jet0 8 訪 90 いさ そい け 必 hG 
ト J っ JJ や 寺 羽 っ" WWG 公 で で "TK て 
JJG く 心 へ KW 中 0O ふさ トド 6 剖 班 
弓 園 しゃ OnG 編 時 し KR お IN@" ホー ベ マ 
36< ト 回 選 利 で し 県 ホー m お 人 ト 
回 尽 和 を で し 羽 っ ) っ で OJ ュ ) 会 軸 賠 
1 で 3^ いさ トド 公 商 !: い G っ J 四 OO ょ JJ 
けさ ご "し ON6TJAJSQ。 ふ ャ モ 
3 を ト て 必 思 へ 公 \0 つ っ っ し 
hd GNUEGO 

YaJs36 NN ロ ハス ハ て か そそ ハ 心 和 を 
エエ そ ハ 心 釣 机 NQ で NOS 人 Q。 叫 刀 な 
如 け や 更 季 らく NR 人 で を も っ “ 

様 表 せっ” 司 電 松 哉 編 果 代 べべ 癌 
井 ひ と うつ し | 夫 和 9 せ ホー で ふつ H 
Ii ト ヾ MI ト し 大 中 6 レ ン 38 っ ュ J? 
て 必 マー 放っ や せむし せ S ン "中 ー 
G 閣 っ や SNeNvJ7 Nun で 3^ 
ン 層 | 束 伺 互 2)) うろ G の ヒ め の の 
で 宮 菊 囲 MK 天 ロン くつ の を SS う 名 
SS いし の ヒ に OO 〇 らら”。 唄い 
記 ざ つじ し” ふ さ トル っ J 中 刀 多 会 吾 ! ロ 
へ へ へ 電 )n 入村 放つ っ 心血 
つじ 軍人 0 で や 心 で つう っ せ 邊 し も " 

ーー やつ 選 JOm 肖 隊 交 つ し レス 『J 躍 4J 
shNetseQ [いで て ふじ し S せ 入 ス 選 」 

っ りつ うつ 届 NN や DS さ 屋 " 

様 表 再選 し に h ト ドーz// HIh さ ペー 
K く や と Iih そ ーーK も じ ^ 青 紀 唱 瑠 う 
字 公 惑 い っ JJ し 悪 や うう っ ) 務 ? 
所 性 6 ド ー て や 革 @ 環 で 公 思 尾 ぐ て 


Oo. 


INN ポー// THIS 欄 明 人 Q つ う ょ が J っ J“ 


4Q き っ ペー に K ロ to 渦 肛 せ 人 So 下 207 
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EPILOGUE 


ュ ラ 選手 権 


に 
さ 
や 


| 
ド 
IN 
| 
了 
| 
く 
必 
ml 
電 


性 G て ThNN ド ーz// HI お 8 思 性 て リロ 
JO レロ エー し 引き L レ ー、 し 交 で レ 
や っ っ っ J 昭 0 し っ 必 p? 到 けり せ ルー 
そ LQMJL デコ)G 見 全 SN6”" し お ゃ 7 
性 し ご エー ゼ 革 ロー 回 @ 宮 時 で や 羽 公 
4 SS うっ 6 っ J つ 7 JJ) で 抽 公 人 Q8 
2J′ 町 性 G ど て nh ドー// HING セ 1J 
っ ュ 3JIJQ^ 上尾 岡 区 お し 名 部 4L 公 
濾し っ ierJAJ? ト JSS 彫 や きっ? 
ロー マ LQS 到 人手 し 名 壮 TS 
ヾ SS や” 判 里 紀 全 ① べ っ J り 84S 淡 信じ 
っ he” トペ RG へ トー ドー ハー 
K や 部 会 濾 6t@ お 2)" ト ネ ユ っ ) 
っ 心 剛 人 ト っ" 選 玖 忌 つ けり そ や も 
岡 じ QR 剖 4I 公 虐 せ 6 っ 7O)JJ 色 思 っ 
刀 っ 8 会 つっ くし ゃ や ( 吉 )? G 
己 演 し せ 。 mnD46 で し | 較 G 
と へ TNI ドーz/ TING し LO さと て さ G こ と 
NN ドー ドル ハ K し めい ン 配 剛 さ うっ ぐ 
し ゃ "NG 男 全 心 牙 人 閉 い 捉 提 財 会 内 
Ne いさ トド 公 て ITNN ド ポー// THIS で 
し ゃ 公 Q ぐ 5 エー マズ 公 表 忍足 介 G 
〇 oO へ て さき さ GpG 紀 て TNI ドー// TIN 
は つ し 宮 お 8 判 時 中岡 り 話 "Re 公 で 7 


媒 式 GL の ロ 問 結 つ や で JSC 謀 " 
瑞 疲 会 0 を うつ し つっ NG@ ト J ュ Jp 
思 作 圭介 公 St@ つ 日 へ 私 へ WE 
ト J ュ Jp しゃ ON6 公 人 0 て RNN ポー// ロ 
I い 会 っ 0G 岬 会 将 折 で て や NN ポー 
77 HINUJS COQ を うつ 責 む 2 りく? 
本 INIDOS 有 ES 
9@ っ J 局 尼 G 直 強 に や で ぐう っ しゃ で 7 
様 時 : っ 6G 天 選民 財 昌 皿 K6 
人 Q。 Kー ニ ニー トモ ドーz// HIh や KA ト 嗣 
幅 章 うつ し 悪 閉 な hG っ ) 公 し で 3 
民代 JH pn いる や つ ト AA ト で べ や 
計 や 叶 訪 上 4  Kー ミ ニート ドー// ロ 
ING 導 末 填 会 エー ロビ Ene やら JCG 
ミーー 公 し NG っ J り 昭和 16.5 

ー 一 二 到 GLQH 表 つつ し” 思 必 4 
ト ハ トレ せ ベー ミー ドーz// THINSJ7 
馬 提 S 加 し も 公 / 思 藤 賠 公 佑 お し 考 5 
SQ QAJiS36L の 帯 折 つじ し ” 中 て 
Tn 必 負 環 乙 品 S 艇 帯 | 避 せ で 3J" 


NAKG て と TNRI ト 生 ユ ー コ つじ し 翌 窒 補導 G 郊 坦 豆 


ら ,/g77707g 


剖 環 や 会 で 皿 則 けけ を 0 し うう | っ J“ 
剖 担 世 全 全 eG し 。 っ 明和 陣 味 人 S 


+65 い 4J セ KN6 SS の を で 8 で 上 の ン っ 公 
ぐー て ュ J) っ JJ し 9 SNe っ や 7 
っ G 司 基く NN ド ー ド セハ に K 引 会 生 各 
< ト AK ト 性 ン ぐ っ 旭屋 さこ 記 " 
様 器 : し じゃ? レート ハイ 会 ト 公 
ト 4H 竹 DS で 3” 葬 他 0 レン で to 
K 共 ホー や ぐ や 麗 re レ ン he 3 和 し も ? 
玉 8 本 必 べ て や 信じ ト A ト マス 
3 机 玲 ne 還 避 会 細 っ ? 

様 表 : S 人 QrJW 肖 し pn い 刺 SG? 
嘱 宮 豆 SS 話 加代 朋 じ や“ 
ーー< 翼 和 を ロー ふい NG ペー に K ハ 
ユーK ゼ 財 H6 で し せ 演 ne …… 聖 で 國 
つじ し つつ 丸 会 。 画 全て IN ポー// 
HiNM 拓 移入 中 慌 n O や p 介 尽 
で けり 7 慰 時 じ 族 志功 財 国 mtes? 
NG 早田 せ 尼 代 ) 遇 っ 選 公 で 

様 一 : ペー ド 店 層 提 4 中庄 雇 つ つ に し 


+6 


In ここ ー6G 話 っ や 「N ド ー/z// TIN 民 
ー し | っ 6 会 NeG383J 還 っ? 
民 っ "導き 公 い し 6 性 L の 喘 幅 
昌 伝 親 尽 で SS 全 で 5 NGSS 公 生 し 7 

NGHG て TNIN ド ー// TIN 全 セ 1J ン 
届 時 つめ で 玉 で 罰 り 昭 っ 

ーー ル の 会 を で うつ し っ G8 会 人 QRK 
ーー トド ー// TI や し 人 思 ) っ J" 

様 明 : Kー ミ ー ト ドー// HI 公 提 で 6 
品 DSO85 ZIN で ミー ロ J で し” っ 
い 全 性 G て INN ド ポーz// TIh も し に" 

っ 心 貼 相 0 AU 還 ? 手配 人 ン せ 
エー 還 必 し SG 並 並 だ G て ト 
In ポ ーz// ロ 中 公民 つい し GL エー 
n い 8 くっ US 所 公 Q 5 結 堪 っ で 
で つ を SS う っ 公記 L の 公 寺 NOTJ ュ JJ し ^ 

選 局 例 愉 で S 公 0 で 

ーー 所! っ 8G「 任 ) で 
レ G エ ーー| し SN@eKー ミ ー ト ドー// ロ 
IN 考 公 や ひっ Jp で うり 窒 中 明記 つ し っ 
全う っ お で っ っ ) っ Oh し も 会 ? 
公 い し レ 6 エ ーー ロー や くく 公 和 を で 妨 
RON 

様 画 ベー ロー ミ 拓 里 回 財 HH6 ン 
を いし っ うつ 尋 会 Q? うろ 8GKー ミ 
ー ト ドー// THING 交 四 丈 悦 t*" ペー ンー 
HE 公 衝 G し SA レー や 
て けつ おお で 3 っ っ うり っ)O ト J ュ 3J ュ J" 
い ミ トド SN 本 崩 編 囲 示 銘じ 珈 の 
っ JO⑥ ト JJ)” 同性 は つい し GL エー 
Js で で 37 No っ) 心 AJFJTAO 中 綱 倒 付 
No で の を っ し 公 ? 


E 史 宮 可 つ っ 


その な か で の 最速 タイ ム を 採用 し て いま す 。 


※F1 と 国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ の 予選 トッ プ タ イ ム (ポール ポジ ショ ンタ イム で は な く 、 予選 中 の トッ プ タ イ ム 。 Q2 の 場合 も あり ) の 差 の 推移 を 表し た も の 。 F1 の 予選 が 雨 だ っ た 場合 は FP の トッ プ タ イ ム を 採用 し て いま す 。 


※ 国 内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ に お いて 、 その シー ズン に 複数 戦 を 開催 し て いた 場合 、 
*1976、1977 年 、1987 年 の 国内 の タイ ム は 、 小数 点 以 下 は 2 ケタ まで 採用 と 思わ れ ま す 。 
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auto sport 


gg= ち 5poy ナ 生地 素材 を 採用 し た 


WedsSportx 


オー トス ポー ツ 公 式 通販 サイ ト BANDOH の ドラ イイ 
シャ ツ は ほ は これから の 
暑い 夏 に ぴっ た りな 


あら ゆる モー ター スポ ー ツ 関連 


6 5 6 だ AN で す 。 
グッ スズ を こ 紹 介 い た し ます 
https://as-web-shop 上 人 還 生 当 品番 :RM-2102 
wi 価格 :6100 円 あ 和 ) 


We cm 
PIE 


し すす こと えさ し 


その 高い デザ イン 性 モー ター スポ ー ツ シ 


が 人 気 で 例年 完売 の 
NEWERA 製 の チー ム 
T シ ャ ツ 。 今年 は 黒 
と 白 の 2 色 で 展開 し 
て ゆい ます 。 


品番 :TK-2112 
価格 : 5500 円 (税込 


共 。 も 高い 人 気 を 誇る 
ZNT。 チー ムカ ラー 


_4 コ Ng 菩 の レッ ド を ベー ス と し 
と ビ 1 1 だ 人 ラ イ パ バー、 ザ ー ム 

| スタ ッ フ が 着用 する オ 
フィ シャ ル チ ー ム コレ 


] ク の ジョ シン T シ ャ ツ で ます 


( 品番 : CE-2107 
| “ | 価格 : 7500 円 税込) 


スー パーGT の な か で 


ー ン で 数 多く の レー 
ス に 参戦 し て いる 
TOM'S の スタ ッ フ も 
着用 し て いる チー ム 
T シ ャ ツ で す 。 


品番 :00S01-TST14 
価格 : 5720 円 (税込) 


長年 さま ざま な レー 
2 ドジ ドラ ババ) 
ー と し て 活躍 する 道 
上 龍 が 率い る ドラ ゴ 
コル セ の T シ ャ ツ を 
は じ め と し た オフ ィ 
シャ ル グ ッ ズ を 好評 
販売 中 で す 。 


品番 :00WEDSDRY-02 
価格 : 6380 円 (税込 
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骨 ー 深 1 り Un て ・ で て ハ ] 映 選 DOO RIO 呆 


WNW み ィ 


ピッ ト ・ イ ン 


いし いし ん じ 


第 03 回 


NR 
SN 
0 
作家 。1966 年 大 阪 生ま れ 、 


京都 在住 。「 あ る 


ーー 
デデデ 


捧げ 


る 書き 下ろ し 小説 [ブル ドッ グ の アイ ルト ン 」] 


ー 


の 連載 を まとめ た 書籍 が 発売 中 。 セナ ( 


G O 
さよ 
IN と 
ロ 
刑 公 
ポ 全 
AL 

Sm いつ 
押 L 
の 
ne 8 
二 i9 
6 
YO 了 
ト 
へ K 
隊 | 
に 
思 
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引 Q 中 湯 ( 受 ) 加 どい 


回 Hasegawa Hobby Kits LIMITED EDITION 
1/24 ス ケー ル モ デ ル JAGUAR XJR-9 IMSA 
(SPRINT TYPE) No.61 1 名 様 

定期 的 に 新 製品 が 登場 する Hasegawa Hobby Kits LIMITED 
EDITION の 1/24 ス ケー ル モ デ ル か ら 、JAGUAR XJR-9 IMSA 
(SPRINT TYPE) No.61 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア ッ プ は ハセ 
ガワ の HP まで 。 

提供 : ハセ ガワ URL : http://www.hasegawa-model.co.jp/ 


回 スパ ー ク レプ リカ ヘル メッ ト 1/5 ス ケー ル モ デ ル 
の 7 全 ロ イ VR46 SUN AND MOON No.46 
定期 的 に 新 製品 が 登場 する スパ ー ク の レプ リカ ヘル メッ ト 1/5 ス ケー 
ル モ デ ル か ら 、 バ レン ティ ー ノ ・ ロ ッ シ VR46 SUN AND MOON No.46 
を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア ッ プ は クラ ブウ イナ ー ズ の HP まで 。 
提供 : クラ ブウ イナ ー ズ URL : https://www.clubwinners.jp/ 


ト タ ル 50 周 年 記念 限定 ファ イル 5 名 様 

スパ ・ フ ラン コル シャ ン 24 時 間 の 公式 パー トナ ー を 務め る な ど 、 精 力 
的 に モー ター スポ ー ツ 活動 を 行なっ て いる ト タ ル 。 その ト タ ル が 50 周 
年 を 迎え た 記念 と し て 限定 で 配布 され た ファ イル を ちら 名 様 に 。 

サイ ズ : 310x220mm 提供 :TOTAL 


回 レッ ドブ ルン トロ ロッ ソ ・ ホ ンダ コラ ボ メ モ 帳 1 名 様 
2019 年 か の ら 、 ホ ンダ が レッ ドブ ル へ パワ ー ト レー ン を 供給 する よう 
に な り 早 3 年 の 月 日 が 経過 。 その 当時 に コラ ボ グ ッ ズ の 一 環 と し て 登 
場 し た レッ ドブ ルプ トロ ロッ ソ ・ ホ ンダ の メモ 帳 を 1 名 様 ヘ プレ ゼン 
ト 。 トロ ロッ ソ 時 代 の アイ テム も 、 い まや 貴重 な 一 品 に (?) 
サイ ズ : 147x110mm 


+ マ 一 千 和 テーSLd 党 


#46 Valentino Rossi 
Limited Edition 


半 


EK = と 
回生 レー 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


携帯 か ら も 応募 で きま す 
※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2021 年 7 月 29 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
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2021 年 7 月 30 日 (日 消 印 有 効 ) 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1556 号 プレ ゼン ト 」 係 


AS| 


F1 の 公式 ライ セン スゲ ー ム で ある 「『F1 
2021 且 その 目 杯 語 回 寺 カ ライ ズ 版 が 
9 月 9 日 ( 木 ) より 販売 され る 。 

この 最新 版 に は 、 今 和 李 ア ルフ ァ タ ウリ 
・ ホ ンダ か ら F1 デ ビュ ー を 果たし た 角田 
裕 毅 が 登場 。 機 能 も ね も アップデート され て 
お り 、「『 ブ レー キン グ ポ イン ト 」 で は 3 シ 
ー ズ ン を と お し て F2 から F1 ヘ へ ステップ 
アッ プ し て いく 過程 が 楽し め る 。「2 プ 
レイ ヤー キャ リア ] で は 友人 同士 で 協力 
また は 対戦 する こと が で き 、「 リ アル シ 
ー ズ ンス ター ト 』 で は 実際 の ラン キン グ 
を ゲー ム 内 に 反映 し て 、 そ こ か ら シ リー 
ズ チ ャ ン ピ オ ン を 目指 し て いく 。 

デラ ックス エディ ショ ン の み の 機 能 
な る が 、 伝 説 的 な 7 名 の ドラ イ バ ー も 登 
録 さ れ て お り 、 11 番 目 の オ リ ジ ナ ル チ ー 
ム を 作成 する 『 マ イチ ー ム ]」 機能 を 使え 
ば 、 彼ら を 起用 する こと が で きる 。 し か 
し 、 そ の 7 名 を 招 際 す る た め に は 、 彼 ら 


INFORMATION | 


の 要求 & 給 与 条 件 を 飲ま な けれ ば な ら ず 、 
こう し た 点 も リア ル に 作り こま れる 。 

通常 盤 ( ス タン ダー ド エ デ ィ シ ョ ン ) の 
事前 予約 特典 と し て 、 ブレ ー キ ング ポイ 
ント モー ドコ ン テ ン ツ パ ッ ク 、 ゲ ー ム 内 
で 使用 で きる 5.000 ピ ッ ト コ イン が つい 
ICE の 二 の ョ ン バ ウ ォ クル スピ ワ ョ ポン) ヨ に ete20 
スタ マイ ズ コ ン テ ン ツ 、18,000 ピッ ト 
コイ ン 、 限 定 ゲ ー ム 内 アイ テム セッ ト 、 ブ 
レー キン グ ポ イン トモ ー ド が 含ま れる 。 詳 
細 は 販売 元 の エレ クト ロニ ッ ク ・ ア ー ツ 
公式 ホー ムペ ー ジ 、 ま た は 販売 店 で 確 
認 し て みよ う 。 


一 [F1 2021」 日 本 語 ロ ー カ ライ ス 版 
信 発 売 日 : 2021 年 9 月 9 日 ( 木 ) 

※ ダ ウン ロー ド 版 の 発売 期日 は 未定 
令 プ レイ 可能 ハー ド : 
PlayStation4、PlayStation5 

介 希 望 小売 価格 : 8700 円 (税込 ) 


機種 を お 持ち の 方 は 右 QR コード か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 
サイ ト 内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 

住所 等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な い 国人 W 国 
と 商品 の 発送 が で き な い 場 合 が あり ます 。 TA 
※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ =m< 雪 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 信 計 wa 
の 発 ※ 以 外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 PC 


https://san-eishobo.jp/form/pub/3/as1556 


気 に な る 情報 を 速攻 チェ ッ ク 
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